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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第九章　秋も深まり行くある日のこと……







　秋も深まり行くある日のこと……。

　魎りよう呼こは二階の屋根の上、正確には干した布団の上にひっくり返り、布団と一緒になって太陽熱を存分に吸収していた。

　天てん地ちは畑仕事で留守である。砂さ沙さ美みは魎りよう皇おう鬼きをお供に遊びに出掛けたらしくこれまた留守である。

　阿あ重え霞かは、部屋にこもって何をしているのか分からないが、姿が見えない。

　もちろん、当主信のぶ幸ゆきは仕事に出掛けており、早い話が、現在魎呼の平安を乱す者は誰一人存在しないのであった。

　昼食が済んだばかりで暖かい岡山の日差しを浴びていると自然に瞼まぶたがさがってくる。なるほど、縁側で眠る猫の快楽とは実にこのようなものであったかと、魎呼は口が裂けそうな大あくびをし、庭の片すみに洗濯物が微風に翻るのを眺めるともなく眺めていた。

　ほこらに封印されてより七百年、第二の人生を踏み出したばかりの魎呼なのだが、実際毎日何をやっているかといえば、このように隠居じじいのような生活をおくっているのである。

「こうやって天地と水入らずっていうのもいいわねえ」

　今のところ、邪魔の入らぬせいでその他もろもろの存在を忘れ切っている魎呼の脳裏には、縁側に並んで腰を降ろし、渋茶を片手に見事な盆栽を眺めている老夫婦のような二人の姿がまるで映画の１シーンのごとく映し出されているのであった。

「ねえ、天地ィ」

　魎呼が甘えた声を出す。

「何だい？　お前」

　和服姿の天地は口くち髭ひげを生やし、すっかり一家の主といった風体である。

「色々あったけど、あたしたちもやっと、こうして一緒になることができたわねえ」

「そうだな。阿重霞さんも砂沙美ちゃんも故郷に帰ったし、父さんは俺にこの家を譲ってくれたし、じっちゃんはもう墓の下だし……」

（こらこら、魎呼。勝手に人を帰したり殺したりするんじゃないっ）

「あたしたち、この広い家に二人きりなのね」

　魎呼の妄想は強引である。

「そうだよ、魎呼」

　いきなり、天地が魎呼の肩を抱き寄せた。

「俺もそろそろ跡あと継つぎが欲しいな」

「えっ？……跡継ぎ？」

　天地の手が魎呼の着物の胸もとを割り、見上げた魎呼の唇がそっとふさがれた。

「子どもさ。俺たちの子ども……」

「ああ、天地……」




　魎呼の妄想が最さい高こう潮ちように達した時、電話のベルが鳴り響ひびいた。

「……ったく、これからってとこだったのに……」

　魎呼は布団の上に起き上がり、家の様子を伺った。

　家にいるはずの阿重霞は電話に出る様子がない。

　無視してもいいのだが、魎呼は何とはなしにカンが働いて電話に出ることにした。

「はい、柾まさ木きです……なんだ、おやじかよ」

　居間の電話のところまで空間転移した魎呼は、信幸の声を聞くなりそう言った。魎呼の能力も実用的に使えば結けつ構こう便べん利りなのである。

「なんだとはひどいな。天地はいないのか？」

　事務所から電話しているらしく、周囲のざわめきが魎呼の耳にも伝わってくる。

「天地ならにんじん畑に行ってるけど、何の用？」

　妄想を途中で邪魔された魎呼はちょっと機嫌が悪い。

「実はな、仕事が一段落したんで、温泉に行こうかと思ってるんだ」

「温泉？」

「親戚のばあちゃんがやってるとこでな、ま、その、何だ、親睦を深める意味でもひとつ……ところで温泉ってわかるか？」

「そのくらいあたしだって知ってるよ。なんせ昔は温泉荒らしの魎呼と呼ばれたぐらいでさ、あちこちの名所旧跡を荒らしまわったもんよ」

「そ、そりゃ一体いつの話だ？」

　信幸の慌てたような返事が返ってきた。

「もちろん、宇宙海賊やってた頃の話さ」

　魎呼は懐なつかしい宇宙の秘湯のあれこれを思い浮かべながら答えた。

「なんてったって温泉入る時は皆ハダカ。どんな宇宙人だろうと金持ちだろうと重装備で風呂に入るバカはいないと。そこにこの魎呼さまが現れて金品略奪、恐喝、ゆすりたかりとやり放題、男湯に闖ちん入にゆうすりゃあ美形も渋めもよりどりみどりってなわけで……どうした、オヤジ？」

　電話の向こうから絶句したらしい沈黙に続いて慌てた声が返ってきた。

「こ、こら魎呼。電話でそういう話をするんじゃない。それに、そういうことをするために行くんじゃないんだぞ。さっき言わなかったか？　親戚のばあちゃんがやってるとこだって。おとなしくしてられない子は連れてかないぞ。いいか？」

　と、横から手が伸びてさっと受話器を引ったくった。

「ええ、おじさま。ありがとうございます。天地様にはわたくしから良く伝えておきますわ。泥棒猫の言うことなどお気になさらないで……」

「誰が泥棒猫だって？」

　阿重霞に突然受話器を引ったくられた魎呼が嚙かみついた。

「……では、お気をつけて……お帰りをお待ちしておりますわ」

　魎呼を無視して静かに受話器を置いた阿重霞はクルリと向き直り、はっしと魎呼を睨にらみつけた。

「黙って聞いてれば何と品性下劣な！　せっかくおじさまが心遣いして温泉に連れてってくださるというのに、もっとまともな受け答えができないの？」

　魎呼はカッとした。

「じゃあ、てめーがさっさと電話に出ればいいじゃんか。誰も電話に出ねーから気ィ利かせて出てやれば途中でいきなり引ったくりやがって……てめーこそ後ろで盗み聞きしてやがったな？」

　阿重霞は見下したような顔で笑った。

「わたくし、御用聞きやセールスかも知れない電話には出ないことにしておりますの。樹じゆ雷らい皇おう宮きゆうにいたころは、そういうことは皆、下しも々じもの者がやっておりましたことよ。わたくしのところに直接かかってくるのはお父様かお母様、それに近衛このえ隊長の月つき麻ま呂ろだけでしたもの。ま、あなたのような下げ賤せんな者にそんな話をしても無駄かも知れませんけどね」

　阿重霞は袖で口もとを覆おおい、ほほほ、と笑った。

「とにかく、あなたもまともな口の利きき方をお勉強なさいませ。そんな野蛮な口を利いてると天地様に嫌われましてよ」

「…………」

　痛い所を突かれ、思わず言葉に詰まった魎呼を尻目に、阿重霞はさっさと階段を上がって行ってしまった。

　後には怒り心頭に達した魎呼がワナワナと震えていたが、突然何か思いついたようにその目がきらりと光った。

「……見てろよ。てめーの高慢ちきな面つらをひん剝むいてやるからな。楽しみに待ってろよ」

　一瞬後、魎呼の姿は消え、居間の古風な柱時計が静まり返った室内に三時を告げた。




　さて、部屋に戻った阿重霞は上機嫌で鼻歌など歌いながらクローゼットの扉を開けると、次々と高価な衣装を引っ張り出し始めた。

「どれがいいかしら……天地様とお出掛けですもの、あまり着飾って天地様と釣り合いが取れなくなってもおかしいし……でも、わたくしの身分に相応しくない格好はできないし……」

　一人でぶつぶつと呟きながら阿重霞は畳の上に十着程選び出し、更にそれに見合うような繊せん細さいなランジェリーを別の引き出しから取り出した。

　衣装は全て着物式で、丈は足首まで届く程、色彩は樹雷皇おう家けの伝統なのか、どれも蘇す芳おうや古こ代だい紫むらさき、群ぐん青じよう色いろなどの鮮あざやかな彩いろどりである。

　阿重霞は姿見の前に立つと、一人ファッションショーをやり始めた。

　樹雷皇家の衣装というのは、まずオールインワン式のボディスーツを着け、その上に蜉かげ蝣ろうのような袖そで無なしの肌じゅばんを羽は織おる。透き通るような生地を通して体の線が浮き出る様子はなかなかそそられる、と普通の男なら思うことであろう。その下のボディスーツがなければなおさらである。

　とにかく、肌じゅばんのウエストを紐ひもで締しめ、その上に内着を着る。これは、普通いうところの着物にそっくりであるが、袖がゆったりした筒状になっているところが少し違う。この内着は大体無地で、そのかわり複雑な地模様が陰いん影えいを作り出している。地模様は樹雷皇家ゆかりの植物や、幾き何か学がく的てきな木この葉は模様が普通である。更さらに外着と呼ばれる袖無しの長い陣羽織のようなものを羽織り、その上から帯を締めて阿重霞の普段着は完成する。

　外着は鮮やかな色の組み合わせで、豪華な縫い取りがしてあったり、宝玉が散りばめてあったり、そうでない場合も繊細なカットワークが施してあったりと、とにかく派手である。帯は普通の着物の帯より幅が狭く、ウエストを強調するようにきっちり締め、後ろで蝶結びにする。

　この帯にも色々細かいしきたりがあるのだが、それはともかく、旅行となると更にこの上からフードつきの外出着を着、（この場合、必ずフードは被かぶる）両袖を合わせて袖の内側で指を組み、足元はショートブーツのようなものを履はき、ほとんど見えるのは顔だけといった格好になる。
















　平安時代の十二単とまではいかないものの、鎌倉時代の姫君並の重装備である。

　阿重霞は結局クローゼットの中身を全部出してしまい、決めかねて鏡の前で溜め息をついた。

「どうしましょう……何にも着て行くものがないわ！」

　ガールフレンドをお持ちの幸運な読者諸君、きっとお解わかりだと思うが、これが古今東西、宇宙開かい闢びやく以来不変の女の心理である。

　宇宙人だろうと化け物だろうと、女と名のつく知的生物なら必ず一度は、この種の悩みに遭遇したことがあるはずだ。

　いわゆる、デートの前の通つう過か儀ぎ礼れいである。

　もちろん、これは悩んでいるうちが一番楽しい。そして、どんなに手持ちの服があろうとも、初デートの前には不思議と思いに適うような服が一着もない事態が判明し、サイフを握り締めて買い物に走ることになるのである。




　阿重霞が下着姿で鏡の前に突っ立っているところに息を切らして真っ赤な顔をした砂沙美が駆け込んで来た。後ろ手に何か隠し持っている。

「ちょっと、なあにこれ？　どうしたの？」

「あら、砂沙美……」

　阿重霞は振り返り、赤くなってそそくさと服を着け始めた。

「なによこれ、こんなに散らかして、どっかお出で掛かけ？」

「いいえ、違うの。今すぐってわけじゃないんだけど、あのね……」

　しどろもどろで阿重霞は散さん乱らんした服を片付け始めた。考えて見れば別に妹に隠かくすようなことは何もないのだが、頭の中が天地でいっぱいになっていた阿重霞はとにかくこの場を取り繕つくろおうと必死であった。

「もしかして、お姉さま、天地兄ちゃんとデート？」

　姉の慌あわてふためいた様子を興味深そうに見ていた砂沙美がいきなり袖を引っ張った。

「えっ……」

　不意を突かれ一瞬ほうけたように砂沙美を見返した阿重霞の頰がたちまち朱に染まった。

「なな、何を言い出すのよいきなり……そんなわけないでしょ！」

　阿重霞はますます赤くなり、うろたえたあげくに服をやたらにかき集め、全部まとめてクローゼットにほうり込むとバタンと後ろ手に扉を閉めて、最後の砦を死守するかのごとくクローゼットの前に立ちはだかった。

「ふーん……」

　砂沙美は面白そうに姉の顔を横目で眺めていたが、つんとそっぽを向くと聞こえるような独り言を呟いた。

「お姉さまが教えてくんないなら、砂沙美も教えてやんない。あーあ、せっかく天地兄ちゃんからいいもの預あずかって来たんだけどなー」

「えっ何？　なあに砂沙美？」

　阿重霞はころっと態度を変えると砂沙美にせっついた。

「お姉さまが先だよ」

　砂沙美はそっけない。

「えっ、わたくし？　わたくし別に、隠している訳じゃあなくって……」

　阿重霞はちらりと砂沙美の顔を盗み見た。

　後ろ手に一体何を隠しているのかしら。

　天地様のプレゼントですって？

　も、もしかして、指輪？

　阿重霞の連想も相当タガが外れているがそれはさておき。

「あのね砂沙美。おじさまがわたくしたちを温泉に連れてってくださるんですって。さっき電話があったのよ。それで、お洋服を見ていただけなの。わかった？」

「えっ、温泉？　やったァ」

　砂沙美は意外な事実に喜びながら、持っているもののことを忘れて思わず両手を打ち合わせそうになった。

「さあ、今度はあなたの番よ。その手の中身は一体何なの？」

「あっこれ？」

　阿重霞の手のひらに何か冷たいものが乗せられた。

「可愛かわいいでしょ。もっといっぱい取って来たかったんだけど、天地兄ちゃんが可哀かわい想そうだからこれだけって……」

「なあに、これ？」

　緑色をしたその冷たいものは、急に生気を取り戻すと、覗き込んだ阿重霞の鼻に飛びついた。

「きゃあああっ」

「お姉さま！　どうしたのっ？　しっかりしてっ」




　気が付くと、砂沙美の心配そうな顔と、天地の困ったような顔が阿重霞を覗き込んでいた。

「天地様……」

　思わず目を潤ませて阿重霞は呟いた。

「ひどいわ。あんなプレゼントって……」

「すみません。砂沙美ちゃんが、阿重霞さんにどうしても見せてあげたいっていうもんだから……」

「まあ！　砂沙美だったのね」

　阿重霞はやっとのことで起き上がりながら砂沙美を睨にらみつけた。

「ごめんね、お姉さま。あんなにびっくりすると思わなかったんだもん」

　砂沙美は天地をちらりと見ると、言い訳するように早口で喋しやべり出した。

「だってカエルよ、カエル。樹雷にもいたじゃない、黄色いでっかいやつが。天地兄ちゃんと散歩してたら緑色の豆粒みたいなのがいっぱい撥はねてるんだもん。もう、超ミラクルスーパー可愛いって思って、思わず、これ、お姉さまに見せてあげたら喜ぶんじゃないかなあって……お姉さま、カエル嫌いだったの？」

「何よ、超ミラクルスーパー何とかって」

　阿重霞は砂沙美のお喋りに煙に巻かれてしまい、怒っていたのを忘れて聞き返した。

「知らないの？　スーパースーパー可愛いっていう意味だよ」

「…………」

　阿重霞は思わず笑い出してしまい、つられて天地もほっとしたように笑顔を見せた。

「あなたはもうすっかり地球人ね。お姉さまは殆ほとんどついていけないわ。それで、その超ミラクルスーパー可愛いカエルはどうしたの？」

「飼ってもいいの？」

　砂沙美は大喜びで聞き返した。

「嫌よ。わたくし、動物なんか飼ったことないんですもの。それにね、ああいう野生のものは、育った場所にいるのが一番幸せなの。そうよね、天地様？」

「えっ？　ええ。そうですね」

　天地はさっきから、話が回って来ないのを良いことに阿重霞の横顔を見つめていたのがバレたかと思い、ドギマギして答えた。

「ところで天地様」

　阿重霞は屈託なく続けた。

「先ほどおじさまからお電話があったんですけど……」




「けっ。可愛い子ぶりやがって」

　天井の隅から逆さになって首だけ覗のぞかせていた魎呼が呟いた。

　よもや天井から魎呼の生首が生えていようとは思ってもみない天地たちは、和なごやかな雰ふん囲い気きでお喋りを続けている。

「天地が一緒でなきゃあ、あのクソ女を蹴け倒たおしてやるんだが、温泉に行けなくなってもつまらねェしな」

　どうしてくれよう。

　ぶん殴るのが一番手っ取り早いがそうもいかねえ。

　魎呼は、阿重霞の靴に画が鋲びようを入れてやろうか、それともみそ汁の中にゾーキン絞しぼってやろうか、しばし真剣に悩んだ。

　と、その時。突然天てん啓けいの如く名案が閃ひらめいた。

「ぐっふっふ。あたしってやっぱ天才だねえ。そうと決まりゃあ、こんなとこには用はない、と」

　魎呼はほくそ笑みながら天井から頭を引っ込め、庭に空間転移した。

　晩秋の空はもう暮れかかっている。

「温泉に行きゃあ、こっちのもんよ」

　今、魎呼の頭の中によぎっているものは何なのか、腕組みしたまま薄気味悪い笑いを浮かべた魎呼は、阿重霞の部屋を見上げひとり頷くのであった。




　それから数日間、嵐の前の静けさのような日々は何事もなく過ぎていった。

「おーい、魎呼。阿重霞さん。砂沙美ちゃん……」

　とっくに支度を済ませ、父信幸と外で待っていた天地は、さすがに待ちくたびれて家の中に声をかけた。

「今、参りますわ」

　しばらく経たってから声がし、それから更に待たされて、やっと玄関のドアが開いた。

　阿重霞は紅と群青と浅あさ葱ぎ色の幾何学模様の外着に蘇芳色の内着を着、金糸に銀糸の縫い取りのある桜色の旅行着を纏まとい、足元は宝玉をちりばめた真白な靴を履き、両袖を胸の前で組み合わせ、更に、薄うす紫むらさきの旅行着を色とりどりのリボンで飾り立てた砂沙美を従え、伏し目がちに静々と車の方へ歩いて来るのだった。

「…………」

　天地は呆ぼう然ぜんとしたまま、映画のロケか仮装行列のような二人を見つめていた。

　阿重霞は急ぐでもなく、車の前にたどり着くとにっこり微笑ほほえんだ。

「支度に手間取り、お待たせして申し訳ありませんでした」

「これは又、素晴らしい……」

　そこで言葉が続かなくなったらしく、信幸がいいよどんだ。

「でもさあ、ちょっと派手かなあ」

　砂沙美が自分のリボンだらけの旅行着を見回しながら呟いた。

　その一言で天地の呪縛が解けた。

「阿重霞さん」

「はい？」

　無邪気に聞き返され、またもや天地は窮地に陥った。

　この人は異星人だ。

　いや、樹雷皇家の姫君だ。

　だが、こんな格好で温泉に行けば、田舎のことである、たちまち黒山の人だかりができ、廊下を歩くのにも差し支えるようになることは間違いない。

　もっとも、脱いでしまえば関係ないか。

　天地は慌てて頭を振って、当座の目的に外れた連想を締め出した。

「阿重霞さん、その服……ちょっと……まずいですよ。温泉行くんですよ、温泉……もうちょっとフツーの格好ていうか、なんつーか、せめてワンピースとか……何とかなりません？」

　阿重霞は深紅の瞳を見開き、黙って天地の言うことを聞いていた。

「この、わたくしの服装が……どこかまずいと言うのですか？」

「まずいって……」

　どうすりゃいいんだ？

　天地は思わず父、信幸の方を振り返った。

　オヤジはこそこそと運転席に逃げ込む最中だった。

「まずいですよ！」

　誰も助けてくれそうにないことを悟り、天地はつい怒ど鳴なってしまった。

「阿重霞さん。ここは地球なんですよ。そんな格好で外を歩かれたら、一体なんて説明すりゃあいいんです？　この人は本当は樹雷星から来た宇宙人なんです、なんて言えるわけないでしょ？　頼むからもーちょっとフツーのかっこで……阿重霞さん？」

　阿重霞の瞳が揺れた。と、見る間に涙が盛り上がった。

「ご、ごめんなさい。わたくし……皆さんに失礼にならないようにと……これでもあまり大おお袈げ裟さにならないように……」

　一筋の涙が阿重霞の頰を転げ落ちた。

「わたくし、家に残りますわ」

　阿重霞が踵を返して家に駆け込もうとした時だった。

「ぶははははっ」

　無遠慮な高笑いが天地の背後から聞こえてきた。

「ったりめーだろ、てめーは。この星のどこにそんなカッコして温泉行く奴がいるってんだよ？　あっ、ここにいるか。もうてめーは残れ残れ。あたしがかわりに楽しんできてやるよっ。ねー、天地？」

「魎呼？」

　今までどこで何をしていたのか、シマシマの寝間着のような服を着た魎呼が空中にあぐらをかき、腕組みして一同を見下ろしているのだった。

「な、何浮いてんだ！　どうしてお前はフツーに出てこれないんだよ？」

　魎呼は平然と天地を見下ろした。

「いいじゃんか、細かいことはどーでも。さっ、早く行こうぜ、天地。あたしゃもう待ちくたびれちまって、あーあ、たりぃたりぃ」

　その声が阿重霞を踏みとどまらせた。

　阿重霞はくるりと振り向くと、目を怒らせて怒鳴り返した。

「何よっ、あなただって出てこなかったじゃないのっ。それに、人の格好をあれこれ言える立場なの？　そんな、ねま、ねま、……」

「寝間着じゃないぜ。普段着よ、普段着。まーさか、戦闘服で温泉行くわけにもいかねェしよ。あたしゃカッコなんてどーでもいいんだけどさ」

　魎呼はベルトのような尻尾のようなアクセサリーをくねくねと動かした。

「ねー、早く行こうよ天地ィ。そんな女に構ってたら日が暮れちまうぜ。いいじゃんか、自分で留守番するっていってんだから」

「わたくしがいつ、そんなこといいました？」

　カッと来た阿重霞が怒鳴り返した。

「さっき自分でいったじゃんか、家に残るって」

　魎呼もムッときて怒鳴り返した。

「さっきはさっき、今は気が変わりましたのっ」

　阿重霞はつかつかと近づいて来ると、ピタリと魎呼に指を突き付けた。

「あなたが行くならわたくしも参りますっ。あなたのような女に天地様を任せられますか。ちょっと、降りなさい！　人が話してるのに、失礼な！」

「やだね。そんな、話がころころ変わる奴なんか。大体おめーはジャマなんだよ。せっかく温泉で天地と二人、イイことやろうと思ってんのに」

「何ですって!!」

　一体この二人はどうなってんだ？

　天地は、溜め息をついた。

　俺が悪いんじゃないよな。

　力無く心の中で呟つぶやく。

　出掛けにこれじゃあ、後は大体察しがつくってもんだ。

　やっぱ、宇宙人と化け物女を連れて温泉に行こうっていうのが間違いのもとだったんだ。

　このくそオヤジが……。

　天地は、君子危うきに近寄らずと車の中に退たい避ひしている信幸を恨めしげに見た。

　二人のケンカは佳境に入りつつある。

　天地が頭を振りながらあきらめて家に戻ろうとした時だった。

「ちょっと、お姉さまたち！　天地兄ちゃんがかわいそーでしょ？　ケンカするなら二人とも置いてくからね！　ほんとにもう、いい年してみっともない！」

　砂沙美が腰に手を当てたポーズで二人の間に立ちはだかり、怒っているのだった。

　天地は思わずぱちぱちと手を叩きそうになった。

「砂沙美ちゃんエライ！　そのとーり！」

　信幸がニコニコしながら出て来て、キツネにつままれたような顔をしている二人に声を掛けた。

「取り敢えず、服を着替えてきたらどうかな。俺も手伝ってやるから。なに、まだ時間はたっぷりあるから慌あわてることはない。この際、仲良くミニスカートなんてどうかなあ？」

　こ、このオヤジは……。

　阿重霞と魎呼は啞あ然ぜんとして顔を見合わせ、何の下心もないよと言いたげな信幸の幸せそうな顔を見た。

「このスケベオヤジが……余よ計けいなお世話だっ」

　魎呼は信幸に向かって拳こぶしを振り回し、阿重霞も、今まで魎呼とケンカしていたわりには仲良く、魎呼の袖を引っ張って家の中に姿を消し、続いて砂沙美もその後を追った。




　三人がまずまずの格好をして再び家から出てきたのは、更にその三十分後であった。







　第十章　柾まさ木き家の一同が……







　柾まさ木き家の一同がこうしてホームドラマしている時……。

　地球を遥はるか離れた暗黒の空間に溶け込むように佇たたずむ一隻の船があった。

　いや、船という形容が相応ふさわしいかどうかも定かでない。

　それは宇宙の暗黒を映し、星々の光を遮る禍々しい龍のようであった。

　メタリック・ボディの巨大な戦闘艦、双そう蛇じやである。

　戦闘艦内部は幾つかのブロックに分かれ、その広大なブロックそれぞれが複雑な迷路のようになっている。一体幾いくつあるのか分からない小部屋、非常灯だけの通路、この船を造った者でもなければ分からないようなワープ・ポイント、……それは迷宮都市のようでもあり、様々な仕掛けが施されたダンジョンのようでもある。

　そして、その森しん閑かんとした空間の中に、生命の姿はなかった。




　双蛇の中枢に位置するメインルーム、ひとり主しか入ることのできぬその空間に、荘重なハーモニーが響き渡った。

　ゆっくりと地の底から沸き上がるような主題に対旋律が絡からみ、複雑な六声のフーガを織り成していく。

　どことなくバッハに似たその音楽は、一人の長身の男の手から紡つむぎだされたものだった。

　天に届くかと思われるパイプオルガンの前に座したその男は、深緑のマントを纏まとい、長い銀髪を後ろで一つに束ねている。

　男の手が早いパッセージを確実にこなしていくに従い、大聖堂を思わせるその部屋の、男の背後に幻のような女の影が現れた。

　男は振り向きもせずに弾き続けている。

　小柄な女の影は陽かげ炎ろうのようにゆらゆらと揺れながら、無表情に立ち尽くしている。

　急に男が手を止めた。

「教授プロフエツサー。今日の演奏は如何いかがでしたかな？」

　男が振り返ると、その端正な容よう貌ぼうがあらわになった。

　金色の瞳、薄く引き結ばれた唇。中世の修しゆう道どう僧そうのような黒いローブがさらさらときぬ擦ずれの音を立てた。

「あなたを封印してからもう七百年近く経つのでしたね。実に良い聴ちよう衆しゆうでいてくださって有り難いですな」

　男は座を滑り降りると、教授と呼ばれた女の影の前に立った。

「こうして見ると、あなたは殆ど変わっていない。そう、あなたが教授で、私が弟子だった頃ころと」

　男はいとおしむように女の方へ手を伸ばした。

　女の像が僅わずかに歪ゆがみ、頰ほおのあたりに触れた男の指が青白く輝いた。

「私には、今のあなたの方が好ましい。宇宙一の天才科学者の影となり果てたあなたの方がね。プロフェッサー鷲羽わしゆう！」

　男はからからと笑い、輪りん郭かくの薄れて来た影に顔を近づけた。

「あなたはあまりにも天才であり過ぎた。弟子の心が読めぬほど私を信用してくださったのか、それとも……」

　男は女の緑の瞳を覗き込み、消え行く幻を留めようとするかのように両手を延ばした。

「自らワナにはまるほど、私を愛してくださったのか。今となってはもう、知る由もありませんがね」

　鷲羽と呼ばれた女の姿が揺ゆらぎ、消え始めた。

　男は薄い笑みを浮かべるとマントの裾を打ち払った。

「独り言の癖がついてしまいました。あなたがここにいれば、きっと喜ぶ話をしようと思っていたのですが、消え行くオーラに向かって話しても空しいばかりなのでね。教授！　私は長い間求めていたものを見い出しましたよ。あなたがけして、教えてくれなかった真理の鍵を」

　女の姿はもう殆ど見えなくなっているが、男はお構いなしに喋り続けた。

「そのエネルギーに名付けることができるのは、私一人でしょう。私がそれを解明するのです。全ての科学者が夢見た真理を、宇宙の全てを統すべる法則をこの私が！　この弟子の神か我が人とが手にするのです！」

　女の姿はもう完全に消えていた。

　男……いや、今や全銀河から永久指名手配犯として恐れられている天才科学者神我人は、冷たい微笑を浮かべると、今度は船の名を呼んだ。

「双蛇。太陽系第３惑星、地球のデータを出してくれ」

「はい、プロフェッサー」

　甘くも冷たくもない低い女の声がそれに答え、続いてスクリーンが現れた。

「ここだ……ここから反応があった」

　神我人は次々とウインドウを繰りながら呟いた。

「こんな辺境の星に埋もれていたとはな……。どうりで気づかなかったはずだ」

　スクリーン上には岡山周辺とおぼしき地図が映し出され、光点が現れた。

　ちょうど、柾木家のある辺りであろう。

「魎りよう呼こが樹じゆ雷らい皇おう家けを襲撃してから七百年……あの出で来き損そこないはもう、宇宙の藻もくずと消えたかと思っていたがな」

　神我人の眼が妖あやしく輝いた。

「お前と一緒に目覚めたものがあるだろう、魎呼。よもや、それを独り占めしようなどとは思っていないだろうな。それはお前の手にはちょっと余る代しろ物ものだ」

　神我人はしばし瞑めい目もくした。

　その唇に押さえ切れぬ笑みが浮かぶ。

　神我人は静かに目を開き、スクリーン上の光点に語りかけた。

「私が取りに行くまでせいぜい大事に守っておけ。宇宙最大の秘宝、天地剣をな！」

　神我人は手を一振りしてスクリーンを消し去り、再び双蛇を呼んだ。

「太陽系第３惑星に向かえ。お前は潜行モードのまま待機しろ。私は調査地点へ向かう」

　了解、という返答があった。

　ワープ開始を知らせるアナウンスの後、巨大な戦闘艦全体がエネルギー臨界点を示す青白い光に包まれた。

　一瞬後、双蛇は光輪を残してかき消えた。




　さて、話戻ってこちらは柾木家ご一行である。

　ひなびた温泉の車寄せに着いたばかりで、女どもはきゃあきゃあはしゃぎながら玉たま砂じや利りを踏み締め、正面玄関に向かっていた。

　ここ、上竹温泉は土地の者しか知らないような小さな温泉宿であるが、それでも旅館らしく玄関はきれいに掃き清められ、御影石のたたきには水が打ってあり、そこには盲縞の着物をきりりと着こなした女将おかみ、要するに天地の大伯母にあたるばあさんがにこにこして立っているのだった。

「信幸さん、今年は大勢でにぎやかなこったね」

　ばあさんは着物姿の阿あ重え霞か、シマシマドレス姿の魎呼、着物風ワンピースにコートを羽織った砂さ沙さ美みたちを物もの珍めずらしそうに眺ながめながらいい足した。

「こりゃみんな、天地のガールフレンドかね？」

「えっ、いや、ははは……」

　信幸は笑ってごまかすと、今年もお世話になります、と言って軽く会え釈しやくした。

「おーい、俺はお嬢さんがたを部屋に案内するから荷物を頼んだぞ」

　既に持てるだけの荷物を持って後に控えていた天地は、諦あきらめたように頷いて信幸に荷物を渡し、車の方に戻ろうとした。

「あっ、あたしも手伝ってやるよ」

　魎呼はいそいそと天地の腕を取ると、天地を引きずるようにして駐車場の方へと向かった。

　阿重霞の眼を充分意識しての行動である。

「まあ……！」

　魎呼が強引に天地の腕を取ったのを見、ムッとした阿重霞だが、まさかこれから何日か滞在しようという旅館の玄関先でケンカを始めるわけにもいかない。

　阿重霞は仕方なく、女将と信幸の後について歩きだした。

　天地は玄関の方をちらりと振り返り、阿重霞の後ろ姿から怒りのオーラが放射されているのを見て取ると、思わず溜ため息いきをついた。

　三日間、絶対無事で済むはずがない。

　首を賭けてもいい、来年からはもう、ここに来ることはできないだろう。

　オヤジは何を考えているんだか、いや、あの性格だもんな、何にも考えていないに違いない。

　とにかく新聞ざたにならずに済めば俺はもう、ありとあらゆる神様に感謝しよう。どうか、何事も起こりませんように。

「元気ないじゃんか」

　天地の祈りはその一言で破られた。

「やーっと、二人っきりになれたねェ」

　魎呼が耳まで裂けるようなニヤニヤ笑いをしながら天地に擦すり寄よってきた。

「りょ、魎呼！」

　天地は思わず身を振りほどいた。

「お前な、頼むからおとなしくしててくれよ。何度もいってるように、ここのばあさんは俺の親戚なんだ。阿重霞さんとケンカするんじゃないぞ。頼むから出たり消えたりしないでくれよ。壁抜けも禁止。わかったか!?」

　いきなり出で端ばなを挫くじかれた魎呼はムッとした顔で天地を見返した。

「何だよ、その言い方？」

　完璧に不機嫌になった魎呼の顔を見ながら、天地はいうんじゃなかったと思ったがもう遅い。

「あたしが何もかも悪いようないい草じゃんか。何で阿重霞は良くってあたしはダメなんだよ？　あいつはな、口じゃあずいぶんしおらしいこと言ってるが、中身はただのタカビー女だぜ。目下と見りゃあ鼻で笑いやがって、宇宙海賊のどこが悪いってんだよ！　こっちはあいつの兄貴のせいで七百年も閉じ込められてたって言うのによ、まだあたしのことイジメようってんだからな」

　魎呼はふわりと宙に浮き上がり、天地の鼻先であぐらをかいた。

「オメエもオメエだぜ。山小屋で何があったか、あたしはちゃんと知ってるんだからな。女と二人っきりになった途端、真っ赤になって純愛しやがって、なんであたしの時はそうじゃないんだよ？」

「お、降りろ。誰かに見られたらどうする？」

　天地は宙に浮いている魎呼に仰天し、膝に手をかけて引きずり下ろそうとした。

「大体、山小屋って何の話だ？　なんでお前が知ってんだよ？　俺は何にもしてないし、ただ話してただけでお前に言われる筋合いもない。阿重霞さんが話すわけはないし、どうしてお前が知ってんだよ」

　魎呼は天地が慌あわてふためくのを見、ちょっと機嫌が直ったらしく宙を漂い降りて来て天地の首にぶら下がった。

「ははーん、やっぱり思った通りだ。オメエはつくづく噓がつけないたちだな。そんなに慌てんなって。純愛が好きならそういやあいいんだよ。あたしだってやりゃあできるんだぜ。どっから始める？　お手手つないでからか？　そんな顔すんなよ、天地。ちゃんと最後まであたしが責任持って導みちびいてやるからさ」

「この、クソ重い。降りろよ！」

　天地はついに堪忍袋の緒が切れて魎呼を振りほどき、乱暴にトランクルームの荷物を降ろし出した。

「そんなに怒るなって」

　魎呼は、山小屋の件で魎皇鬼の記憶を覗き見したことがバレずに済んだのを内心喜びながら、荷物を運ぶ天地の後をふわふわと低空飛行しだした。

「あたしはお前が好きなんだよ。何しろ、こーんなちっちゃい時から見てたんだからな。昨日来たような奴に取られて黙ってられると思うか？　阿重霞なんてタカビー女止めときな。一生尻に敷しかれて苦労すんのはお前だぜ。あいつはな、本当はサドなんだ。龍皇の中で、あたしをいたぶってるあいつの顔を見せてやりたかったぜ。その時あたしは思ったのよ。こいつはちっちゃい時から妙にツンケンした子供だったけど、輪をかけたような女になりやがったってな」

　天地は後ろでぺらぺらと喋りまくっている魎呼を無視したまま、ヤケになって車と玄関を往復していたが、ぴたりと立ち止まると振り向いた。

「魎呼。手伝う気がないんならあっちへ行っててくれよ。阿重霞さんはそんな人じゃない。お前、人の悪口言えた義理か？　ちゃんと足があるんだからまともな客らしく歩いてくれよ！　それができなきゃどっか見えないところに行ってくれ！」

　魎呼は一瞬飼い犬に嚙まれたような顔をした。

　やがて、天地が本気で怒っているのだという事実がじわじわと心の中に染み込み始めた。

「天地……」

　天地は山ほどあった荷物の、最後のひとつを抱え、唇を結んだままわき目もふらずに玄関に向かって歩きだしたところだった。

　魎呼の眼に怒りが閃いた。

「バカヤローッ。悪かったな!!」

　同時に、今運んだばかりの荷物が雨あられと天地の上に降って来た。




「……参ったよ、俺……」

　天地ははや疲れ果てた顔で信幸と男湯に浸つかりながらぼやいた。

　手拭を頭に乗せ、ゆったりと手足を伸ばしながらふんふんと頷うなずいていた信幸は、一言、こういっただけだった。

「そりゃあ気の毒だったな」

　天地は拍子抜けした途端、体が滑って頭まで湯の中に沈み込み、信幸に引っ張り上げられた。

「大丈夫か？」

　天地は手を振って咳せき込こみ、一層ぐったりして岩いわ棚だなにもたれ掛かかった。

「お前、そんなんじゃこの後乗り切れないぞ。ま、ちょっとその手拭貸してみな」

　信幸は天地の手から手拭を取ると、堅く絞ってから返してやった。

「こう、ほっかむりしてだな」

　信幸は、自分の手拭でちょうど結び目が鼻の下に来るようにほっかむりすると、天地を見てにっと笑った。

　お約束のような泥棒スタイルのでき上がりである。

　天地がそう言うと信幸は首を横に振ふった。

「何にもいうな。いいか、黙ってついてこい。男たるもの、口数は少なく、行動は迅じん速そくに。これが達人の心得ってもんよ」

　信幸は、男湯と女湯を隔へだてている竹たけ垣がきの方へ泳いで行くと、岩棚に手を掛け、登り始めた。

「父さん！」

　仰天した天地は思わず大声を出した。

「しーっ、声が高い」

　信幸は振り返り、せわしげに手招きした。

「何にも言うなって言ったじゃないか」

「だけど……」

「別に悪いことしようっていうんじゃない。せっかく隣にいるんだからちょっと見せて戴くだけで」

「ノゾキじゃないか！」

　信幸は天地に向かってチッチッ、と指を振った。

「芸術の秋だ。鑑賞しないではかえって失礼というもの」

「それって……デバガメだろ？」

　天地は呆れ返ったお陰かげで先程の憂ゆう鬱うつが吹っ飛んでしまい、何とかこの非常識なオヤジを止めようと必死で頑張り始めた。

「デバガメ。こりゃまた古いな。いやいや、そんな大それたことじゃないよ。いうなれば、人垣の向こうのモナ・リザを一目拝おがみたいとかさ、そういうことさ」

　信幸のいうことも相当古いが、まあ言いたいことはわかる。

「そうじゃなくってさ、そんな、黙って覗のぞくようなのはやっぱ良くないんじゃないかと」

「じゃ、断ればいいのか？」

　限りなく不毛な論争に天地は頭がくらくらしてきた。

「しっかりしろ、天地。お前はまだ十五歳だろ？　今からそんな枯かれててどうするんだ。お前がどうしても見たくないっていうなら俺も無理にとは言わん。だが、俺は行くぞ。誰が何と言おうと、俺は行く」

　信幸は再び岩棚を登り始めた。

「ま、待ってくれ親父！　みっともない真似はよしてくれ」

　天地は思わず後を追って登り始め、信幸はニヤリとしたがすぐに笑いを引っ込め、登山家のような細心の注意をもって後から登って来る息子の為にほんの少しだけ、場所を空けた。

　その時である。

「何やってんのさ？」

　宙から声が振ってきた。

　と、思ったのは間違いで、竹垣の向こうからいきなり魎呼が顔を出したのだ。

「わっっ、魎呼……」

　語尾は、ばしゃーんという大きな水音にかき消され、魎呼は身を乗り出して信幸の墜落先を確認しなくてはならなかった。

「なんだ、天地もか。おめー、そんなとこにへばりついて、さてはノゾキだな」

「父さん……」

　天地は岩棚にへばりついたまま、おろおろしながら湯の中でのびている信幸を見下ろした。

「いつまでたっても来ないと思えば、そんなところでこそこそしてるんだからな」

　魎呼はふわりと浮かび上がると、生まれたまんまの姿で天地の横に降り立った。

「なんでこっちにこないのさ？」

「り……魎呼！」

　天地は慌てて湯の中に飛び降りると身を堅くして沈み込んだ。

「馬鹿っ。早く女湯に戻れよ。こっちは男湯だぞ」

「知ってるよ」

　魎呼は腰に手を当て、見事なプロポーションを見せつけるようにゆっくりと天地の前に降りて来た。

「上の女湯は広くて気持ちいいぞ。早く来いったら」

　不吉な予感がした、と思った時にはもう、天地は羽交い締めに魎呼に抱き抱えられていた。

「何すんだよ。離せっ」

「離せ？　離していいのか？」

「えっ？」

　魎呼は女湯の上空１メートルに出現したところで天地を離し、哀れ天地は頭から女湯に落下するはめになった。

「あははははっ」

　魎呼の笑い声が頭に響く。

　天地は態勢を立て直し、魎呼に向かってかみついた。

「魎呼っ。なにすんだよ！」

　と、天地の背に、何か柔らかいものが押し付けられ、同時に腕が回された。

「なあに、照れてんだよ。結界の中であたしのハダカ見たじゃないか」

「あん時はお前、干ひ物もの……」

　こ、この感触は……。

　この、柔らかい、曰いわくいい難がたい、弾力のある、幸せがダブルできたような感触は……。

　天地は神経という神経が背中の感触に集中してしまい、まともにものを考えられなくなってしまった。

「あの、魎呼……。ちょっとその……」

「なあに、天地？」

　魎呼の熱い息が耳朶をくすぐる。

「や、やめてくれ……」

「何だって？　聞こえないよ」

　魎呼は一層体を擦り寄せ、天地は振り向く勇気もないまま、自分の動どう悸きがどんどん早くなっていくのを聞いていた。

「天地兄ちゃーん」

　その声に、天地ははっと我に返った。

　湯浴み着をまとった砂沙美が頭に魎りよう皇おう鬼きを乗せ、にこにこして駆かけてくる。

　魎呼はさっと身を離し、砂沙美に向かって手を振った。

「砂沙美ちゃん、こっちこっち」

　助かった、と天地が安あん堵どの溜め息をついた時だった。

　天地兄ちゃん、遅かったね、と砂沙美はいった。そして、何の屈託もなく、こう続けたのだった。

「待っててね。今、お姉さま呼んでくるから」

　お姉様？　阿重霞さんのことか？

　待ってくれ、と声を掛ける間もなかった。

　砂沙美はぱたぱたと脱衣所の方へ走っていってしまい、慌あわてて湯から上がろうとした天地を、魎呼の手ががっちりと押さえ付けた。

「逃げるこたあないだろ、天地」

　妙に優しげな声が耳元で囁いた。

「こっから一歩でも動いてみな、その、腰に巻いたやつをひん剝むいてやるからな」

　天地は凍りついた。

　畜生、なんか、魂こん胆たんがあると思ったら……俺に恥かかせるつもりだったんだな。

　天地は、裸の魎呼とこんなふうにいがみ合っているところを阿重霞に見られたら、と思うと気が気でなく、いや、それ以前に、自分が女湯に来ていること自体、言ごん語ご道どう断だんであることに気づいた。

「冗談じゃないよっ」

　天地は声を押さえ、振ふりむいた。

「トラブルはごめんだっていったじゃないか！　俺は、向こうに戻る。手を離せよ！」

　と、天地の耳に、華やいだ声が聞こえてきた。

「お姉さま、早くぅ」

「待ちなさい、砂沙美。そんなに大声出すんじゃありません。まったく、あなたときたら、あの女と拘わってから少しお行儀が悪くなりましたよ」

「お姉さまったら、自分だって嬉しいくせに……。温泉なんて初めてでしょ？　ほら、天地兄ちゃんだって待ってるよ。魎呼お姉ちゃんも」

　来たっ、と、天地は思った。

　万事休す。

　竹垣の陰からでてきた阿重霞と天地の視線がぶつかった。

　と、次の瞬間、阿重霞はくるりと踵を返し、天地が何も言わぬうちに今でてきたばかりの脱衣所に逃げ帰ってしまった。

　じきに言い争う声が聞こえて来た。

「砂沙美！　どうしていってくれなかったのよ！　天地様がいるって……」

「今いったじゃない。別にいいじゃん、家族なんだもん」

「そういう問題じゃありません！　あなたは子どもだからいいかもしれないけど、わたくしは後にさせてもらいます」

　天地は、恐る恐る脱衣所の方を窺うかがい、魎呼をなぎ倒してでも男湯に戻ろうと決心した。

　と、魎呼の気配がすっと消えた。それと共に、腰に巻いた手拭も手品のごとく消え去っていた。

「……くそォ……あンのヤロー……」

　天地は呻き、歯軋りし、身悶えたがどうしようもない。

　当の魎呼は、脱衣所の壁に頭を突っ込み、消えるところだった。




「いいっていったらいいんです！」

　阿重霞は湯ゆ浴あみ着のまま脱衣所の壁にへばりつき、てこでも動かぬ決意で砂沙美を睨にらみつけた。

「だってお姉さま、砂沙美、天地兄ちゃんに待っててねっていっちゃったもん」

　砂沙美も負けずといい返した。

「そんなことわたくしは知りません！　あなただけ入ればいいじゃないの」

「そんな冷たいこと言わないでさあ」

　阿重霞の腕に別の腕が絡みついた。

「な、何……」

　おしまいまで言わないうちに、魎呼の上半身が壁を抜けて現れ、更に片足が突き出された。

「魎呼さん！　あなたそのカッコ……」

「なに？　あたしがどうかしたって？」

　魎呼は壁抜けの途中で立ち止まり、自分の胸を見下ろした。

「は……ハダカ……」

「は!?」

　魎呼は思わず聞き返した。

「ハダカのどこが悪いんだ？」

「魎呼お姉ちゃん、オッパイ大きいんだね」

　砂沙美が大きな目を一層見開いてしみじみと呟いた。

「砂沙美！」

　思わず阿重霞は怒鳴った。

「やめなさい、恥ずかしい……」

　阿重霞は赤面して顔を背けた。

「まさかあなた、そんな格好であの、天地様に……」

「そうそう、天地が早く来いってさ」

　魎呼はにっこり笑い、阿重霞の耳に素早く囁ささやいた。

「山小屋じゃ、ずいぶん大胆だったそうじゃないか」

「えっ……!?」

　阿重霞の脳裏に超高速で一連の秘め事が駆け巡った。

　まさか、まさかこの女……天地様に……。

「なんであなたが知ってるの!?」

　勝手に言葉が突いて出ていた。

「さあな。早くこねえともっと恥ずかしいこと聞いちゃうぜ」

　魎呼は壁から足を引っ込め、頭も引っ込めた。

「ま、待って！　ウソでしょ？　天地様がそんなこと喋しやべるはずありませんわ」

　阿重霞は逆に魎呼の腕をつかみ、引き留めようとした。

　壁の向こうで魎呼はほくそ笑み、必死にしがみついている阿重霞ごと腕を引き抜いた。

「ウソだよ」

　魎呼は、呆然としている阿重霞に舌を出すと、いきなり空間転移した。

「天地、お待また……」

　その時、いきなりトランペットが鳴り響き、二人にスポットライトが当たった。

　もちろん、二人、というのは湯の中でかしこまっている天地と降り口に立って両手を握り合わせている阿重霞のことである。

　阿重霞の頰はたちまち桜色に染まり、白い湯浴み着は天使のごとく純白に輝き、バックには花が咲き乱れた。

「天地様……」

「阿重霞さん……！」

　二人の目には星が輝き、互いの姿を映し込んで揺ゆらめいた。

　もはや異次元に突入しているのである。

　魎呼は、この時の為に練りに練っていた計画が裏目に出たのを悟さとった。

　畜生、こいつらは……。

　いきなり、何の脈みやく絡らくもなくドラマしやがって。
















　魎呼は殆ど本能的に手を伸ばすと、花とハートに埋め尽くされて静々と降りて行く阿重霞の後ろ姿から、何かを引き抜いた。

　と、阿重霞の湯浴み着がはらりと落ちた。

　一瞬、いや、二瞬後、凄すさまじい悲鳴と水音が響き渡った。

　阿重霞は両腕で胸を隠すようにして震えながらうずくまり、天地はだらしのないことに、完璧に伸びてしまい、湯の中をワカメかコンブのように漂っているのだった。

「お兄ちゃん!!」

　どうなることかと、魎呼の背後で固かた唾ずを吞のんで見守っていた砂沙美が飛び出した。

「天地兄ちゃん、しっかり！」

　砂沙美は必死で天地を引っ張り上げ、肩をつかんで揺さぶった。

「ぎゃははははっ……は……ひっひっひ……」

　魎呼はついにこらえ切れなくなり、体を二つ折りにして笑い転げていた。

「さ、砂沙美ちゃん？」

　魎呼のバカ笑いに天地は我に返り、弱々しく呟いた。

「あの化け物女から手て拭ぬぐいを取り返して来てくれないか？」

「えっ、手拭？」

「これのことか？」

　魎呼が涙の溜まった目でひらひらと手拭を振りながら現れた。

「返せっ」

　天地が手拭を引ったくると、後ろで声がした。

「わたくしの湯浴み着も返してくださいっ」

　阿重霞がこちらは怒りと屈辱に涙ぐんで魎呼を睨みつけているのであった。

「はいはい。まったく、災難だったねえ」

　魎呼の心に、歓喜に近い深い満足が込み上げた。

　ざまあ見ろ。

　いつもいつもこのあたしがおとなしくしてると思ったら大間違いだぜ、樹雷皇家のお嬢さん。

　魎呼は勝ち誇ったようににやにやしながら、身み繕づくろいしている哀れな二人を見回した。

「いいじゃんか。別に、ハダカの一つや二つ。減るもんじゃなし」

　阿重霞は唇を嚙み締めて、湯浴み着の紐を固結びにしていたが、いきなりざっと湯音を立てて立ち上がると、魎呼の前に立ち塞がった。

「よくもよくも……やってくれたわね。この、恥知らずの、露ろ出しゆつ狂きようの、化け物女が！」

　魎呼はちらり、と視線を送ると涼しい顔で言い返した。

「どうせいつかは見せるつもりだったんだろ？　良かったじゃん、手間が省けて。それとも、もっと育ってから見せるはずだった、てか？」

「何という……」

　阿重霞は怒りを通り越して真っ青になり、ワナワナと震え出した。

「何という下劣な……下品な……」

　魎呼はうんざりしたように見返した。

「何が下品だよ。天地が好きなら好きでお上品ぶってないで、本気で戦おうぜ。陰でこそこそしやがって、そういうところが許せねえんだよ！」

　いきなりバッチーン、と音がした。

「誰が陰でこそこそしてたって!?」

　魎呼の横っ面を張った手もそのままに、阿重霞が嚙み付いた。

「あなたこそ、覗き見かなんかしてたんじゃ……！」

　言い終わらぬ内に、魎呼の平手が阿重霞の頰ほおを往復した。

「バカにすんなよ！　魎皇鬼がいただろうが！　あたしゃ魎皇鬼の主人なんだ。魎皇鬼が見たことはあたしも知ってるのさ。わかったか！」

「まあ……！」

　阿重霞は絶句し、遥はるか岩陰で首だけ出して見守っていた天地も絶句した。

　なるほど、そういう訳だったんだな。

「天地はあたしのもんだ！　はっきり言っとくけどな、横からこそこそ手をだすような真似したらただじゃおかねェからな！」

「いつ、どこで、何時何分何秒にあなたのものだって決まったのよ!?」

　こりゃあまずい。

　天地は咄とつ嗟さに、このケンカの行き着く先を思った。

　何とか止めてもらわなきゃ、俺はもう、二度とここに顔を出せなくなっちまう。

「ちょっと、魎呼。阿重霞さん……」

　二人は凄すさまじい形ぎよう相そうで、同時に振り向いた。

　魎呼の頰に一つ、阿重霞の頰に二つ、くっきりと手形のついているのが遠目にもわかった。

「あの……」

　天地は言いかけ、いうべきことが指の間からこぼれ落ちて行くのを実感した。

　俺が原因なんじゃないか。

　魎呼をたたき起こしてからこっち、一言はっきり言いえば済んだかも知れないのをほったらかして、二人にケンカさせてたのは俺じゃないか。

　はっきりと嫌いなら嫌い、好きなら好き、迷惑なら迷惑だと言えば、こんなにもつれなくて済んだかも知れないのに……。

　十五歳の少年の生真面目さで自分を責めていた天地は、かわいそうに、もしかしたら自分こそ被害者なのかも知れないという事実を忘れていた。

　そして、向かい合って睨にらみ合っている二人の女にも、自分たちの因果な性格を見直すチャンスはついに訪れなかった。

「わかりました」

　阿重霞と魎呼は再び睨み合った。

「あなたとは、一度どうしても決着をつけなければならないようね」

　阿重霞は気味の悪いほど静かな声で呟き、胸の前で両手を組み合わせた。

「やっとやる気になったか？」

　魎呼はにやりと笑い、腕組みした手を解いた。

　左手首の宝玉が光り始める。

　と、魎呼の回りを小さな円柱状の結界が取り囲んだ。

　前に、魎皇鬼を取り囲んで動きを封じた同じ結界である。

　魎呼は鼻でせせら笑った。

「ま、こんなとこだろうな。お姫様が思いつくのはさ」

「そうやって笑ってなさい！」

　いきなり、小さな円柱から無数の触手が伸びた。

　捕らえた、と思った瞬間、不意に魎呼の姿が消えた。

「ばーか。そう何度も同じ手を食うかよ」

　阿重霞が振り向いた時には、魎呼は湯殿を見下ろす岩棚の上に着地しており、あかんべーをしていた。

「今度はこっちの番だぜ」

　魎呼は両手を開き、何事か念じ始めた。

　左手首の宝玉が炎のように揺らめき、温泉の水面が波立ち始めた。

　地面から、水の中から、無数の青白い人魂のようなものが現れ、漂うように魎呼の回りを飛び交った。

「なんだ、これ？」

　結局岩陰に戻ってしまった天地は、不思議そうに人魂を見つめている砂沙美に問いかけた。

「わかんない。でも、きれいだね。魔法かな？」

「きれい？　俺には人魂に見えるけどな」

「人魂って？」

「死んだ人間の魂。お化けの一種だよ」

「へー」

　砂沙美はあまり怖がっている様子はない。

　人魂は、阿重霞の回りを取り囲み、結界の壁にぶつかって弾け散った。

「何ですの、これは。新しい見世物かしら」

　結界に守られているので、阿重霞は涼しい顔だ。

「これはな、魑ち魅み魍もう魎りようよ。あたしがなんで魎呼って呼ばれてるか、わかったかい？」

　魎呼は魑魅魍魎、正確にはどんな星にも存在する地霊エネルギーを呼び出したのである。

　人魂は、今度は魎呼の足元に集まり、揺ゆらめきながら融合して、次第に大きくなっていった。

　やがて、長い腕が現れ、頭部にあたる部分に赤い炎が四つ、灯ともされた。

　地霊の化け物は無数の牙を剝き出し、咆ほう哮こうした。

　魎呼は満足げに頷いた。

「さあ、行ってあの小生意気な女に遊んでもらいな！」

　青白く揺れながら、無表情に阿重霞を見据えている巨大な地霊を見、さすがの阿重霞もちょっとたじろいだ。

「さあ！　行けったら」

　だが、地霊は動かなかった。

「早くしな、この愚ぐ図ず！」

　焦った魎呼は地霊の後ろ頭を蹴飛ばした。

　そのとたん、地霊がぐるりと向き直った。

「わっ？　なんだなんだ」

　地霊は唸り声を上げると、魎呼の立っている岩棚を真横に薙なぎ払はらった。

　岩棚が崩れ、瓦が礫れきがばらばらと飛び散った。

「ひえっ……」

　危ういところで空間転移した魎呼は、竹垣の上に着地すると、眉を寄せて自分の手首を見比べた。

「しまった……。七百年も使ってなかったからすっかり忘れてたぜ。あいつをコントロールするには右手の玉も必要なんだっけ！」

　善ぜん後ご策さくをゆっくり考えている暇ひまはなかった。

　魎呼を見つけた地霊がのしのしと歩いて来て、渾こん身しんの力を込めた一撃を見舞ったからである。

　竹垣がまるでおもちゃのように砕け散り、天地は思わず砂沙美を抱き寄せた。

「おーほっほっほっほ」

　耳障りな笑い声が響いた。

「本当に面白い見世物ですこと。ほら、ご主人様はあそこにいるわよ」

　その声に地霊が振り向いた。

　阿重霞はぎょっとして後ずさった。

「ほら、向こうだってば！　しっ、しっ！」

　その言いようが気に食わなかったのか、地霊は腕を振り上げ、今度は阿重霞に向かって来た。

「違うってば！　わたくしは関係ないのよ。ほら、早くあっちにおいき！」

　地霊はずんずん近づいてくる。

　とうとう阿重霞は悲鳴を上げて脱衣所に駆け込んだ。

「阿重霞さん！」

　天地は思わず立ち上がったが、自分が腰巻き一つで何も武器を持っていないことに気が付いた。

「天地！　なにぼさっと突っ立ってるんだよ！　早く天地剣取ってこい！」

　いきなり魎呼が現れ、岩陰に隠れていた砂沙美の手をつかんで引っ張り上げた。

　いつの間に取りに行ったのか、しっかり服を着込み、砂沙美の着替えも持ってきてある。

「魎呼お姉ちゃん！」

　砂沙美は嬉しそうに魎呼に飛びついた。

「追っかけっこになるから早く着替えて、自分の部屋に行ってな」

「うん！」

　砂沙美は魎皇鬼を頭に乗っけたまま喜々として撥はねて行き、脱衣所の奥に消えた。

　天地は、まだ湯殿に突っ立ったまま、呆然とそのやり取りを見ていた。

「んとにトロいな、おめェはもうっ」

　いきなり両脇を抱えられ、天地は魎呼と共に再び空中に出現した。

「どこなんだよ、天地剣は！」

「あ、あっち……」

　天地は男湯の方の脱衣所を指さした。

「さっさと取って来いっ」

　俺に戦えっていうのか？　自分が出した化け物だろうが。

　と、言おうと思った時にはもう、魎呼の姿は消え、天地は誰もいない脱衣所に立っていたのだった。







　第十一章　さて、こちらは毎度お馴染み……







　さて、こちらは毎度お馴染み、ギャラクシーポリス第７方面本部、太陽圏分署の捜査一課である。

　署内はこの前とは打って変わって、騒然としていた。

　騒然としている原因は一台のＴＶ、いや、銀河ネットワークの中継である。

　およそ捜査一課中の刑事や署員がワイドスクリーンの前に詰め掛け、何やら口々に叫んでいる。

「そこだ！　行け行けえー」

「ああっ、あたしのフレディちゃんが！」

「やったぜ！　エンジェルダスト！」

　何のことはない、ただのドッジボール試合なのだが、正確には、ギャラクシー・スーパードッジボール・バトルという。

　宇宙空間に結界を張り、思い思いのバトルスーツを着込んだ様々な星系の選手たちが、３Ｄコートの中でお互いを潰つぶし合うというスポーツなのだが、もちろんボールも普通のボールではない。

　ボールは球形の、時限装置がついた、はっきり言えば爆弾で、そういう意味ではかなり危険なゲームなのである。

　もちろん、死者が出ることもある。

　スクリーンの中では、エンジェルダストとデビルウィングなるチームが交戦中であったが、エンジェルダストの方がやや優勢であった。

　そしてもちろん、顔を真っ赤にして汗を振り飛ばしながら声を嗄らして応援しているのは、デビルウィングに大枚を賭かけた刑事たちであった。

「ああっ、俺の来月の生活費がっ」

「ギャラクシーポリスの女神様っ、どうかどうか、私のチケットに幸運を」

　誰も通常業務に戻ろうと言う者はいなかった。

　署長室で一人ぽつねんと座ってお茶を畷っていたアンダーソン署長は呟つぶやいた。

「毎年、この時期になるとこれだからな。いやはや、大事件でも起こらん限り、事実上ここは開店休業だ」

　署長は、積み上がった書類の山から一冊の雑誌を引っ張り出した。

　銀河というロゴの入った、渋い作りの俳句雑誌である。

　署長は溜め息をついて、ぱらぱらと紙面をめくり始めた。

「五月雨さみだれや　藻も屑くずと消える　選手かな」

　アンダーソン署長は雑誌をぱたっと閉じると再び大きな溜め息をついた。

「いかんいかん。こんな下らんものを作ってるからいつまでたってもボツなんだ」

　アンダーソン署長は、それにしても五月雨って何だろう、とぼんやり考え込んでいたが、不意にペンを取ると、さらさらと達筆な書体で署長日誌に書き込んだ。




　生中継　署員も刑事も　タダの人




　アンダーソン署長はぱたっとペンを取り落とし、頭を抱え込んだ。

「いかんいかん。どうしてこう、潤いがないんだ。やっぱりわしは、才能がないのかも知れん」

　ライオンヘッドのレオニス星人が頭を抱えて呻しん吟ぎんしている様子には、なかなか哀れをそそるものがあったが、ちょうどそこにもう一人、スポーツ音痴の署員がやって来た。

「署長、ちょっとよろしいですか」

「ああ、野の辺べ山やま君。入りたまえ」

　捜査一課の野辺山課長は将しよう棋ぎ盤ばんを抱えて入って来ると、応接用のソファに腰を降ろした。

「どうです、一局」

　野辺山の声にアンダーソン署長は軽く頷いた。

「何しろ向こうはあんなんですからね、どうせ仕事になりませんし、逃げて来たってわけですよ」

　アンダーソン署長は日誌を閉じ、よっこらしょと立ち上がると、ガラス戸の向こうの喧けん噪そうを見渡した。

「ま、ここは大した事件があるわけじゃないしな」

「美み星ほしも今日はいませんしね」

　野辺山が駒を並べながらほっとしたように呟いた。

「ついでに言っちゃえば、清きよ音ねも休暇でいないんですよ。法事だそうでね、樹じゆ雷らい星せいに帰っとります」

　野辺山は自分で勝手に急須を取ってお茶を注ぎながらにこにこして署長を見上げた。

「いやー、あの二人が署内にいないだけで、こうも肩が楽になるとはねえ。まいんちこんなんだといいんですがね」

「うむ」

　アンダーソン署長はソファにどっかりと腰を下ろすと、今日こそは、と気合を入れた。

　その時だった。

　断続音と共に緊急通信のランプがつき、スクリーンにいかめしげな男の顔が現れた。

　アンダーソン署長は飛び上がった。

「こ、これは、本部庁長官殿」

　野辺山も釣られて立ち上がり、はっと気づいてテーブルの上の将棋盤を手早く下に押し込んだ。

「永久犯罪人、神か我が人とが現れた。神我人の船、双そう蛇じやの反応があった地点から航跡を割り出すと、太陽系に向かったものと思われる。早急に捜査にあたって欲しい」

「はっ、了解しました」

　アンダーソン署長は直立不動で敬礼した。

「ところでアンダーソン君、ウチの美星は元気かね？」

　ギャラクシーポリス本部庁最高責任者、九く羅ら密みつ長官は急に相好を崩して問いかけた。

「は、お孫さんはまことに良くやってくれとります。今はちょっと署内におりませんが、後程ご連絡でも……」

　九羅密長官は手を振って遮った。

「いやいや、別にかまわん。いろいろ迷惑をかけとるだろうが、よろしく頼むよ」

「いえ、迷惑だなんて、そんな……」

　アンダーソン署長が全部言い終わらないうちに通信が切れた。

　署長は額の汗を拭いながらぽつりと呟いた。

「……大事件だ」

「はあ」

　野辺山が、緊張した面持ちで、間の抜けた返事をした。

「太陽圏パトロールは誰が行っとるのかね？」

「はあ、あの、それなんですが」

　薄気味の悪い沈黙が漂った。

「……まさか美星じゃないだろうな」

「はあ、正まさにそのとおりです」

　アンダーソン署長はよろめいた。

「今すぐ呼び戻せ！　あの子に何かあったらわしは首をくくったぐらいじゃすまん。アンディとソニアを行かせよう」

　野辺山は返事もそこそこに署長室を飛び出そうとしたが、ドアの取っ手に手をかけたところで立ち止まり、足早に戻って来た。

「大丈夫です、署長。たった今、うまい方法を思いつきました！」

　野辺山の笑顔を見たアンダーソン署長は咄とつ嗟さに返事ができずに眉をしかめて見返した。

「美星でもいいんです。もし、パトロール中に神我人の反応をキャッチしたとしますね、すぐに座標を確認して応援を要請、帰投する、と。こういっとけばいいんです。運が良ければ美星は迅速な行動により本部庁から表彰状が出てめでたく栄転ですよ。どうです、うまくいけば我々はこの始末書の山と請求書の地獄と、ストレス性胃潰瘍から解放されて万万歳。ね？」

　アンダーソン署長は迷った。

　確かに、うまい方法に見える。

　だが、本当にそううまく行くだろうか。

　と、その心を読んだかのように野辺山が言葉を継ついだ。

「美星の運の良さは署長が一番ご存じでしょ？」

　確かにそうなのだ。

　美星の運の強さは驚異的なものがある。

　九羅密長官の強運をそのまま引き継いだという定説ができている程である。まわりの人間の運を吸収してしまうのだという説も囁ささやかれている。

　あまつさえ、美星は優秀な刑事でもあるのだ。

　美星が犯人を追っているのではなく、犯人が美星を追ってくるのだという説も囁かれている程である。

　ただ、美星の行く手に衛星やシャトルや土地建物があった場合、それらは全て始末書及び請求書の山に変わるという欠点があったが。

　アンダーソン署長は決心した。

「よし！　野辺山課長、君の方法に賭けてみよう！」

　野辺山は、今度こそ本当に返事もそこそこにして駆け出した。

　と同時に、分署内にエマージェンシー・コールが鳴り響いた。




　こちらは太陽圏内土星付近。

　件の人物は専用シャトルでのんびりと通常パトロール中であった。

　噂うわさの女一級刑事、九羅密長官の孫娘の九羅密美星である。

　正確に言えば、パトロール中とはとても言えない。

　コクピットの、美星が本来座っているべき席は空で、操縦は全てオートの表示が出ていた。

　普通ならその後ろには相棒の清きよ音ね真ま備きび一級刑事が座っているはずなのだが、あいにく現在休暇中で、その任には船の人格付与タイプコンピューター、雪ゆき之の丞じようがあたっている。

　と、モニターにコールサインが現れた。

　美星は、コクピットからかなり奥まったところにあるプライヴェートルームにいた。

　プライヴェートルーム、といっても知らない者には単なる４畳半の和室にしか見えない。

　真ん中に炬こ燵たつが置いてあり、炬燵の上にはみかんともみじまんじゅう、電気スタンドと急須と飲みかけのジュースが入ったコップ、スナック菓子の袋や宣伝用ティッシュや週刊誌や何やかやが載っていて、炬燵の向こうのＴＶは昼のお笑い番組を映し出していた。

　ＴＶの中の芸人が相棒の背中をどつき、会場からどっと笑いがこぼれた。

　まんじゅうを食べながらＴＶを見ていた美星は、ワンテンポ遅れて笑い出した。

「やっだー、昼間っからエッチなんだからぁ」

　美星は炬燵の上を手探りし、湯飲みを捜し当てると、まだ笑いの余韻が残った顔で畷り始め、ふと眉をひそめた。

「なんか鳴ってるみたいだわね」

　美星は泥棒が入った後のような室内を見渡し、その音が自分の左腕にはめているブレスレットから聞こえてくるのに気が付いた。

「やだっ。エマージェンシー・コールだわ！」

　湯飲みを持ったまま、慌てて手首を返した美星は次の瞬間、飛び上がった。

「あっちっち……」

　飛び上がった拍子に向こう脛ずねを炬燵の角にぶつけ、電気スタンドのコードを引っかけてジュースのコップが倒れ、慌てて拭こうと本棚のティッシュを取ると、箱と一緒に手前の本が全部降って来た。

「あーあー、どうしましょう」

　緊急コールは無情に鳴り続けている。

　美星はそれでもジュースだけふき取ると、後はほったらかして駆け出そうとして、自分がトレーナーにはんてんという格好であることに気が付いた。

　結局美星がコクピットに駆けつけたのは、それからさらに五分が経過した後であった。

「遅い！　一体なにをしてたんだ！」

　モニターの向こうで野辺山課長が嚙み付いた。

「はっ、申し訳ありません」

　美星はそれでも返事だけは元気よく敬礼した。

　ウェービーヘアにはポテトチップのかけらがくっつき、上着のボタンは途中で一個ずれてアンダーシャツが覗いており、手にはティッシュの切れ端が張り付いているという惨状である。

「あー、美星君」

　野辺山は咳せき払ばらいした。

「まずは鏡を見たまえ。話はそれからだ」

　美星が自分の格好を見下ろして、洗面所に飛び込み戻って来るまでにさらに三分が経過した。

「もういいかね？」

　美星は神妙に頷いたが、心はモニターを離れ、アンダーシャツの下に向かいつつあった。

「永久犯罪人、神我人が君の現在担当地域、つまり太陽圏に向かっているという情報が入った。そこでだ、一級刑事美星！」

　美星はもぞもぞと体を動かし、ブラジャーの紐ひもが肩から滑り落ちていくのを何とか止めようと必死であった。

「もし神我人の反応を発見したら、直ちに特捜部に連絡するのだ。後は我々が対処する。君は速やかに帰投すること。分かったか？」

　美星ははっと顔を上げた。

「わかりました！　必ずや神我人を捕まえてみせます！」

　きりりと敬礼した美星を見、野辺山はひっくり返りそうになった。

「そうじゃない！　君は九羅密長官のお孫さんだ。何かあってみろ、私も署長も首をつらなきゃならん」

　思わず本音が出てしまっている野辺山である。

　美星は一層きりりとして答えた。

「ギャラクシーポリスに危険はつきものです。祖父のことは気になさらないでください」

　野辺山の顔が一瞬ほうけたように緩ゆるんだ。

　と、次の瞬間、慌てた声が返ってきた。

「違うんだ。美星、君は人の話を聞いてなかったのか？　帰ってくるんだ！　捕まえろとは言っとらん！　美星！」

　美星はにっこり微笑んだ。

「やだぁ、課長ったら。私だって一級刑事なんですから、そんな気を使わなくたって大丈夫ですぅ」
















　美星はＶサインを作ると、モニターに向かって突き出した。

「じゃあ、ただ今より特別任務に入ります！　シールド掛けるから通信できませんけど、心配しないでくださいね。ギャラクシーポリスの女神に幸運を！」

「ま、待て！　美星！」

　野辺山の顔が青くなった。

「あっ、そうそう。おじいちゃんに元気ですって、伝えて戴いただけます？」




　じゃ、行ってきまーす！　という気楽な声と共にぷつっと通信が切れた。

　野辺山は、モニターを前に呆然と座っていた。

　たった今起こった出来事が信じられなかった。

「あのシャトルは特注品だ……」

　野辺山はのろのろと呟いた。

「シールドを掛けられたら最後、連絡もできん。探知も利かん」

　野辺山は、この事態を署長に報告するという恐ろしい仕事が待っていることに思い当たった。

「いや、あの子はできる。やるといった仕事でやり損なったことは一度もない」

　そして、行ってきますといって帰って来なかったことも、一度だってなかったはずだ。

　野辺山は溜めていた息を吐き出し、消えたモニターを見やった。

　その口元がやや緩んだ。

「あのシャトルは特注品だし、装備も殆ど特注品だ」

　野辺山は繰り返した。

「あの子は立派な刑事じゃないか。この前だって、強盗殺人犯のシャトルに突っ込んで、犯人は全治３カ月、あの子は医務室でおでこに絆創膏を張っただけだった」

　野辺山の口元がさっきよりさらに緩んだ。

「よしっ。気が変わらないうちに署長に報告しとこう。いざとなりゃ、私が首をくくるさ」

　野辺山はゆっくりと席を立ち、ゆっくりと上着の埃ほこりを払い、さらに靴を改めた。

　アンダーソン署長──。

　野辺山は心の中で報告を繰り返しながら、ゆっくりと席を後にした。




　さて、ストーミング・レベルに入ったシャトルのコクピットでは、ブラジャーの紐を直した美星が船のコンピューターを呼び出すところであった。

「雪之丞！」

「お呼びでござるか、美星殿」

　ウィィィン、という軽い機械音と共に、白い笠に目玉のついた電気の化け物のようなメカが姿を現した。

　これは、コンピューターの外部音声装置なのだが、良く見れば可愛いといえないこともない。

「えっと、聞いてたと思うんだけど、神我人のことが知りたいの」

「承知致した」

　雪之丞は嬉き々きとしてモニターを切り替えた。

「宇宙海賊神我人。別名遺跡バスター。推定年齢五千歳。双蛇という大型戦闘艦を操り、銀河各地の遺跡を荒らしてまわる不届き者でござる」

　雪之丞の説明に同調して、ウィンドウが次々と切り替わっていく。

「……今まで破壊した遺跡が３３２６件、強奪した貴重文化財は数知れず……」

「はあー」

　ウィンドウを見つめていた美星の、気が抜けたような合いの手が入った。

「感心している場合ではござらん。全事件の詳細に入るが、宜しいか？」

「う、うん……」

　雪之丞は、その返事を承諾と判断し、後を続けた。

「然らば！……宇宙歴５９０１、惑星アルファの遺跡博物館侵入事件。同年、惑星ベータの観光地、ミステリーゾーンでの、政府要人を含む一般観光客二千人の蒸発事件。宇宙歴５９０３、惑星ウーラの遺跡都市群破壊事件。宇宙歴５９０４、惑星スカイラークでの電波障害事件。宇宙歴５９１２、惑星トーダインの王立宇宙科学アカデミーでの幼女誘拐事件……うーむ、ちとこれだけは事件の性格が違うようでござるな。その後、惑星シヴァでの貴重な原生生物大量捕獲事件。宇宙歴５９２３、惑星樹じゆ雷らいにおける樹雷皇おう宮きゆう侵入事件。失礼、これは、魎りよう皇おう鬼きという別の海賊の仕業でござる。手口が酷似していたので、神我人との関係を疑われたのであるが、未だにもってその辺は消息不明でござる……」

　画面上の事件ファイルが次々と切り替えられ、雪之丞は全部で３３２６件ある事件の詳細を早口でしゃべり続けていた。

　美星は大きなあくびを漏らした。

　ついで、腰につけていた真っ白な毛皮のボンボンのようなものを取り、両手で押し潰した。

　ボンボンは、透明なルービックキューブに変わり、美星はカチャカチャと軽い音を立ててキューブを回し始めた。

　読者の皆さんは良くご存じだと思うが、例の、洗濯物も宇宙船も入る亜空間個人ロッカーの展開キイである。

　コクピットのダストシュートが開き、ゴミが逆流してきた。

　それを見た美星は慌てて別の角度からキューブを回した。

　コクピットの照明が点滅した。

　美星は天井を見上げ、キューブをひっくり返して細かく捻ひねったり、回したりし始めた。

　空中に予備のブラスターが出現した。ついで、キーボード、手帳、旅行用ハミガキ・パック、筆記具などが出現し、ばらばらと美星の上に降って来た。

「あーん。私はただ、コーヒーを出してほしいだけなのにぃ」

　その声を聞きとがめた雪之丞が声を張り上げた。

「美星殿！　ちゃんと聞いておいでか？　みっ……」

　音声が途中で途切れたのは、美星がスイッチを切ってしまったからである。

「ごめんね、雪之丞」

　美星はエンジンスイッチを入れ、足元のパネルを一蹴りした。

「要は、捕まえればいいんでしょ。じゃ、取り敢えず、この辺を流してみるか」

　美星の手がスロットル・レバーを押し上げた。

　シャトルは光条を残して地球の方向にすっ飛んで行った。







　第十二章　話変わって……







　話変わって、こちらは取り込み中の上竹温泉……。

　地霊に追いかけられ、敷地内を一回りしたあげくにまた女湯に戻って来た阿あ重え霞かと魎りよう呼この目に入ったのは、天てん地ち剣けん、正確には天地剣の柄を構え、辺りを見回している天地と砂さ沙さ美みの姿であった。

　よっぽど慌てていたのか、天地は上半身裸のままである。

「おう！　天地！」

「天地様！」

　二人の嬉しげな声が天地の耳に届いた。

「じゃ、後は頼んだぜ」

「天地兄ちゃん、がんばってね！」

　魎呼は、天地を通り越すとそのまま後ろに逃げていってしまい、その後を阿重霞と砂沙美が追った。

「ちょ、ちょっと待てよ！」

　天地は迫りくる地霊を見、岩陰に隠れてしまった三人に向かって怒鳴った。

「これ、剣がでないんだよ！　どうやったらいいんだっけ？　ええい……」

　天地は地霊を前に、やけになって剣の柄を振り回していたが、あっけなく地霊の一撃に跳ね飛ばされてしまった。

「ひえ──っ」

　あっ……！

　阿重霞は思わず身を乗り出した。

「天地様っ。稽古を思い出して！」

　その声に地霊が振り向いた。

　のっしのっしと阿重霞たちの方に向かって行く。

「きゃあああっ」

　阿重霞たちは悲鳴を上げて逃げだした。

「阿重霞さんっ」

　天地は焦あせりと悔くやしさで唇を嚙みながら地霊の後を追った。

　畜生、この肝心な時に……。

　俺は阿重霞さんを守るって約束したじゃないか。

　と、さっきの阿重霞の言葉が脳裏に蘇った。

「そうだ、稽古だ！」

　天地剣を中央に構える。

　気を統一し、手首を締め、肩の力を抜く。

　すっと光の刀身が伸びた。

　やった！

　天地は無念無想になり、地霊目がけてそのまま突っ込んで行った。

　ばさっ！

　地霊の左腕が離れ、物もの凄すごい叫び声が上がった。

「やったか!?」

　天地は素早く振り向き、止めを刺そうとした。

　と、切り離された地霊の腕がゆらゆらと激しく揺れながら本体に融ゆう合ごうした。

「う……」

　天地は青くなった。

　この剣じゃダメなのか？

　それともこいつは、切っても切ってもくっついてしまうという、スライムのような奴なのか？

　進退谷きわまったまま、天地は剣を構えて後ずさった。

　その時だった。

　地霊の動きが止まった。

　耳を圧するような不快な振動音が聞こえて来る。

　地霊と天地は同時に空を振り仰いだ。

　上空の一角に、そこだけくりぬいたようなブラックホールができている。

　振動音はそこから聞こえてくるのだった。




「美星殿！　美星殿!!」

　コンピューターにしては切せつ羽ぱ詰つまった声で雪之丞が呼びかけた。

　美星はコクピットの操縦席シート、つまり雪之丞の目の前にいるのだが、そこに座って一体何をしているのかと言えば、左手のブレスレットを外し、しきりに振ったり、耳に当てたりしているのである。

「美星殿!!」

　雪之丞は声を張り上げた。

「あ、はい……。どうしたの？」

　美星はようやくブレスレットから顔を上げ、雪之丞を見つめた。

「第三惑星のこの地点に特殊なエネルギーポケットが発生、現在この船は……」

　美星は俯き、またブレスレットをいじり出した。

「どうしましょう。壊れちゃったみたいなの。さっきから全然反応しないのよ。やっぱりジュースこぼしたのがいけなかったのかしら」

「みほしどの[image: !!!]」

　雪之丞は渾身の力を込めて怒鳴った。

「は、はい！　ああ、びっくりした」

　美星は、これじゃ分解掃除しなくちゃだめみたいだわ、と思いながら指示を出した。

「えっ……と。じゃ、取り敢えずそっちに向かってくださいな。何か手掛かりがつかめるかもしれないし、ね」

「向かっているのでござる！」

　雪之丞の声が高くなった。

「この船は現在、エネルギーポケットに向かって落下中、コントロール不能の状態なのでござる！」

　美星はあっけに取られて雪之丞を見つめ返した。

「それって、いつからなの？」

「さっきから航路をモニター表示中だったでござる」

　雪之丞はぴしゃりと言い返した。

「ついでに申し上げれば、警告音も鳴らしたし、何回もお呼びしたでござる」

　美星は改めて、と言うより今初めてモニター画面を見直した。

　シャトルを表す円錐は凄すさまじいスピードでモニター上の中心点に向かっている。

「あら……これは大変！　どうしましょう？」

「取り敢えず、このまま落ちるしかないでござるな」

　雪之丞の、とりつくしまのない返事が返ってきた。




「宇宙機!?」

　黒々としたエネルギーポケットを見上げていた魎呼が呟つぶやいた。

　何か、シャトルの船首のようなものがちらりと見えたのである。

　同じく、空を見上げていた天地も魎呼の方に振り向いた。

「何か見えたような気がしたんだけど」

　魎呼はイヤな予感がした。

　どっかのバカがエネルギーポケットに吸い込まれてきたに違いない。

　地霊のエネルギーが集中したため、空間に歪みが生じたのだ。

　と、今度ははっきりとシャトルの先端が見えた。

「天地、危ない！」

　魎呼は咄嗟に空間転移し、天地の腕をつかんだ。

　同時に、シャトルの全体が現れ、揚よう力りよくを失って落下し始めた。




　どど──ん！




　空間が爆発したようなショックがその場を襲った。

　と、不意にエネルギーの流れが変わり、全てのものがエネルギーポケットに向かって吸い込まれ始めた。

　温泉から捩れた水柱が立ち上がり、天地の体がふわっと宙に浮き上がった。

「うわあああっ」

「天地！」

　魎呼は宙を蹴って天地の後を追った。

　あのエネルギーポケットに入ってしまったら最後、宇宙のどこにほうり出されるかわかったものではない。

　と、天地の目の前に一人の女が出現した。

　金髪のウェービーヘアをポニーテールにし、制服らしきものを着たなかなかの美人である。

「危ないっ」

　天地は思わず腕を延ばしてその女を抱きとめた。

　女は完かん璧ぺきに気を失っている。

「何やってんだよ！　一体!?」

　天地の体にぐっと制動がかかった。

　魎呼が上から天地の頭を押さえ付けているのだった。

「その女、どこで拾ったんだ？」

「今、そこで……」

「そんなもの、早く捨てちまえっ」

　魎呼が怒鳴った。

「そ、そんなこといったって……」

「おめー、助かりたいのか、それともエネルギーポケットに吸い込まれたいのか？」

　天地は、何故魎呼がこんなに怒っているのかさっぱりわからなかったが、気を失っている女をほうり出すわけにもいかない。

「いいかげんにしてくれっ」

　ついに天地は怒鳴った。

　と、唐突に空気の流れが止まった。

　現在地、温泉上空３メートルあまり。

「ひえ────つ」

　絵に描いたような悲鳴と共に、天地はニュートンの法則に従って落下して行った。

「ふん！」

　魎呼は腕組みしたまま、派手な水しぶきを見下ろした。

「女と見りゃあ、手を出しやがって！」

　と、岩の上で何かがきらりと光った。

「？」

　魎呼は素早く空間転移すると、その光ったものを拾い上げた。

　美星のブレスレットである。

「ギャラクシーポリス……!?」

　魎呼は眉を寄せ、素早くブレスレットをポケットに突っ込み、姿を消した。




「私、九く羅ら密みつ美み星ほしと申します」

　それから半時、脱衣所の床でようやく気づいた天地を前に、美星は改めて自己紹介を始めた。

　落下したショックで天地は気を失ってしまい、人事不省の美星とともにこの脱衣所に運び込まれたのだった。

　実は、先に意識をとりもどした美星と、看護にあたっていた阿重霞や魎呼たちとの間でもとんちんかんなやり取りがあったのだが、天地はもちろん何も知らない。

「美星……さん？」

　天地は後頭部を押さえた。

　思いっきり打ったみたいだ。まだ頭がガンガンする。

「あのー、私のこと、助けてくださったんですってね。本当にありがとうございました」

　美星は深々と頭を下げた。

「でね、私、ある凶悪犯を追って、パトロール中だったんです。そしたらいつの間にか、エネルギーポケットに吸い込まれてて……」

　天地は、目の前に正座している見知らぬ女をまじまじと見つめた。

　凶悪犯？

　パトロール中？

　一体何の話なんだ？

「こいつはギャラクシーポリスの刑デ事カなんだってさ」

　魎呼がまだ笑いの残った顔でいい添えた。

「そのブレスレットを見つけなきゃ、どっかのバカな家出少女かと思ったところだったぜ」

「それ、誰のこと？」

　阿重霞がきっとして魎呼を睨みつけた。

「別におめーの話なんかしてねえよ」

　魎呼が言い返した。

「あっ、おやめになって」

　美星が両手を握り合わせた。
















「こんなところに、こんなに大勢有名人がいらしたなんて知らなかったもんですから、私、さっきから気が動転して……」

　美星はちらりと魎呼を見上げた。

「魎呼さんでしょ、魎りよう皇おう鬼きでしょ、樹じゆ雷らい皇おう家けのお姫様でしょ」

　美星は指を折って数え始めた。

「ところで、魎皇鬼って知ってます？」

　美星は数えるのを途中で止め、ブレスレットを天地に指し示した。

「このブレスレット、魎呼さんが直してくださったんですけど、データによると、二十八の惑星と六十九のコロニーを破壊した恐ろしい宇宙海賊なんですよ。私、それがこんなに可愛い生き物だとは知らなくて……」

「みゃああん」

　砂沙美の頭の上で嬉しそうに銃のようなものを齧かじっている魎皇鬼をちらりと見、天地は思った。

　何だか良くわからないが、俺も全然知らなかったぜ。

「あのぉ～」

　天地にあんまりまじまじと見つめられ、美星はぽっと頰を赤らめた。

「そんなに見つめないでくださいますぅ？　私、心の準備が……」

　ばしっ！

　魎呼が美星の後ろ頭をはたいた。

「何するんですか！」

　美星が涙ぐんで振り向いた。

「何考えてんだよ、おめーは！」

「魎呼さん。乱暴は良くなくってよ」

　阿重霞が、何か魂胆があるのか涼しい顔で言い添えた。

「この方だって、悪気があって落ちてきたんじゃないんですから」

「そうなんですぅ」

　美星は肩を落とし、しょげ返って呟いた。

「こんなところに落っこっちゃって、私、どうしたらいいか……」

　美星の目にじわっと涙があふれ出した。

「あ、あの、美星さん？」

　天地はさっぱりわけがわからなかったが、取り敢えず今閃いたことを口にした。

「確か、あなたの乗って来た宇宙船がありましたよね。あれはどうしたんですか？」

　美星は潤んだ目で天地を見つめていたが、突然わっと泣き出した。

「わからないんですぅ。エネルギーポケットに入っちゃったんだと思うわ。あの船がないと私、ギャラクシーポリスにも帰れないし、連絡もできないんです。あーあ、ちゃんと雪之丞の言うことを聞いてれば良かったんだわ。私がドジでノロマなカメだから、こんなことになっちゃったんですぅ……」

　子どものように泣きじゃくっている美星を前に、天地はおろおろと考えた。

　ギャラクシーポリスってことは……銀河警察か？

　とにかく、そこの刑事さんで、あのエネルギーポケットに落っこって、こういうことになったと。

　で、船がなくて帰れない……。

　天地の顔から音を立てて血の気が引いた。

　と、言うことは、俺の家にまた女の子が一人増えるってことか？

　はっと見回すと、魎呼も阿重霞も砂沙美も、天地の顔を見つめていた。

「と、取り敢えず……」

　天地は、父さんは一体どうしちゃったんだろう、と思いながらぼそぼそと続けた。

「……困ってるみたいだし、俺たちと一緒に来ませんか？」

　美星ははっと顔を上げた。

「ほんとですか？」

「ええ」

　天地は半分ヤケでにっこり頷いた。

「ありがとうございますぅ」

　美星の顔が再び涙でぐしゃぐしゃになった。




　その夜。

　結局あれから天地たちはかんかんに怒った女将おかみ、つまりばあさんに呼び出され、地霊の一件でひっくり返った部屋の片付けや、遅れた夕食の手伝いをやらされ、信幸は塀や壁の修理を命じられ、行き場のない女の子がまた一人増えたことなどどうでもいいぐらいに疲れ切って、床に就いたのだった。

「はあああ……」

　天地は布団の上に俯せに倒れ込み、同じく隣でへたばっている信幸の足を蹴飛ばした。

「だから言ったろ」

　信幸は、顔をちょつと上げて聞き返した。

「何が？」

「温泉だよ、温泉。こんなとこにあいつら連れてきたら、絶対ただじゃ済まないって」

「そんなこと言ったっけか」

　天地は枕に突っ伏した。

「どうすんだよ。また変なのが一人増えちゃって」

「美星さんのことか？」

　信幸はごそごそと腹ばいになると、灰皿を引き寄せ、一服つけた。

「別にいいじゃないか。聞けば可哀かわい想そうな事故だったんだし、何しろ女の子だからな。けっこう可愛かわいいし、俺は、その点だけでも良かったと思うぞ」

　天地はがっくりと頭を落とした。

　あああ、聞くんじゃなかった……。

　確かに、あそこで手を差し伸べなかったら男じゃない。

　俺たちと一緒に来ませんか、といったのも間違いじゃない。

　だが。

　阿重霞さん、砂沙美ちゃんに、魎呼。

　三人だけだってこんなに大変だっていうのに、あと一人増えたら一体どういうことになるのか。

　天地は、祖父勝仁の顔を思い浮かべた。

　ほっほっほ、と笑いながらこう言うのが目に見えるようであった。

「天地。毒を食らわば皿までじゃ」

「じっちゃんもさぞ喜ぶだろうなあ」

　信幸が吞のん気きな声で呟いた。

「そうだ、バアさんには幾いくらか包んで、さっさと引き上げよう」

　こ、このオヤジは……。

　天地はのけぞった。

　なんにも考えてないっ。

「なあ、天地」

　信幸がタバコを慎重にもみ消し、灰皿を押しやった。

「お前だって、頭から湯気出したバアさんにこき使われるのはいやだろ？　金なんていうのはな、こういう時に使う為にあるんだ」

　信幸はぶつぶつ金勘定を始めた。

「二泊三日の予定だったから残りはしょうがない、全部やっちまうか。いや、半分ぐらいで手を打ってくれるかも知れん。いや、でもなあ、来年もお世話になることを思えば、修理だけでも俺の事務所で持ってやるか……」

　天地はぐったり横になったまま信幸の独ひとり言ごとを聞いていた。

　来年ね、来年。

　俺、果たして来年まで生きてられるかどうか、わかんないぜ。

　疲れ果てた天地の瞼まぶたがすうっと塞ふさがった。

　その一分後、信幸も隣で大きないびきを立てていた。




　女部屋の方では阿重霞と砂沙美が布ふ団とんを並べ、そこに飛び入りの美星が加わって三人ともすっかり眠りこけていた。

　実は、阿重霞だけは魎呼の動静を気にして、二人が寝静まった後もしばらく目を開けていたのだが、さすがに一日の疲れには勝てず、いつしか眠りに落ちて行ったのだった。

　魎呼は、この寒いのに温泉の屋根の上で金色の目を見開き、晩秋の満月を見上げていた。

「あーあ、今日はさすがに疲れたぜ」

　魎呼は大きな欠伸あくびをし、屋根の上で猫のように体を伸ばした。

「だけど、ほこらにいた時みたいにアストラル・ボディじゃなくって、こうして生身でいられるっていうのは有り難いねえ」

　魎呼は、魎皇鬼、と呼ぼうとして、魎皇鬼が砂沙美と一緒なのを思い出した。

「砂沙美がよっぽど気に入ったんだな。あいつが再生する時、じっちゃんとこのチビ猫と融合させたから、やることなすこと猫っぽくなっちまって、やたら人になつくんだよな。まあ、いいけどさ」

　魎呼はまた欠伸をし、美星の泣き顔を思い出してニヤリと笑った。

「あん時は、あたしを捕まえに来たのかと思ってびっくりしたけど、結局違ったみたいだな。だけど、一体誰を追ってきたんだろう？　凶悪犯っていってたけどよ」

　魎呼は空を見上げ、これから天地の部屋に夜這いをかけるか、それとも、どっか遊びに行こうか、とぼんやり考えた。

　何だか（魎呼にしては珍しいことだが）、考えているうちに両方とも面倒になってきた。

　この、クリスタルのように透き通った夜の冷気の中で、全身に月光を浴びていると、宇宙海賊だった頃の記憶が甦って来るのだった。

　あたしと魎皇鬼は向かうところ敵なしだった。

　いろんな星を巡めぐったっけな。

　その頃のあたしは、こんな格好をしたことはなかったっけ。

　いつもバトルスーツだった。

　そして、お宝を追いかけていた。

　魎呼は、今まで奪い取って来た数々の秘宝を思い浮かべた。

　ネプチューンの涙と呼ばれる、ブリリアン・カットのブルー・ダイヤ。

　神々の愛でしものと呼ばれた、一対の生きた彫像。結局、ニセ物だったことがわかって捨てちまったが。

　究極のエネルギー兵器があると聞いて、王立科学アカデミーに忍び込んだこともある。

　それは、馬鹿げたことに、ただの年代物のワインだった。

　きっと悪ふざけの好きな学生が言いふらしたに違いない。これぞ、男の精神を狂わせる究極の破壊兵器だとか言って。

　樹雷皇家の天地剣だけは手に入らなかったな。

　魎呼の唇に微笑みが浮かんだ。

　わざわざ魎皇鬼を駆って取りに行ったのに、結局七百年も封じ込められて、あげくの果てに剣は遥よう照しようの子孫に取り上げられちまったしな。

　今は何も手元に残っていない。

　宝石も武器も、エメラルドをちりばめたドレスも。

　あたしが使えるような武器はなかったし、美しい宝石やドレスで身を飾りたいと思わせるような男もいなかった。

　あたしは強すぎたし、男は誰も彼もあたしを怖がり、そうじゃなければあたしにへつらって利用しようとした。

　と、魎呼は不意にある男の顔を思い出した。

　銀髪を後ろで一つに束ね、端正な顔に氷のような微笑を浮かべた男だ。

　あたしと同じ、金色の瞳。

　遠い昔、あたしはその男の船で生まれたのだ。

　男は神であり、父であった。

　あたしに魎皇鬼を与え、宇宙という世界を与えた。

　最初、あたしはその男の言うなりに宇宙を駆けた。

　あたしが何を取ってきても、男はお気に召さなかった。

「魎呼。お前は出来損ないだ」と、男は言うのだった。

「お前は何もわかっていない。せいぜい私の邪魔にならぬよう、どこへでも行って遊んでくるがいい。お前は、力はあるが、真の知性はない。それがお前の致命的欠陥なのだ」と。

　魎呼は誰にもこの話はしたことがなかった。

　天地にさえしなかった。

　その男のことを思い出すといつも凍りつくような気分に襲われるからであった。

「神か我が人と、か……」

　魎呼は、七百年間口にしなかった名を呟いた。

　不意に月が陰かげった。

　はっと空を見上げると、暗雲がゆっくりと月を遮り、流れて行くところだった。

　言いようのない寒気を覚え、魎呼は拳を握り締めた。

「どうかしてるぜ」

　魎呼はふっと姿を消すと、人気のない女湯に空間転移した。

水面の上に浮かびながら足だけを浸していると、心地よい暖かさが体中に広がって来る。

「天地と二人っきりで入りたかったな……」

　そう呟いた魎呼の顔は寂しげで、いつになく幼く見えた。

　魎呼は温泉の真ん中に球状の結界を張ると、その温もりに包まれて丸くなった。

　膝を抱え、俯いたその姿は、居場所のない子どものようだった。




　砂沙美は夢の中にいた。

　煌々と照る満月の下、樹雷の地は涸れ、皇宮は既になく、一陣の風が砂塵を巻き上げて通り過ぎて行く。

　ただ、巨大な樹だけが高々と聳そびえ立ち、流線形の葉をざわざわと揺らしているのだった。

「津つ名な魅み……」

　砂沙美は夢の中で呼びかけた。

　か細い声は、樹に届く前に力なく涸れた大地に吸い込まれてしまった。

「みんなは？」

　砂沙美は不安げに辺りを見回した。

「あたし……怖い」

　風が吹き起こり、無数の影を躍らせた。

　急激に辺りが暗くなった。

　巨大な翼がゆっくりと満月を遮って行く。

「あれは……船!?」

　禍々しい形を持った黒い船が通ると、辺りは闇に飲み込まれた。

　砂沙美の足元が崩れた。

　落ちているのか、上がっているのか、それさえわからなくなってしまった。

　真っ暗闇の中に砂沙美はいた。

　と、青白い光条が飛んだ。

　光は揺れながら寄り集まり、その中心に黒々とした男の姿が浮かび上がった。

　顔も分からぬ男の影は手を伸ばし、飛び交う光条をつかんだ。

　と、見る間に青白い光の剣が作られた。

　砂沙美は恐怖を覚え、後ずさった。

「津名魅！　津名魅、助けて」

　光の剣から青白い炎が上がった。

　銀河を引き伸ばしたような巨大な剣を振り上げると、男は砂沙美目がけて真っすぐに振り下ろした。

「きゃあああっ」

　自分の声で目が覚めた。

「津名魅の夢……。しばらく見なかったのに」

　砂沙美は身を震わせて起き上がり、両手で肩を抱き締めた。

「あれは、誰？」

　あの影は……？

　砂沙美は部屋を見回し、一緒に寝ていた魎皇鬼がいなくなっているのに気が付いた。

「魎皇鬼？　魎……ちゃん？」

　障子に長い耳が映っている。

　砂沙美はほっとして起き上がり、窓を開けて縁側に出た。

「ここにいたの？」

　砂沙美は魎皇鬼を抱き上げ、頰ずりした。

「みゃう」

　魎皇鬼が砂沙美の頰をなめ、砂沙美はくすぐったがって小さな笑い声を立てた。

「バカね、砂沙美ったら。何にも怖いことなんかあるはずないのに」

　砂沙美は魎皇鬼を抱っこして布団に戻ると、しばらく柔らかい毛並みを撫なでていたが、そのうちすうっと寝入ってしまった。

　そしてもちろん、男部屋では天地と信幸が布団を蹴飛ばして爆睡中なのであった。




　月は再びその輝く面を現し、柾まさ木き神社を照らしだした。

　辺りは静まり返り、虫の音すら絶えている。

　月は、きらきらと己の姿を反射している池の水面でしばし戯たわむれ、ゆっくりと傾きながら、岩屋の上を照らし出した。

　既に主を失って久しいほこらの中では、黒々と闇がわだかまっていた。

　ほこらの奥深く……。

　御み霊たま屋やを満たしていた青白い燐光も今は消え、水音だけが絶えることなくさらさらと鳴り続けている。

　と、その中央にぼっ、と明かりが灯った。

　その緑色の炎に照らされ、長身の男の影が浮かび上がった。

　炎は、男の手から離れ、ゆっくりと浮き上がって御霊屋全体を照らし出した。

　男の、端正な横顔が炎に縁取られ、ざわざわと影が躍った。

「ここに魎呼が眠っていたか」

　男は呟いた。

「なるほど、強力な結界だ……。樹雷皇家第一皇おう子じよ、これだけの力がありながら、なぜこんなところで」

　男、いや神我人はふっと言葉を切った。

「……いや、駒こまが揃そろうまで待とう。皇子よ、私はまたくる。今度私が現れた時は、お前は私の足元に跪き、あの剣を差し出しているだろう」

　神我人の唇に氷のような微笑みが上がった。

「力ずくで奪うのは私の趣味ではないのでなあ」

　神我人の姿が揺らめき、水面が波立った。

　ふっと炎が消え、同時に神我人の姿も幻のようにかき消えた。




　勝かつ仁ひとは、月明かりの差し込む本堂で座禅を組み、深い瞑めい想そうの中にあった。

　いつもならとっくに就寝している時間であるが、心の中の何かが彼を押し止どめ、眠りを妨げたのである。

　と、僅わずかに残った虫の音がピタリと止んだ。

　勝仁は身じろぎもしないまま、五感を張り詰めた。

「何者!?」

　声には出さず、ただ心の中で問うただけだった。

　応えはない。

　あるはずもない。

　勝仁はすっと立ち上がると、殆ほとんど音を立てずに境けい内だいに降りた。

　そのまま石段を下り、池のほとりにでる。

　煌こう々こうと照る月の下、高々と聳そびえ立つ御神木、船ふな穂ほがさらさらと流線形の葉をそよがせていた。

　勝仁は無言で船穂を見上げていた。

　微かな風が頰を嬲なぶる。

　さわさわと葉はそよぎ、震えるように銀の裏地をちらつかせた。

　と、不意に風が止まった。

　息苦しいような沈黙が満ちた。

「魔の気配じゃ……」

　勝仁は、人気のない柾木家の方を振り返った。

　門柱がわりのガーディアンたちは別に変わった様子もない。

　勝仁はそっと踵きびすを返すと、境内へと続く石段を上り始めた。

　あやつがいなくて幸いだった、と勝仁は思った。

　天地剣の封印を解けば、あの魎呼のように、その存在を狙う者が現れるのも予想がついていたことだった。

　わしもかつては天地剣を取り、この地の魔を封じたことがあった。

　だが、そのことに気づいてから、天地剣を結界の奥深く封じ、何者も殺めることなく普通の人間として過ごしてきた。

　それは、この美しい地を何者にも汚されたくなかったからでもあり、天地剣を守り、きたる時を待っていたからでもあったのだ。

　きたる時……そう、天地剣の契約を受け継ぐ者が生まれるのを。

「天地……」

　勝仁は呟つぶやいた。

　わしはお前を鍛きたえるより他に、何の手助けもできん。

　天地剣は確かにお前の血を認めはした。

　だが、真の契約はお前自身が結ばねばならん。

　そして、契約を結ぶということは、命を差しだすということなのだ。

　何の為に命を賭けるか。

　それは、お前が選び、お前が決めることなのだ。

　正義や愛、まして皇家などという抽象的な言葉ではない、心がそれを見いだした時、契約が結ばれるのだ。

　言葉で語ることはできぬ。

　その時が来れば、お前にはわかる。

　だが、お前に旅路を歩ませるのは何と苦しいことか。

　勝仁は足を止め、境内を見渡した。

　魔の気配は消えていた。

　勝仁はゆっくりと縁台に腰を下ろした。

　もし、天地が生まれなかったら──。

　苦い思い出が蘇よみがえった。

　わしは天地剣をこの地に封印したまま、解くことはなかっただろう。

　いや、一度はそう決心したはずだった。

　もとより皇家を捨てたわしは、天地剣を契約もろともこの地……我が母、船穂の故郷に封印し、命尽きるまで見守ろう、と。

　そう、あのことが起こった時に……。

　あれは、娘が……天地の母、阿あ知ち花かが生まれ、十五歳になった時のことだった。

　阿知花は幼い頃から樹雷の血が濃く現れていた。

　船穂と話し、あやかしを見ることもできた。

　今までそのような子が生まれたことはなかった。

　そしてわしは思ったのだ。

　この子なら契約を受け継ぐことができる、わしは重荷を下ろすことができる……。

　阿知花はいった、それがお父様のお望みなら、と。

　勝仁、いや、樹雷皇家第一皇子遥照の脳裏にあの時の光景がまざまざと蘇よみがえった。




　それは今から三十四年前のことであった。

　わしは十五になったばかりの阿知花を連れ、ほこらに向かった。

　物静かな娘だった阿知花は、黙ってわしの後についてきた。

「阿知花。天地剣はここにある。今まで剣の修行をしてきたのも、船穂の記憶を見せたのも、わしの過ぎし方を語ったのも、全てはこの時の為だったのじゃ。お前はわしの契約を引き継いでくれるか？」

　阿知花は頷いた。

　何か思い定めるようにしばらく目を閉じ、そして、天地剣を引き抜いた。

　魎呼の封印が破れることのないよう、わしはその時だけ結界を張っていた。

　天地剣は、阿知花の手の中で輝き、光の刀身が現れた。

　わしは目を見張った。

　阿知花の血に……娘の中の皇家の血に反応している……。

　阿知花はわしの教えたとおり、契約の文句を暗誦した。

「我が船、船穂よ。皇家の始し祖そにして全ての母、始まりの船津つ名な魅みの真ま名なに於おいて、我に力を与え、我と契約を結びたまえ」

　そして、阿知花の額に紋章が現れる……はずだった。

　突然、光の剣が砕け散った。

　阿知花は崩れるように倒れ、苦しみ出した。

　阿知花の命のオーラがどんどん薄れていくのがわかった。

「お父様……」

　阿知花は、それでもけなげに起き上がろうとした。

「阿知花はお父様に噓をつきました。心を偽って、契約を結ぼうとしました。私は……知っていたのです」

「何を、一体何を知っていたというのか!?」

　わしは阿知花を抱き起こした。

「船穂がお前を受け入れぬはずはない。一体何を偽ったというのだ？」

「心を……」

　天地剣は阿知花の手から浮き上がり、再び元の場所へ収まった。

　わしは気を失った阿知花を抱き上げ、社に帰った。

　阿知花が死ぬと思ったのだ。




　阿知花は死ななかったが、命は弱まって、手の施しようがなかった。

　一冬の間、阿知花は臥ふせったままだった。

　そして、わしは知ったのだった。

　阿知花が村の若者に恋をしていたことを。

　その若者は、阿知花が臥せっている間に別の女を見つけ、去っていった。

　阿知花は、そんな不実な男に恋をしながら、わしの期待に応えなければという思いと、普通の人間として暮らしたいという思いとの間に板挟みになっていたのだろう。

　わしは愚かにも、娘の気持ちを見抜くことができなかった。

　この地に降り立ち、魎呼を封印してから七百年、樹雷の地の、命の水に支えられていては味わうことのない老いというものを感じ、天地剣を封印したことを重荷に感じていたのだった。

　その焦りが阿知花の命を縮めてしまった……。

　偽りの契約は、阿知花に力と命を与える代わりに、それを奪い去ったのだ。

　勝仁は、もう夜が明けかけているのに気づき、しばし境内に目をやった。

　……それから一年、元のように起き上がれるようになった阿知花は、信幸という年上の男と結婚した。

　お父様に顔立ちが似ているの、と阿知花は笑った。

　怒ったお顔など、見たことがないわ。心が広くて、一緒にいるだけで何もかもが楽しくなるの。

　阿知花は幸せそうだった。

　その一年後、天地が生まれた。

　天地、と名付けたのは阿知花だった。

　五年間が夢のように過ぎていった……。




　阿知花よ。

　勝仁の脳裏に在りし日の娘の面影が浮かんだ。

　許しておくれ……。

　と、再び夢が立ち現れた。

　阿知花が死んだ夜に見た夢だった。

　阿知花に許しておくれ、と思うたびにその幻が現れるのだった。

「お父様。阿知花は津名魅のもとにいます。津名魅から贈り物を授かったの。あの子が……天地が十五になったら、あの子を寄よ越こしてくださいね。それまで……私はあの子を守っていますから」




　稜りよう線せんに朝日が差し染めた。

　勝仁は立ち上がり、事務所へ入るとここ二、三日溜まっていた郵便物の整理を始めた。

　阿知花よ、わしはお前の言うとおり天地を育ててきた。

　お前のところに寄越せという言葉の意味はわからないが、それが、再び天地剣の封印を解けということなら、いつその日がきてもいいように、剣の腕を磨き、修行もさせてきた。

　そうして、わしは天地をそそのかし、封印を破らせたのだ。

　天地は不思議な子だ。

　何も知らずに剣を取り、力を引き出した。

　素直で、真っすぐな心を持っておる。

　眼まな差ざしは……そう、お前に似ておるな。

　お前が守っているのでなかったら、母のない少年がどうしてあんなふうに真っすぐ育っただろう。

　わしは近頃、そう思うのだ。

　天地を導いているのはお前で、わしも信のぶ幸ゆきもそれをただ見守っているだけなのだ、とな。

　もし、阿重霞たちを寄越したのもお前なら……天地は大変な試練を受けていることになるぞ。

　勝仁は、魎呼と阿重霞のケンカを思い出し、思わず微笑んだ。

　だが、女手ひとつない家で育った天地には必要な試練なのかも知れぬ。自分を保ち、そして世界を知る為にも。

　天地……。

　勝仁は不意に、魔の気配を思い出した。

　あれは……あれは邪悪な怨霊などの類いではなかった。

　地霊や物の怪などという、矮わい小しようなものではない。

　あれは、何か目的を持ってこの地にやってきたのだ。

　凄まじいエネルギーを秘めている……ここにきたのは、その影のようなものだったが。

　津名魅よ。名のみぞ知る、始まりの船、津名魅よ。

　勝仁は思わず声に出して呟いた。
















　柾木・遥照・樹雷の名に於いて申し上げる、天地を魔より守りたまえ、と。

　境内にやって来たらしい雀の鳴き声が、祈りを捧げる勝仁の耳に、いつもと変わらぬ一日の始まりを告げた。







　第十三章　ちょっと美み星ほしさん！







「美み星ほしさん！　ちょっと、美星さん！」

「ふぁい？」

「そんなところで居眠りしてないで、ちょっとどいてくださいます？」

　朝食の後、珍しく掃除機をがらがらと引きずりながら、阿あ重え霞かが廊下から入ってきた。美星は長い足を投げ出し、ソファからずり落ちそうになって居眠りしていたところだった。

「ふぁ～い」

　美星は返事ともあくびともつかない声を出すと、ソファの上に丸くなり、また寝入ってしまった。

　阿重霞がガーガーうるさく音を立てて掃除機をかけていたにもかかわらず、一向に起きるとか、起きて手伝おうとかいう気配はなかった。

　とうとう阿重霞は掃除機を放り出し、美星をぐっと睨にらみつけた。

「まああ！　ひとが一生懸命掃除しているっていうのに、よくもこんなに幸せに寝てられるものね」

　そこに魎りよう呼こが顔を出した。

「何やってんだよ、掃除機なんか出してきて。おめーは植木の水やりだろ？」

「そうですけど、この人があんまり吞のん気きに寝てるんですもの、我慢できなくなって……」

　魎呼はソファの上で長い手足を縮めるようにして丸まっている女を見下ろし、事もなげにいった。

「起こしゃいいじゃんか」

「だから、起こそうとしてたんですわ！」

「掃除機で？　おめー、けっこう陰険なんだな」

　魎呼はにやにやした。

「陰険なんかじゃありません！」

　かっとした阿重霞が言い返した。

「大体、掃除機かけるのは魎呼さん、あなたの仕事じゃありませんでしたこと？　この一週間、ずっーとさぼってたでしょ！　見なさい、絨じゆう毯たんがゴミだらけですわよ」

「うるさいな。たまに掃除機かけた奴にいわれたかねェよ」

　と、美星が目をこすりながら起き上がった。

「すみませんけど、頭の上でケンカしないでくださいますぅ？」

　魎呼と阿重霞は（別に仲良くなったわけじゃないのだが）、同時に美星を見下ろし、同時に叫んだ。

「居眠りしてた人に言われたくありませんわ！」

「居眠りしてた奴に言われたかねェよ！」

　二人は顔を見合わせ、ふん、とそっぽを向いた。

　美星はしばらく二人の顔を見比べていたが、にっこりして問いかけた。

「ちょうど目も覚めたことだしぃ、何かお手伝いすることありません？」

　阿重霞は掃除機を突き出した。

「これ！」

　その一瞬のスキを突いて、魎呼の姿が消えた。




　温泉から戻って来て一週間。

　美星を加え、総勢六人になった柾木家の人々は、こうして家事を分担しているのであった。

　砂沙美は食事の支度、阿重霞は植木の水やりと家の整理整頓、魎呼は（壁抜けができて便利だという理由で）掃除機かけと力仕事。食事の後片付けとトイレ掃除は順番。

　洗濯は各自で行うが、曜日はローテーションを組んである。

　天地は畑仕事（主に魎皇鬼の為のにんじん畑と、野菜類）、信幸は週日は岡山の事務所に通勤しているので、日曜大工と修理、最近加わったばかりの美星は誰もやりたがらない柾まさ木き神社の朝の清掃に回された。

　早起きして一生懸命やるのはいいが、朝ごはんを食べると眠くなり、大抵はソファを占領して居眠りしているのでみんなに邪魔にされるのであった。

　熱意にむらのある魎呼は別として、皆おおよそ自分の仕事を真面目にこなしていた。特に阿重霞は、今まで箸より重いものを持ったことのない箱入り娘だったことを思えば、格段の進歩である。




　魎呼は、空中温泉の中にいた。

　空中温泉とは、上竹温泉から帰って来た後、魎呼が宇宙海賊時代に覚えた技術を応用し、僅か三日間で作り上げた柾木家専用の温泉である。

　入り口には、片方に女、もう片方に天地と書いた藍染めの暖簾が下がっていた。

　誰が見ても、魎呼の希望を露骨に表していると思える暖簾である。

「ふうう……。朝寝、朝酒、朝風呂、と。こりゃまったく天国だねェ」

　魎呼は盃を手に、ほんのり桜色に染まった顔で呟いた。

「失礼しますわ」

　ガラリと戸の開く音がして、阿重霞が静々と入って来た。

「またお掃除をさぼって……やっぱりここだったんですわね」

　阿重霞はつんとそっぽを向くと、湯船に足を浸けた。

「まま、一杯どう？」

　一杯機嫌で気分のいい魎呼は徳利とつくりと盃さかずきを盆に乗せ、阿重霞に押し付けた。

「朝からお酒なんて！」

「そんなこと言わずに、さあ」

　阿重霞はついに盃を受け取り、ヤケを起こしたようにぐっと飲み干した。

「おっ、いける口じゃん。ささ、もう一杯」

「…………」

　魎呼はどんどん盃を満たし、阿重霞はヤケになって飲んでいるうちに呂ろ律れつが怪しくなってきた。

「わたくし、あなたのことを許したわけじゃありませんからね!!」

「何だ、上竹温泉のこと怒ってるのか？　いやー、結局一日しかいなかったし。天地をモノにできなくて残念だったよな」

　きゃはははは、と魎呼は高笑いし、阿重霞はきっと魎呼を睨みつけた。

「なんて下品な！　いい？　わたくしと天地様はね、高貴な血で結ばれてるのよ。あなたのようなバケモノとは違います！」

「オレのどこがバケモノだって!?」

　お馴染みのケンカが始まった。

　いつもとちょっと違うのは、それに美星が加わってきたことである。

「天地さんのお話ですか？　私も混ぜてくださいな」

　魎呼と阿重霞はぎょっとして振り向いた。

「お前、いつの間に!?」

「今来たんですけど」

　美星は不思議そうに答えた。

　あたしの後ろを取るとは、侮あなどれない奴……。

　魎呼は密ひそかに思った。

　こうやって犯人の後ろに忍び寄るのか。

　なるほど、ＧＰの刑事やってるだけのことはあるな。

　……単に阿重霞とケンカしてたから聞こえなかっただけなのだと思うが、それはともかく。

　美星は盃を取り、勝手に酒を注いで飲みながら喋り始めた。

「私がエネルギーポケットに吸い込まれそうになった時、天地さんが助けてくださったでしょ？　それでね、その時、というか、その後で思ったんです。これってきっと、運命の出会いって奴なんじゃないかなあって」

　美星はぽっと顔を赤らめた。

「だって天地さんって、年下なのに礼儀正しいし、凜り々りしいし、可愛いんですもん。きゃっっ」

　美星は両手で顔を覆った。

「おかしいですよね、会ったばかりなのに。でも、感じちゃったんですもの、運命を……やだ、私ったら、恥ずかしい……」

　美星は盃を胸に抱き締めていやん、いやんと呟き続け、阿重霞と魎呼は二の句が告げずに美星の横顔を呆然と見つめていた。

　こいつは……魎呼以上の強敵かも知れない、と阿重霞は思い、魎呼は魎呼で、やっぱりあの時、無理にでもエネルギーポケットに放り込んでやればよかったと思っていた。

「で、阿重霞さんと魎呼さんは、誰がお好きなんですか？　やっぱり天地さんですの？」

　美星がやっと、いやん、いやんを止めて聞き返した。

　魎呼と阿重霞は溺れそうになった。

「あら、どうしたんですか、ちょっと、魎呼さん。阿重霞さん」

　と、再びガラリと戸が開いた。

「ちょっとお姉様たち、お昼はどうする……なあにこれ、お酒くさーい！」

　砂沙美は鼻を押さえて後ずさった、と、その足元を擦り抜けて、魎皇鬼が飛び込んで来た。

「みゃあ、みゃあ、みゃあ、みゃあ！」

「おお、魎皇鬼！　おめーだけだぜ、あたしのことわかってくれるのは」

　魎皇鬼は、魎呼の胸の中でもがき、怒ったような唸うなり声を上げた。

「魎皇鬼!?」

　と、背筋が凍るような恐怖が魎皇鬼から伝わって来た。

「なに!?」

　空気が震え、緑色の光球が宙に出現した。

　阿重霞も美星も、凍りついたようにその光球を見つめている。

　と、光球が裂け、長身の男が宙に浮かんだ。

「やっと見つけたぞ、魎呼！」

「か……神か我が人と!!」

　魎呼の体が本能的に動いた。

　一瞬のうちに空間転移し、戦闘用のコスチュームに変わる。

　神我人は無造作に手を伸ばし、魎呼を捕らえようとした。

　と、その時。

「きゃ──っ！　チカンよ、痴漢!!」

　同時に、その場にあったあらゆるものが飛んできた。

「!?」

　いきなり女湯に入ってきて何も起きないと思っている男も変だが、ＧＰの刑事のくせに、犯人を痴漢と間違える方もどうかしている。

　神我人は、取り敢えず阿重霞と美星は無視することにして、いきなり魎呼に衝撃波を叩きつけた。

　魎呼の苦しげな叫び声を聞いた美星ははっと息を吞んだ。

「お前は……！　待ちなさい!!」

　神我人は、ぐったりした魎呼を軽々と抱え上げ、美星に一いち瞥べつをくれるとたちまち姿を消した。

　美星のブレスレットが激しく反応している。

「あれは……誰!?」

　阿重霞がそう聞いた時だった。

「どうしたんですか!!」

　異変を察した天地が飛び込んできた。

「あっ……」

　天地は、真っ赤になり、入って来た時と同じ勢いで外に飛び出した。

　美星がブレスレットの反応音をカチリと止めた。

「間違いないわ。阿重霞さん、あれが、噂の永久指名手配犯、神我人よ!!」

「神我人!?」

　阿重霞と砂沙美が同時に聞き返した。




「ここよ、ここにいるわ！」

　ブラスターを構えた美星と、美星の背後にぴったりついて辺りを窺うかがっていた天地たちは同時に足をとめた。

　午前中からちらつき出した雪が、音もなく池の水面に吸い込まれていく。

「永久指名手配犯、神我人!!　そこにいるのはわかっています。でてきなさい！」

　美星は、御神木、船穂に向けてピタリとブラスターを構えた。

　ふっふっふ、という含み笑いが聞こえ、船ふな穂ほの前に神我人の姿が現れた。

「先程は失礼した、阿重霞姫に砂沙美姫。ああでもしないことには、こいつに逃げられてしまうのでなあ」

　宙に浮き上がった神我人の足元に、ドサリと何かが落ち、実体化した。

「魎呼!!」

　天地は思わず駆け寄り、意識のない体を抱き上げた。

　神我人は、二人には一瞥もくれず、悠然と阿重霞を見下ろした。

「魎呼というのは私の所有物だが、出来損ないのくせにすばしっこい奴でな。何か迷惑を掛けはしなかったかな、阿重霞姫。例えば、樹じゆ雷らい皇おう家けの秘宝とか」

　阿重霞はぞっとして無意識に砂沙美をかばい、後ずさった。

「魎呼に何をした!?」

　天地が叫んだ。

　神我人はちらり、と天地を一瞥したが、再び物柔らかな調子で阿重霞に問いかけた。

「外野がうるさくて話もできないようだ。阿重霞姫、我々はどこか、邪魔の入らぬ場所でゆっくりと語り合おうではないか」

　阿重霞は震える唇を嚙み締め、気丈に神我人を睨み返した。

「何が目的なのです？」

「目的？　私はただ、知りたいだけですよ。なぜあなたが、そして樹雷皇家ゆかりの者がここにいるのかをね」

　神我人はゆっくりと降下して来ると、阿重霞に手を差し出した。

「動かないで！」

　美星が阿重霞を庇うように割って入った。

「永久指名手配犯、神我人！　逮捕します！　ここは特別保護地域よ。いかなる干かん渉しよう行為も禁じられてるわ。住民を巻き込んだら即刻射殺するわよ！」

　神我人はうるさそうに手を上げて遮った。

「これはこれは、九く羅ら密みつ長官のお孫さん、でしたかな？　あなたこそこんなところで何をしているのです？　また働きが過ぎて、辺境勤務ですか」

「くっ……」

　美星は、ショック・モードにしたブラスターを連射した。

　光条は神我人のシールドに阻まれ、傷一つ負わせることもできなかった。

「それではこうしましょうか」

　神我人は悠然と微笑んだ。

「私の船、双蛇にいらしていただきましょう。そこでなら心ゆくまで話ができそうだ」

　神我人は更に近づき、迎え入れるかのように両手を広げた。

「勘違いしないでもらいたい。私は皆さんを傷つけるつもりはないのだから。ただ、気にかかることがあるのでね」

　と、神我人の動きが止まった。

　天地剣を構えた天地が間に立ち塞がったからである。

　天地の両手は僅かに震えていたが、天地剣は強い光を放っていた。

　神我人は興味深そうにゆっくりと天地を見回していたが、ようやく口を開いた。

「お前が持っていたとはな。だが、それは王者の持ち物だ。無理に振り回すと怪我をするぞ」

「何のことだ!?」

　天地はかすれた声でいい返した。

　恐ろしい……。

　ここに立っているだけで、圧倒的な力の差に全身の神経が悲鳴を上げるようだった。

「少年よ」

　神我人は静かな声で言った。

「愚かな者は恐れを知らぬと言うが、命を無駄にすることはない。その剣を振り回して一体何をしようというのだ？」

「ここから出ていけ!!」

　天地は食いしばった歯の間から声を押し出した。

「私に勝とうというのか」

　神我人の声はあくまでも冷静だ。

「面白い。お前がいいだしたことだ、楽しませてくれることを期待しているよ」

　神我人は白い手袋を嵌めた手を前に突き出した。

　ごうっ、という音とともに吹雪が舞い起こり、天地の服を切り裂いた。

「くっ……！」

　天地は、天地剣をたてに、必死で踏みとどまろうとした。

　これは普通の嵐ではない。カマイタチのように体を切り裂こうとする吹雪である。

「気力だけではどうにもなるまい。どうだ、立っているのがやっとではないか？」

　耳元で唸うなる吹雪の間から神我人の声が聞こえてきた。

「その剣を渡してもらおうか」

　剣？　天地剣のことか？

　それではこの剣を狙って……。

　いきなり神我人の手が突き出された。

　天地の手は凍りつき、天地剣を支えているのがやっとである。

　このままでは取られる！

　そう思った時だった。

　いきなり、しなやかな影が体ごと天地にぶつかってきた。

「天地！　渡しちゃいけない!!」

　魎呼だった。

　天地と魎呼はもつれるように吹雪の圏外に逃れ、神我人は驚いたように手を引っ込めた。

「魎呼か。ちょっと見ない間に、面白い反応を身につけたものだな。その少年のどこがそんなに気に入ったのだ？」

　自分を庇った魎呼の体が、僅わずかに震ふるえていることに天地は気づいた。

「立ち去れ！」

　魎呼が吐き出すように呟いた。

「こいつに手を出して見ろ、叩たたっ切ってやる！」

「ほう……」

　神我人は魎呼と同じような青白い光の剣を出現させると、唸りを立てて打ち払った。

「随分と威い勢せいのいいことだな。もう私の言葉など耳にも入らぬか」

　一瞬、神我人の目が妖しい光を帯び、剣の輝きが増した。

　と、魎呼が頭を抱え、苦しみ始めた。

　左手の宝玉が脈動するように光を放っている。

「どうした、魎呼!?」

　天地は、驚いて振り向いた。

　魎呼の目から輝きが失われ、見る間に無表情になっていく。

「何をやった!?」

　天地は剣を振りかぶり、神我人に切りつけようとした。

　その瞬間。

　魎呼が背後から天地の首を締め上げた。

「魎呼!?」

　凄まじい力である。

　振りほどこうにも、魎呼の腕はがっちりと天地の首に嵌はまり、息をするのもやっとだった。

「魎呼に何をした!?」

　天地はやっと言葉を吐きだした。

「そいつは私の所有物だとさっきいわなかったか」

　神我人はゆっくりと宙を降り、地面から五十センチ程のところで天地を見下ろした。

「それは、本来そのように作られたものなのだ。私の手足となるようにな。さあ、どうするかね？」

　神我人は微笑み、無造作に天地に剣を向けた。

「お前が本当にその剣の所有者ならば、魎呼ごときに背後を取られることなどなかったはず。少年よ。その剣は宇宙最大のエネルギーを解放するキイだと言われている、樹雷皇家の秘宝だ。確か、マスターキイと呼ばれているのだったな、阿重霞姫」

　神我人は振り向きもせずに語りかけた。

「私は、五千年の長きに渡ってそのエネルギーを捜し求めてきた。樹雷皇宮にその秘密を解く鍵があると知ったのはつい七百年程前のことだ。予想通り、それは魎呼などがやすやすと奪い去れるものではなかったがね。その後、私は我が船、双蛇の最終調整に手間取っていて、皆さんにお目通りするのが遅れてしまったというわけなのだ」

　天地を見下ろす神我人の表情は冷ややかで、何も感じられなかった。

「少年よ、お前に尋ねよう。その剣を持っているということは、お前にも答える権利があるということだ。お前はその剣に相応しい人物なのかな」

　神我人は何かを待ち受けているようだった。

「答えられぬか。つまらぬ意地を張ると死んだ方がましだと思うようになるぞ。もう一度聞く。お前はその剣に相応しい人物なのかな」

「そんなこと、知るわけねえだろ！」

　天地は思わずかすれ声で怒鳴った。

　神我人の表情が険しくなった。

「あくまで意地を張るつもりか」

　神我人は魎呼に向かって軽く頷いた、と、凄まじい力で魎呼が首を締め上げてきた。

「うう……」

　目が霞み、赤黒い闇が降りて来る。

　もうダメだ、そう思った時だった。

　ふっと魎呼の腕が緩ゆるんだ。

　魎皇鬼が神我人の手に牙を立てていた。

　予想外の襲撃に、魎呼へのマインド・コントロールが逸れたのだろう。

　天地は反射的に魎呼の腕を振り払い、神我人に切りつけた。

　間一髪、神我人が身を交わした。

　頰が切れ、青い血が滲んでいる。

　神我人は一瞬、凄まじい形相を剝き出しにした。

「来い!!……お前が本当の使い手かどうか、試してやる！」

　神我人は青白いグレートソードを振りかぶり、天地に叩きつけた。

　腕が折れるかと思われるようなエネルギーだった。

　天地は顔の正面で剣を受け止め、続く攻撃を必死で受け止めた。

　じっちゃんの稽古とは比べ物にならぬスピードと威力である。

　天地はたちまち防戦一方になり、池の水際まで跳ね飛ばされた。

　着地のショックで天地剣の光が弱まり、すうっと消えた。

「つまらぬ……。よくも無駄な時間を使わせてくれたな」

　再び神我人は手を伸ばした。

　力を失った天地の手から剣が外れ、吸い込まれるように神我人の手の方へ浮き上がっていった。

　と、その時。

　いきなり天地剣が向きを変え、神我人の背後に飛び去った。

「何奴!?」

「人の持ち物で、何を遊んでおるのかな」

　声と共に現れたのは、祖父勝仁である。

　天地剣は、その勝仁の手に収まっていた。

　神我人はニヤリと笑い、倒れていた魎呼に目配せをおくった。

「魎呼、お前にもう一度だけチャンスをやろう。行け！」

　神我人が早口で囁くと、魎呼の体がマリオネットのように起き上がり、ふっとかき消えた。

「出てきたな、樹雷皇家、第一皇子！　ではお前が、宇宙の秘宝の力を見せてくれるのだな」

　神我人は大だい音おん声じようで呼ばわった。

「秘宝？　なんの話じゃ。秘湯なら知っておるがな」

「ふざけおって！」

　神我人の手から衝撃波が放たれた。

　勝仁は僅かに顔を背け、衝撃波を逸らした。

「宇宙最大のエネルギーじゃと？　そんなものはない。あったとしても、それは人が操れるものではないぞ」

　阿重霞は息を吞んだまま、二人のやり取りを聞いていた。

　神我人の発した樹雷皇家第一皇子、という言葉が頭の中でぐるぐると渦巻いていた。

　お兄様、お兄様……。

　樹雷皇家第一皇子、と呼ばれ、天地剣をつかんだ姿はあの若き日の遥照とは似ても似つかないのに、阿重霞はなぜかそれが真実だとわかっていた。

　足が震え、叫びが喉もとまで出かかっているのに、口はからからに乾き切って、ただ言葉にならぬ喘あえぎが漏れただけだった。

「私は、その力を知るために長い間宇宙をさ迷い続けて来た。何が必要なのだ？　力か？　樹雷皇家の血か？」

　神我人が身を躍らせた、と思う間にグレートソードが振り下ろされた。

　と、キィィィン、と軋むような音を立ててグレートソードが跳ね返された。

　勝仁の前に光の盾ができている。

「光こう鷹おう翼よくか！」

　神我人は猛烈な勢いで打ちかかり、光鷹翼はきらめきながら場所を変え、全ての攻撃を受け流した。

　勝仁は天地剣を構えたまま、自然体で立っていたが、神我人が剣を引いたのを見て取ると一歩を踏み出した。

　光鷹翼が消え、天地剣の柄から光の刀身がすっと伸びた。

「では、参る!!」

　勝仁は猛然と反撃を開始した。

　天地は、池の水面上に突き出ている根っこのひとつに這はいあがり、二人の戦いにただ目を見張っていた。

　光の盾……神我人が光鷹翼、と呼んだそれは、いつか船穂の記憶で見た遥照のそれと同じものである。

　では、じっちゃんは本当に、神我人の言うとおり、樹雷皇家第一皇子だったのか。
















　神我人と互角に戦っている、俺のじっちゃんが!?

　勝仁は神我人を追い詰め、ぴたりと天地剣を突き付けた。

　と、上空から光の矢が降り注いだ。

「魎呼！」

　無表情な顔の魎呼がエネルギー波で攻撃しながら突っ込んでくる。

　勝仁はぱっと飛び離れ、大声で怒鳴った。

「おのれ、女を盾にしおって!!」

　天地がついぞ見たことがなかったような怒りの形相である。

「じっちゃん、魎呼を殺さないでくれ！」

　思わず天地は叫んでいた。

　その声に神我人が振り向き、ニヤリと笑ったような気がした。

「じっちゃん!!」

　勝仁は、襲いくる魎呼の剣を光鷹翼で受け流し、上空にジャンプした。

　すぐに魎呼もそれに続き、天地剣の方へ手を伸ばして来る。

　勝仁がその手首を捕らえた、と、天地剣が一閃した。

「魎呼！　目を覚ませ!!」

「うっ……」

　左手首が宝玉ごと切れ飛んだ。

　魎呼ははっと目を見開き、次の瞬間、叫びを上げて落下した。

「魎呼!!」

　天地は池に落下した魎呼を見、駆け出そうとした。

　と、神我人の姿が眼前に現れ、衣の裾が天地の肩を掠かすめるほど間近を通り過ぎた。

「見事だ、遥照！」

　神我人の声が聞こえた。

　船穂へと続く飛び石の上に勝仁が膝をついていた。

「さすがは樹雷皇家第一皇子。だが、天地剣の腕を披ひ露ろうしてもらっただけでは、せっかくここまできた甲斐がないというものだ。何を目もく論ろんでいる、遙照？　これしきの攻撃では奥義を見せられぬとでもいうのか」

　と、神我人を掠めるように光の矢が飛んだ。

　勝仁は何も持っていない両手を広げ、静かな表情で神我人を見返した。

「なに!?」

　思わず神我人は背後を振り返った。

　天地剣が船穂の幹に突き刺さっている。

「どういうつもりだ？」

　神我人は訝いぶかしげに眉を寄せ、勝仁から目を離さずに後ずさった。

「あきらめたか？」

　その場にいた誰もが息を吞のんで天地剣を見つめていた。

　俺たちを救う為に？　天地は思った。

　わたくしを守る為に？　阿重霞は複雑な思いで唇を嚙み締めた。

　美星は何か起こったら相手を射殺する構えで、砂沙美はただ震えながら神我人を目で追った。

　神我人は天地剣をぐっと摑むと、引き抜こうとした。

　と、その時。

　船穂から天地剣を伝わって稲妻が走り、神我人の体が強烈なスパークに包まれた。

「おああああっ」

　獣のような叫びを上げて神我人が後ずさった。

　天地は自分の目が信じられなかった。

　俺が持った時には何も起こらなかったのに。

　あれも天地剣の力なのか!?

「その剣はお前などには手を触れることも適かなわぬ！　ただ樹雷皇家の者のみがその力を引き出せるのじゃ」

　勝仁は静かに座したまま、右手を押さえ、荒い息をついている神我人を見据えた。

　神我人は不意に悟った。

　なぜ遥照が今まで身を隠していたのか。

　なぜあの少年が天地剣を持っていたのか。

「そうか……」

　神我人は憔悴した顔を勝仁に向けた。

「お前は後継者を育てていたのだな。その少年が、お前の跡継ぎなのだろう。……見事に騙されたものだ。遥照よ、お前はなかなかの策士だな」

　不思議なことに、神我人の表情が和らいだ。

「お前の策に敬意を表して、私は一旦引き下がることにしよう。魎呼!!」

　神我人が呼ぶと、魎呼はがくん、と頭を垂れた。

「この出来損ないは貰もらっていく。少年よ、この女が欲しければ、双蛇にくるが良い。待っているぞ！」

　神我人のまわりに緑の光球が出現した、と見る間に二人の姿は光とともにかき消えた。

　後には何事もなかったように、灰色の空から静かに雪が舞い降りて来るばかりであった。




「お兄様！　遥照お兄様!!」

　呪縛が解けたように阿重霞が走り寄って来た。

「本当に……お兄様なのね」

　阿重霞が勝仁を捕まえ、腕をつかんで揺さぶった。

「すまん。……ばれてしまったようじゃな」

　勝仁は揺さぶられるままに阿重霞を見下ろしていたが、急に顔をしかめた。

「いてて……。そう責めんでくれ」

　阿重霞がはっと手を止めると、勝仁の肩口に血が滲んでいた。

「お兄様……!?」

　阿重霞の目に、若き日の兄と勝仁の姿がだぶった。

「あの……美しいお兄様はどうしてしまったの？　こんなに……こんなに姿が変わってしまって……」

　阿重霞の目に涙が溢あふれた。

　言葉にならぬ思いが後から後から涙となって溢れて来るのだった。

「阿重霞」

　勝仁は阿重霞を優しく引き寄せた。

「済まなかった。……お前の姿を見る度に、この兄も辛かったのだ。だがわしはもう、皇家を捨てた身だ。このまま言わずに済めばと思っていたのだよ」

　阿重霞ははっと顔を上げた。

「何故？　なぜそんなことを。わたくしとお兄様は許婚いいなずけの間柄ではありませんか。お父様が決めなさったこととは言え、わたくしはずっと待っておりましたのに」

　勝仁は辛そうに、だが真っすぐ阿重霞を見つめた。

「阿重霞。お前はまだ幼くて知らなかったのだ。確かに父君は二人の妻を得た。お前の母、樹雷皇家生粋の血を持つ美砂樹殿と、わたしの母、この異星の血を持つ船穂と。それは皇家の威光を示す為でもあり、血の衰えるのを防ぐ為でもあったのだ。だが、異星の血を嫌う輩は大勢いる……」

　勝仁はそっと阿重霞の涙を指で拭ぬぐった。

「皇家はそのころ、二つの勢力に別れていた。わしが樹雷に留まれば、お前とわしとの間で王位継承権が争われただろう。まして、婚姻を結ぶということになれば、内乱にまで発展していたかも知れぬ。わしは、そんな不毛な争いに嫌気が差していたのじゃ。わしは、自分の力を試したかった。天地剣……皇家の力がどこまで通用するか、確かめたかった。ちょうどその時、魎皇鬼の襲撃があったのだ」

　勝仁は思いを馳はせるかのように、しばし沈黙した。

「船穂の記憶を見たならお前も知っているだろうが、あの時の魎呼は、何者かに操られる傀く儡ぐつだった。女の姿はしていたが、女とは呼べぬような魔物だった。だが、わしは魎呼を殺あやめる気にはなれなかった。この魔物も、生まれてきたからにはきっと、何かの役割を担っているに違いない。ふと、そんな考えが浮かんだのだ。あれは、天地剣のメッセージだったのかも知れぬ。あの時、魎呼を殺めなくて良かった、わしはそう思っているよ」

「違うわ!!」

　思い掛けぬ激しさで阿重霞は勝仁の腕を摑つかんだ。

「あの女のせいで……お兄様は……あの時、息の根を止めていれば、こんなことにはならなかったのに」

「そうではない、阿重霞！」

　勝仁は静かに阿重霞の腕を外し、その両手を握り締めた。

「生きとし生ける者、その内の誰が正しくて、誰が間違っているか、そんなことは一人の料簡で裁けることではないのだ。わしはこの星にきて良かったと思っている。この星にきたからこそ、天地という孫も得られたのだ。今話すには余りに辛い話なのでな、それに、話してもお前にはまだ、受け入れられぬだろう」

　勝仁はふっと顔を背け、唇を嚙み締めた。

　阿重霞は兄に手を握られながら、まるで見知らぬ男の心をかいま見たような気がした。

「でも、お兄様……」

　阿重霞は言い淀よどんだ。

「命の樹は、水はどこにあるの？　一緒に樹雷の星に帰りましょう。このままでは、命が尽きてしまうわ！」

　言いながら、再び涙が湧き上がって来たのが分かった。

「阿重霞……阿重霞！」

　勝仁は胸が詰まり、堅く阿重霞を抱き締めた。

「もういい。もう、いいんじゃ。阿重霞、お前にもいつか、わかる時がくる……」

　天地はびしょ濡れになったまま、二人のやり取りを黙って聞いていた。体は冷えきって震えていたが、胸の内に何か熱いものが湧き起こり、不思議な戦きが心を満たしていくのを感じていた。

「天地」

　勝仁が気づいて顔を上げた。

「聞いておったか」

「うん……」

　天地は二人のそばで足を止め、微笑もうとした。

「お前は樹雷皇家の皇子じゃ」

　勝仁は静かに言った。

「来るが良い。お前に、この手を預けよう」

　勝仁は、天地の背を押すようにして阿重霞と向かい合わせると、二人の手を取って、そっと重ね合わせた。

「わしはもう、許婚としてこの手を取るには年を取り過ぎた。お前にまだ見ぬ未来を託そう。阿重霞、何も言うな」

　勝仁は、重ね合わせた手から自分の手を引いて、一歩下がった。

「わしはお前を見ておった。知っていたよ。お前の心は、天地と共にある。今はそれで良いのじゃ。もう振り返ることはない。己の心に正直になれば良い」

　天地と阿重霞は何も言えずにただ見つめ合っていた。

　言葉に出せば、この心を満たす熱いものが流れ去ってしまうような気がした。

　……もし、ここに魎呼がいたら、きっと大騒ぎになっていただろう。

　天地は、阿重霞と手を重ねながらも思い出さないわけにはいかなかった。

　俺を庇かばって、神我人に連れ去られた魎呼。

　天地の胸に、切り裂かれたような痛みが走った。

「阿重霞さん」

　天地はそっと手を引いた。

「俺、魎呼を助けなきゃ」

　阿重霞がはっと顔を強こわばらせた。

「いいえ、いけません！」

　阿重霞は口調とは裏腹に、縋るような目で天地を見つめた。

「行ってはなりません。あの男は恐ろしい犯罪者です。例え天地剣があっても、あの力の前には……」

　天地は、痛いところを突かれ、唇を嚙んだ。

　確かにその通りなのだ。

　天地剣があったとしても、先程の戦いぶりでは阿重霞がそう思うのは無理もない。

　でも、行かなければ！

　天地は痛いほどの思いが込み上げてくるのがわかった。

　魎呼は、身を捨ててまで俺を守ろうとしてくれたのだ。

　その魎呼を捨てて阿重霞を取るなど、俺にはできない！

　と、天地の葛藤を読んだかのように、勝仁が声を掛けた。

「天地。お前に天地剣を譲ろう。行って、神我人を倒してくるのじゃ。お前にはまだ、眠っている力がある。天地剣はその力を引き出すキイとなるじゃろう」

　天地ははっと勝仁の方を振り向いた。

「譲るって……!?　じっちゃんはもう、俺に譲ってくれたんじゃ……」

「契約を結ぶのじゃ」

　勝仁は天地を見返した。

　その目に強い光が湛たたえられていた。

「我が船、船穂よ。皇家の始し祖そにして全すべての母、始まりの船、津つ名な魅みの真ま名なに於おいて、我に力を与え、我と契約を結びたまえ……」

　勝仁は、三十四年前にただ一度口にした契約の言葉を唱えながら、天地の肩に手をかけ、船穂の方に向き直らせた。

「天地剣を握り、この言葉を唱えるが良い。お前の心がまことならば、剣はお前を真の主として受け入れるだろう。今までとは比べ物にならぬ程の力がお前のものになるのじゃ。だが、心を偽れば、命を失うことになろう」

　天地の体が我知らず震ふるえた。

　阿重霞は固かた唾ずを吞んで二人の後ろ姿を見守っていた。

　ああ、契約の儀式だわ。

　わたくしが龍皇と交わした契約と同じ、樹雷皇家の一族の定め……。

　心を偽れば、命を失うという……。

「俺、やってみる！」

　天地は囁くように言うと、不意に勝仁の手を振り払い、駆け出した。

　天地剣は船穂の幹に突き刺さったまま、天地が来るのを待っていたかのように見えた。

「母さん……俺に力を貸してくれ！」

　閉じた瞳の裏に、不意に母の面影が蘇よみがえった。

　母は樹雷の美しい衣装を纏まとい、光に包まれて微笑んでいた。

「天地……。母さんはここにいます。自分の心を信じて……」

　脳裏に直接声が響いて来た。

　その瞬間、恐れが消えた。

　天地は剣に手をかけると、真っすぐに光の剣を抜き出した。




「ふえ～ん」

　場違いな泣き声がした。

　美星が砂沙美に寄りかかり、涙でぐしゃぐしゃになって畷すすり上げているのだった。

「ごめんなさい、天地さん。私、あんまり心配で、息を止めて見てたものだから、急に気が緩ゆるんじゃって……」

「よしよし、もう大丈夫だよ」

　砂沙美は十五も年上の一級刑事に腕を回し、懸命に慰なぐさめていた。

「私ったら、こんな時になんにもできなくて……魎呼さんがさらわれたのは私のせいなのに……」

「お姉ちゃんのせいじゃないってば」

　砂沙美は困って、美星の頭を魎皇鬼にするように撫でた。

「そうだよ。美星さんのせいじゃない」

　いつの間にか、天地がそばに立って、一緒に美星を慰めていた。

「俺の力が足りなかったんだ。今だって足りてるとは思えないけど、そんなこといっててもしょうがないし。天地剣だってちゃんと取ってきたんだし、もう泣くなよ、な」

　勝仁は万感の思いで天地を見つめていた。

　やはりお前は阿あ知ち花かの子じゃ。

　阿知花はお前を守っていたに違いない。

　契約は結ばれた。

　わしがしたことは、間違っていなかった……。

　その時不意に、阿知花の夢が脳裏に蘇った。

　──あの子が十五になったら、私のところへ寄よ越こしてください──。

　十五になったら……十五になったら……。

　その言葉が勝仁の心を駆け巡った。

　勝仁は動揺を隠し切れずにふいと顔を背け、池のほとりに片膝をついた。

　不吉な予感が勝仁の胸を過よぎり、行き場を失って張り裂けそうになった。

　天地……。

　お前は生きては戻れぬかも知れん。

　それが阿知花の望みなら、わしは黙ってお前を送り出すしかできぬ。

　どんなにそれが辛かろうと、それがわしの報いなのだ。

　阿知花よ、津名魅よ……どうか天地を無事に返しておくれ。

　勝仁は、無駄と分かっていても祈りを捧げずにはいられなかった。

　天地は剣を手に入れ、もうすぐ旅立って行く。

　ひとつひとつが夢の通りになっていく。

　わしにはそれを止める力はない。

　勝仁は、我知らず拳を握り締めた。

　と、その肩にほっそりした手が置かれた。

　振り向くと、阿重霞が涙を湛えた目でじっと勝仁を見つめているのだった。

　池のほとりでは、天地と美星と砂沙美が何やら口々にいいあっていた。

「行くっていっても、どうやってあいつのとこまで行くの？」

「んー……」

　と、困ったように天地。

「私のシャトルがあれば良かったんですけど……亜空間にあるのは間違いないと思いますから、ちょっと探してみましょうか？」

　美星はボンボンを潰してキューブの形にしたが、途中で手を止めてしまった。

「これ、三億三千三十三万通りの組み合わせがあるんですよね……。どうやって探したらいいかしら」

「えー!?」

　美星は途方に暮れ、天地は肩を落とし、砂沙美はため息をついた。

「せめて龍皇が無事だったらなあ」

　砂沙美は呟き、水面を見つめた。

　と、足元でみゃあみゃあ、という声がした。

「魎皇鬼!?」

「みゃあああん！」

　魎皇鬼が耳を立て、訴えるように砂沙美を見上げていた。

　砂沙美ははっと閃いた。

「何かいってる！　何かあるんだよ、行こう！」

　魎皇鬼を先頭に、砂沙美と天地と美星は池の柾木家寄りの方へ向かって走りだした。







　第十四章　みゃあああああん！







「みゃあああああん！」

　魎りよう皇おう鬼きが池のほとりで足を踏ん張り、爪を立てて叫んだ。

　低い唸り声が魎皇鬼の喉から迸ほとばしりでる。

　その唸り声につれて池の水面がざわざわと波立ち、渦を巻きはじめた。

「天てん地ち兄ちゃん、見て！」

　砂さ沙さ美みが叫んだ。

　何か巨大なものが水面に現れようとしている。

「龍皇!!」

　砂沙美は息を吞んだ。

　池の底に沈んだ龍皇のユニットが魎皇鬼のサイコ・パワーで浮き上がったのだ。

　魎皇鬼はひときわかん高い叫びを上げると、いきなりジャンプした。

　天地たちの目の前で、魎皇鬼の姿が変化し始めた。
















　四肢が強ばり、クリスタルのように結晶化する。

　魎皇鬼の形をそのままなぞったかのように結晶したクリスタルを中心に、特徴のある大きな四つの角が伸びて来た。

「きゃあ！　魎皇鬼ちゃんが……!!」

　砂沙美が叫んだ。

　魎皇鬼はなおも成長を続け、池の上空にその威容を現しつつあった。

「……変身した!?」

　天地は腰を抜かしたまま、魎皇鬼を見上げていた。

　巨大な宇宙船と化した魎皇鬼は龍皇を下部に取り込み、ゆっくりと降下してきた。

　いつの間にか、阿重霞と勝仁もこの場に来ており、無言で魎皇鬼を見上げている。

「どうして龍皇を……」

　阿あ重え霞かが青い顔で呟いた。

「まあ、あのおチビちゃんが……まあ、どうしましょう！」

　美み星ほしが、こちらも腰を抜かして座り込んだまま呟いた。

「みゃあああああん!!」

　勝ち誇ったような鳴き声が響き渡った。

　それと同時に、中心部に出来た水晶球のようなブリッジが開いた。

「で……でかしたぞ、魎皇鬼！」

　天地はまだ、度肝を抜かれたまま呟いた。

「これで何とか、あいつのところへ行けそうだ！」

　誰も頷く者はいなかった。

　天地ですら、内心ではこう思っていたからである。

　……こんなものに乗って、本当に大丈夫なのか!?




　神か我が人との船、双そう蛇じやは地球と月を結ぶちょうど中間地点に陣取り、何かを待ち受けるように静かに佇たたずんでいた。

　双蛇のメイン・ルーム、大聖堂の玉ぎよく座ざについた神我人は足元に広がるスクリーンを見つめたままである。

　大聖堂の上空に浮かぶ砂時計の中に捕らえられた魎りよう呼こは、はっと意識を取り戻した。

「馬鹿どもが、連れ立ってやってきおったか」

　神我人の呟きが魎呼の耳に届いた。

　眼下のスクリーンは、地球を離れ、双蛇に向かってくる魎皇鬼を映し出している。

　スクリーンの一部がクローズアップされると、ブリッジにいる天地、阿あ重え霞か、美星の姿がはっきりと見て取れた。

　魎呼の目が大きく見開かれた。

　魎皇鬼!!

　じゃあ、あの子は一人で判断して天地を乗せてきたってわけだ。

　ご丁寧なことに、龍皇のユニットまで取り込んでいる。

　多分、防御の為の補強用に使っているんだろう。

　それで阿重霞が乗ってきてるんだな。

　天地が魎皇鬼を駆って自分を助けにきたことを知り、魎呼は思わず涙ぐみそうになった。

　だが、巨大な双蛇に比べ、魎皇鬼は余りにも軽量で、頼りなく見えるのだった。

　砂時計型の封印に捕らわれ、手も足も出ない魎呼の胸に不安が広がった。

　魎皇鬼の能力はあたしが一番良く知っている。

　機動能力は確かに魎皇鬼の方が上だが、戦闘能力は巨大な双蛇とは比べ物にならない。自分が乗っていれば、宝玉のパワーを使うこともできるのだが、今のままでは結局、逃げ回ることしかできないのではないか……。

　魎呼の不安を読み取ったかのように、神我人がスクリーンを見つめたまま呟つぶやいた。

「不思議だ……。お前のような出来損ないの為に、命を投げ出しにくるとはな」

　魎呼は思わず言い返した。

「あたしは、あんたのマシーンじゃない。あたしは進化したんだ。一人の人間として……」

「人間？」

　神我人が遮った。

「この無限の宇宙の意志に比べれば、人間などはただ、壊れやすい有機質の固まりに過ぎぬ……。お前が身につけた感情など、それこそ塵にも等しい移ろいなのだ。そうは思わぬか、魎呼？」

　神我人はやっと顔を上げ、魎呼を見据えた。

「私とて、有限の生命であることには変わりはない。だが、宇宙の意志を探れる程度には永らえて来た。そして、思ったのだ。宇宙はそれ自体、存在することを目的とする大きな生命体である、とな。存在そのものが意志なのだ」

「…………」

　魎呼は、神我人の真意を計りかね、黙したまま神我人を見返した。

「だが、物質としての存在に縛られぬものもある。それ自体、無限のエネルギーを引き出せる媒体のようなもの……宇宙意志そのものといっても良い、ある存在……。始まりの時から存在し、終末を越えて存在し続けるもの。お前はその名を聞いたことはなかったかな？　人間たちに神という名で呼ばれ、始まりの船と呼ばれ、だがその姿を見た者は誰もない、という」

「……津名魅!!」

　魎呼は喘いだ。

　では、津名魅の力を引き出すことが、この男の目的だったのか。

　執拗に天地剣を求めて来た理由はそれだったのか。

「そう、津名魅だ」

　神我人の顔に、殆ど畏敬とも取れる表情が現れた。

「キイは天地剣ひとつとは限らぬ。樹じゆ雷らい皇おう家けの血、それとも言葉かも知れぬ。私は全ての可能性を試してみるつもりだ。津名魅をこの目で見、この手で感じることこそが私の、科学者としての生涯を賭けた目的なのだ」

　魎呼は、何も言うべき言葉がなかった。

　神我人の言葉は、善悪の価値判断を越え、存在それ自体がひとつの執念のように感じられた。

　常軌を逸している、というはたやすい。だが、強大な力と頭脳を持った男がそれを語った時、一体何が彼を止め得るというのか。

　あたしは無力だ。

　魎呼は今、はっきりと悟った。

　神我人は、それが津名魅の力を呼び出す可能性があるならば、この宇宙を破壊することさえ厭いとうまい。

　だが、どんなに無力だろうとも、あたしは戦わなければ。

　そして、天地を守る……！

　魎呼がそう決心した時だった。

「さて、そろそろ客人たちに歓迎の用意を整えねばならん。魎呼、お前はそこでゆっくり見ているが良い」

　魎呼ははっとした。

「やめろ!!」

　思わず言葉が口を突いてでていた。

「天地に手をだすな！　天地にだけは……」

　神我人は立ち上がり、魎呼の方を振り仰いだ。

「魎呼よ。あの少年が、お前の、そして私の思った通りの人物ならば何を悩み苦しむことがあろう？　お前はそこでただ見守っていれば良いのだ」

　神我人はそう言うと、もう魎呼には一瞥もくれずに祭壇の方へと上がって行った。




「双蛇からの攻撃、来ます！　回避用意」

　魎皇鬼のブリッジに立ち、全方位スクリーンを見上げながら阿重霞は鋭く美星に指示を出した。

「……と、言われても、これってどうすればいいの!?」

　球状の操縦桿の上に手を置いておろおろしているのは美星である。

　スクリーンの中央では、双蛇の粒子砲が禍々しい顎を開きつつあった。

　一瞬、スクリーンに強い光が乱れ飛び、ドーン、という衝撃がブリッジ全体を揺るがした。

　三人の悲鳴があがった。

　阿重霞はそれでも果敢に踏み止まり、操縦桿に手を置いて中空に散らばって浮いている魎皇鬼のコンピューターユニット、クリスタルに向かって叫んだ。

「魎皇鬼！　攻撃をなさい！　何でもいいから早く攻撃するのよ!!」

　ああもう、人の船はわからないわ、と阿重霞は悔しげに呟つぶやき、唇を嚙んだ。

　あの後、兄遥よう照しようと砂さ沙さ美みを地球に残し、天てん地ちと共に阿重霞は憎き女の船に乗り込んでここまできたのだった。

　魎呼の為ではない、天地様の為……。

　決して恨みがましいことはいうまい、と。

　そう心に言い聞かせたはずだった。

　当の天地は何もわからず、ただ心配そうにスクリーンを見つめている。

　無理もない、と阿重霞は思った。

　いきなり最新鋭の戦闘機に乗せられたようなものである。

　口頭指令で通じるとは言え、魎皇鬼の能力や機能は阿重霞にもわからないところだらけだった。

　双蛇からの攻撃は、猫が鼠を弄もてあそぶように執拗に続いていた。

　魎皇鬼は、自分で判断しているのか、阿重霞の操縦が功を奏しているのか、小刻みに動きながら辛うじて攻撃をかわし続けている。

「魎皇鬼、破損箇所は？」

　阿重霞は何もわからぬことに苛立って声を上げた。

「みゃみゃみゃみゃあああん！」

　という返事が返ってきた。

　阿重霞はがっくり来て、今すぐ地球へ帰ってしまおうか、と本気で思った。

　いいえ、後ろを見せたらやられるわ、とすぐに阿重霞は思い直し、さっきの衝撃でどこかに跳ね飛ばされてしまった美星の姿を探してブリッジを見回した。

　美星はブリッジの片隅に座り込み、目鼻のような宝玉を持つクリスタルと何やら話し込んでいた。

「ちょっと、あなた！　こんな時に何やってるの!?」

　思わず阿重霞は怒鳴った。

「あら、阿重霞さん」

　美星は何の屈託もなく振り向き、こう尋ねた。

「これ、魎皇鬼ちゃんに似てるんですけど、やっぱりそうなのかしら？　何とか言葉が通じればいいな、と思って、さっきから話しかけたりしてるんですけど、ミャンとしかいわないんですよね」

　阿重霞は頭が痛くなって来た。

「それが魎皇鬼だろうとそうでなかろうと……」

　言葉の合間に操縦もしなくてはならなかった。

「そんなことしてたら間に合いません！　こっちにきて、手伝ってよ!!」

　美星はひっと首を竦すくめ、立ち上がろうとした。

　と、再び衝撃がブリッジを揺るがした。




「苦戦しているようだな」

　大聖堂でスクリーンを見下ろしている神我人が呟いた。

「その魎皇鬼を作ったのは、この私だ。正確に言えば、その時私はまだ助手だったがね。どのような回避行動を取ろうと、私には手に取るようにわかる……残念ながらな」

　神我人は小手調べを止め、第二段階に移行するよう双蛇に攻撃命令を出した。

　と、急に魎皇鬼の動きが変化した。

　機体そのものが瞬まばたきするように脈動しながら攻撃を躱かわしていく。

　未知の機動能力だった。

　神我人は目を見張った。

「ほう……。この動きは……あの少年の力なのか？」

　砂時計の中でなす術もなく見守っていた魎呼も思った。

　おかしい。

　あの動きはまるで……。

　酔っ払っているみたい、とは口に出せなかった。

　一体誰があんな操縦をしているのか。

　魎呼はブリッジにいたメンバーを思い浮かべた。

　天地、阿重霞、美星。

　美星!?

　あの常識外れの女が何か!?

　魎呼は、魎皇鬼の動きを見つめているうちに自分も頭が痛くなってきてしまい、取り敢えずは天地たちの無事を祈ることにした。




　魎皇鬼のブリッジでは、事態はもっと想像を越えていた。

　床そのものがうねり、天地と阿重霞はじっと立っていることもできないのだった。

「阿重霞さん、一体この船はどうしちゃったんですか？」

　斜めになった床を転げ落ちながら天地が叫んだ。

「バランサーがいかれたのかしら」

　と、これも滑り落ちながら阿重霞が答えた。

　二人はごっちゃになってブリッジの隅で止まり、その原因を求めて周囲を見回した。

　と、美星と目のついたクリスタルがワインのグラスを手に向かい合っているのが目に入った。

　一瞬、クリスタルがビーストタイプ、つまり元の魎皇鬼の姿に変わった。

　魎皇鬼はグラスを手に、すっかり酔っ払っていた。

　リーダーの魎皇鬼が酔っ払ったので、下位ユニットにあたるクリスタルたちも全てその行動をシミュレートしていたのだった。

　阿重霞はごそごそと這はい起きると、美星の後ろ姿に向かってタックルをかました。

「何やってんのよアンタ、これはコンピューターユニットなのよ!!　船の頭脳を酔っ払わせてどうすんのよ!?」

　阿重霞に襟えり首くびつかまれ、その剣幕に震え上がった美星が必死でいい訳し始めた。

「あの、私、ここに居てもお役に立てないし、何か飲み物でもと思ったら、間違えてお酒なんか出しちゃったんです。そしたら、この魎皇鬼ちゃんが寄ってきて……」

　美星は自分のキューブを証拠品のように差し出した。

　阿重霞はがっくりと肩を落とした。

「いや、これはかえってラッキーだったかも！」

　天地が駆け寄って来た。

「この隙すきに攻撃をかけるんです！　阿重霞さん、龍皇の方から攻撃はできないんですか？」

「それは可能ですが……」

　驚いて阿重霞は振り向いた。

　天地の顔は今までとは別人のように凜り々りしく、阿重霞は殆ど見とれて目的を忘れるところだった。

「できるんだったらやりましょう。今のままでは近づくことさえできません。何とかして双蛇に乗り込まなくては」

　そんなに魎呼のことを……。

　阿重霞は一瞬、憎しみに任せて噓をつこうかと思った。

　わたくしができない、といえば、天地様はあきらめるだろう。

　だが、その後は？

　双蛇はこの船を破壊するかも知れない。

　この船は、魎呼の宝玉の力がなくては攻撃することができないようだ。

　わたくしたちもこのままでは、なす術すべもなく捕まるのを待つよりないのだ。

　阿重霞の顔にありありと葛かつ藤とうが現れた。

「龍皇は今、魎皇鬼の補強として使われています」

　阿重霞はのろのろと話し始めた。

「本来の力を引き出せるかどうかわかりませんがまず、光こう鷹おう翼よくを開くのです」

　天地は頷き、熱心に阿重霞を見守った。

「……防御だけなら、龍皇は三枚の光鷹翼を使えますから、それで充分です。だが、攻撃に使うにはもう一度光鷹翼を展開せねばなりません」

　話しているうちにますます不安になってきた。

「光鷹翼を展開して中心の一点にエネルギーを逆流させ、打ち出すのです。その時は……攻撃エネルギーが百とすると、防御がゼロになってしまうのです」

　天地は黙って聞いていたが、すっと立ち上がった。

「わかりました。やってみます！」

「天地様!?」

　阿重霞は思わず叫んだ。

「魎皇鬼！　俺を龍皇に送ってくれ」

「みゃあああん！」

　魎皇鬼が了解、というように鳴き声を返した。

「向こうへ行ったら、指示してください」

　声と共に、天地の姿が消えた。




　龍皇のブリッジに転移してきた天地は、戸惑いながら辺りを見回した。

「……って、偉そうに言ってきちゃったけど、俺、どうすればいいんだろう？」

　天地は、天地剣を握り締め、見慣れぬ通信装置やコンソールを見渡した。

　どれも機械らしい感じはせず、装飾品のように感じられるのだった。

「天地様！」

　声と共にスクリーンが開かれ、阿重霞の顔が映し出された。

「何もいじらなくて大丈夫です」

　内心の不安を読み取ったかのような第一声にほっとしながら、天地は聞き返した。

「操縦桿って、どこですか？」

「わたくしが行きましたのに……」

　阿重霞が怒ったように眉を寄せた。

「だって阿重霞さんしか魎皇鬼の操縦をできる人がいないじゃないですか。俺、そっちにいても役に立たないし、これでいいんですよ」

　天地は言いながら、本当はこっちにきても役に立たないことには変わりないんじゃないかなあ、と思った。

　だが、じっちゃんから天地剣を譲り受け、こうして宇宙に飛びだしてきた以上、できるだけのことはしなければならない。

　天地はとにかく、血路を開いて双蛇に潜入するつもりであった。

　計画らしい計画と言えば、それしかなかった。

「操縦桿というものはありません」

　阿重霞が続けた。

「天地剣を手前のコンソールに置いてください。それで龍皇は上位キイとして天地剣を受け入れるようになります」

　天地は言われた通り、天地剣を樹雷の文字が彫り込まれたコンソールの上に置いた。

　と、天地剣は宝玉を上にコンソールの中央に固定され、光を放ち始めた。

「何だか天地剣が光り始めましたけど……」

「それで良いのです。後は、念じてください。剣がキイとして天地様の意志を感じ取り、判断します」

「じゃあ……」

「光鷹翼、開け、と念じてください」

　阿重霞の言う通り、天地は念を込めた。

　スクリーンの下にモニター・スクリーンが現れ、龍皇の動きを映し出した。

　魎皇鬼の前に、巨大な三枚の光鷹翼が現れる。

「やった！」

　天地は思わず歓声を上げ、スクリーンの中では阿重霞が微笑んだ。




「ほう……。樹雷皇家の力、光鷹翼か」

　足元のスクリーンを見つめていた神我人が声を上げた。

「それならば、こちらも本気で対応しなくてはな」

　スクリーン上の魎皇鬼は、三枚の光鷹翼で軽々と双蛇の攻撃を受け止めている。

　神我人の頰に笑みが浮かんだ。

　待ち受けていた甲斐があった。

　やはり、天地剣はその力を現しつつある。

　剣を操っているのは、阿重霞姫か、あの少年か。

　まあいい、すぐにわかる、と神我人は思った。

　次の攻撃に生き残った者こそが王者なのだ。

　神我人は静かに手を上げると、双蛇の名を呼んだ。




　双蛇からの攻撃が途絶えた。

　巨大な船体のまわりに青白いエネルギーのオーラが揺らめいている。

　阿重霞はぞっとしながら双蛇から目を離せずにいた。

「来る……！」

　通常の粒子砲ではない。何か、巨大なエネルギーを引き込んでいる。

　阿重霞は思わず叫んだ。

「天地様！　光鷹翼を戻してください！　恐ろしい攻撃がきます!!」

　龍皇のブリッジで天地はその叫びを聞いた。

「えっ、今からですか……!?」

　サブ・スクリーンでは光鷹翼が全面展開しつつあった。

「どうして……」

　天地の戸惑いとは無関係に、光鷹翼は全面展開を終えた。

　エネルギーが中心に向けて逆流し始める。

　やがて中心に小さなブラックホールが現れ、更にその中に光の点が現れた。

　天地は覚悟を決めた。

「行けえ────!!」

　光の点はみるみるうちに大きく膨れ上がり、エネルギーの矢となって飛び出した。

　と、双蛇からも青白い光の矢が打ち出された。

　双方の光は中間地点で衝突し、凄まじい爆発が起きた。

　魎皇鬼の、そして龍皇のブリッジは強い照り返しを受け、誰もが凍りついたように勝敗を見守っていた。

　と、双蛇の光が龍皇の光を貫いた。

　光は凄まじい速度で走りながら龍皇を貫き、そのまま虚空へ飛び去って行った。

　一瞬後、魎皇鬼の下部で爆発が起きた。

　魎皇鬼のブリッジもその爆発のあおりを受け、飛び散るかと思われた。




　静寂が戻った。

　龍皇ユニットはどこにもなかった。

　阿重霞は金縛りが解けたように次々とスクリーンを切り替えながら、天地の姿を探していた。

「天地様、天地様、天地様、天地様!!」

　何もなかった。

　スクリーン一杯に映し出された龍皇ブリッジの破片や、ちぎれた龍皇の樹や枝の他には。

　ブリッジにいるはずの阿重霞のガーディアン、阿あ座ざ化かと火か美み猛だけの姿もなかった。

　阿重霞はなおも天地の名を呼びながらスクリーンを切り替えていたが、急によろめいて後ずさった。

「いやあああああああっ!!」

　血を吐くような叫びがその喉のどから迸ほとばしった。




　同じ光景を見ていた魎呼の中で、時が止まった。

「て……ん……ち……」

　ウソだ！　天地が、天地が死ぬはずはない。

　きっと、龍皇は光鷹翼で守られていて……。

　爆発の光が収まった時、阿重霞が見たのと同じ光景を魎呼も見た。

　魎皇鬼は、龍皇の破片の浮かぶ海をゆっくりと漂っていた。

「ふ……」

　神我人は足下のスクリーンを見下ろした。

　魎皇鬼のブリッジに残っているのは、阿重霞と美星の姿だけだった。

　では、あの少年は死んだのだ。

　遥照の後継者、天地剣の使い手を目指していたあの少年は！

「うあああああああっ」

　獣のような叫びが砂時計の中で木こ霊だまし、魎呼を埋め込んでいた砂が逆流した。

　封印が解け、ガラスが微み塵じんに砕け散った瞬間、魎呼の姿は双蛇のブリッジから消えた。

　神我人は魎呼のことなど気にもとめなかった。

　その顔に押さえ切れぬ失望が現れた。

　天地剣は津名魅を呼ぶキイなどではなかったのだ。

　今、この宇宙に天地剣の存在を示す反応はどこにもない。

　また振り出しに戻ってしまったのか……。

　神我人の喉から低い笑いが漏れた。
















　苦い笑いだった。

　心の片隅で、虫けらのように死んだ少年に黙もく禱とうを捧げながら、神我人は笑い続けた。







　第十五章　天てん地ち！







「天てん地ち！　天地────!!」

　龍皇の残骸の中を必死で飛び回りながら、自由になった魎りよう呼こは天地の姿を捜し続けていた。

　無駄だとわかっていた。

　だが、捜さずにはいられなかった。

　もし、天地の腕が……いや、バラバラになった体の一部が見つかったら……。

　魎呼は頭の芯が痺しびれるような恐怖に苛さいなまれながら、必死でその不吉な想像を振り払おうとした。

　あたしは……あたしは気が狂ってしまう！

　だが、そんな思いとは裏腹に、魎呼は執しつ拗ように残ざん骸がいの間を飛び回り、何も見逃すまいとしていた。

　視界の端を何か赤いものが過よぎった。

　魎呼は、息が止まるようなショックを感じ、振り向いた。

　手て拭ぬぐいだ……。

　天地が額に結んでいた手拭……。

　それは、血染めのまま凍りつき、残骸の間を漂っていた。

　魎呼の手が震えた。

「天地……!!」

　魎呼は手拭を胸に抱き締め、肩を震わせた。

　虚空に魎呼の涙がはらはらと散り、凍りついた。

　永遠とも思える瞬間が去って行った後、魎呼はゆっくりと立ち上がった。

「神か我が人と……」

　その唇が僅かに動いた。

「お前はあたしの一番大事なものを奪うばった……。その償つぐないを」

　込み上げてきたものに言葉を奪われ、握り締めた拳が震えた。

「……させてやる!!」

　魎呼は叫び、一条の光となってその場から消え去った。




　魎りよう皇おう鬼きのブリッジでは、阿あ重え霞かが呆ほうけたように座り込んでいた。

　美星もまた、ぼんやりとスクリーンを見つめているだけだった。

「天地様……」

　自分の呟いた言葉を阿重霞はまるで他人ごとのように聞いていた。

　涙も出なかった。

　阿重霞の心は空っぽになってしまい、スクリーンに映る龍皇の残骸も、遠く佇たたずんでいる双そう蛇じやも、全てのものが意味を失って漂い続けていた。

「阿重霞さん」

　美星がはっと我に返ったように声を掛けた。

「何かきます」

　阿重霞は反射的にスクリーンに目をやったが、何も見えなかった。

「高速でこちらに移動しています……あっ」

　美星は小さく叫んだ。

「消えました」

　消えた？

　阿重霞はその言葉の意味を考えようとしたが、すぐに諦あきらめた。

　わたくしもあの時一緒に死んでいれば良かった、という思いが阿重霞を占領し、他の考えを押し潰してしまっていた。

　と、ブリッジに人影が現れた。

　阿重霞は自動的に顔を向け、そして息を吞んだ。

「魎呼……!?」

　美星が小さく喘いた。

「魎呼さん……!?　あなた、神我人に捕まっていたんじゃ……」

　魎呼は二人に一瞥もくれず、きっと唇を引き結んだまま、全方位スクリーンを見つめていた。

　その顔は真っ青で、ただ瞳だけが妖しく金色に輝いている。

「魎皇鬼！」

　魎呼はブリッジの中央に立つと、片手を上げ、不規則に散らばっていたクリスタル……コンピューターユニットを統御した。

　クリスタルたちは次々と起き上がり鋭く円を描いて放射状に並んでいく。

　やがて、その動きがぴたりと止まった。

　魎呼の命令を待ち受けているかのような静寂がブリッジを満たした。

　魎呼は再び片手を上げた。

　といきなり阿重霞が魎呼の前に飛び出した。

「何を……今頃何しに来たの!?　どうしてもっと早く逃げて来なかったのよ！　あなたの、あなたなんかを助ける為に、天地様は……」

　言葉が続かず、阿重霞は魎呼の肩をつかみ、揺さぶった。

「天地様は……天地様は……」

　阿重霞の目に涙が溢れ、魎呼の顔がぼやけた。

　どうしても次の言葉が出て来ないのであった。

　阿重霞の心が、全身がその言葉に抵抗しているかのようだった。

「天地様は……」

　ついに阿重霞は目を伏せた。

　今すぐ魎呼を引き裂いてやりたいという思いと、そんなことをしても天地は帰って来ないという思いが阿重霞の中で行き場を失い、渦を巻いて荒れ狂っていた。

　美星は色を失ったまま、声をかけることすらできぬまま二人の姿を見つめていた。

　本当は大声で泣き出したかった。

　阿重霞のように、魎呼につかみ掛かって揺さぶってやりたかった。

　だが、刑事として鍛え上げられた美星の本能がそれを許さなかった。

　まだ終わっていない。

　これは、ほんの始まりに過ぎないのだ。

　そして、私にはそれを追う義務がある。

　美星は義務、という言葉を砂を嚙むような思いで嚙み締めた。

　と魎呼が無造作に阿重霞の手を外し、突き放した。

「双蛇に突っ込む」

　堅く、乾いた声だった。

　阿重霞は思わず顔を上げた。

　と、いきなり阿重霞の顔に向かって何かが放られた。

「これは……」

　聞かなくても分かっていた。

　それは、天地が額に巻いていた手拭だった。

　室温で溶けた血が阿重霞の指を染め、滲み出している。

　目の前がすうっと暗くなった。

「阿重霞さん!?」

　美星の細い腕が阿重霞を抱きとめ、阿重霞ははっと気を取り直した。

　魎呼が首を傾げ、左耳のイヤリングを外したのが目に入った。

　魎呼は無表情のまま、イヤリング……宝玉のレプリカを右手首に装着した。

　左半身だけに現れていた菱形模様のプロテクターが右半身にも現われ、肩から腰のあたりまでを覆った。

「まだ終っちゃいない。あいつを……神我人を倒すまでは!!」

　魎呼の唇が震え、金色の瞳が燃え上がった。

　キィィィィィン、という鋭い音を立ててクリスタルたちが共鳴した。

「行くぞ!!」

　魎皇鬼はゆっくりと回り込みながら龍皇の残骸漂う虚空の海を抜け、一瞬後、双蛇目がけて加速した。

　一条の光の矢となった魎皇鬼が双蛇のシールドを突き破って姿を消いたのは、それから僅か三秒だった。




「お兄ちゃん！……天地兄ちゃん！」

　砂さ沙さ美みは泣きながら木立の中を走り続けていた。

　柾木神社の境内からさっき、凄まじい光が暗い空を走ったのを見たばかりだった。

　その瞬間、砂沙美の脳裏にはっきりとひとつの光景が映し出されたのだった。

　龍皇のブリッジにいる天地、そして、一瞬後、真っ白な光に包まれて消えてしまった天地の姿……。

「砂沙美……」

　勝かつ仁ひと、否いな、遥よう照しようの声がした。

　勝仁の顔は蒼白で、これが神我人と互角に戦い、退けた同じ人物かと思われる程憔しよう悴すいしていた。

「ここに居てはならん。天地剣を手放したわしはお前を守ってはやれん。船ふな穂ほのもとへ行くのじゃ。早く！」

「御祖父様……遥照お兄様!?」

「行け！」

　勝仁は砂沙美を突き飛ばすように押しやると、足早に本堂の中に消えて行ったのだった。

　砂沙美は走りだした。




　目の前に黒々と船穂が聳そびえ立っていた。

「船穂、答えて……」

　砂沙美は涙を拭うと、船穂の幹に手を置いた。

「天地兄ちゃんのところへ行きたいの。天地兄ちゃんはどこ？」

　と、船穂の前にぼうっとした白い人影が現れた。

　樹じゆ雷らいの美しい衣装を纏まとった見知らぬ女である。

　その面影がどことなく天地に似ていることに砂沙美は気づいた。

「誰!?」

　不思議と恐怖は感じなかった。

「わたしは阿あ知ち花か……天地の母です」

　涼しげな目元が微笑んだ。

「こちらへ……わたしが連れて行ってあげましょう」

　阿知花と名乗る女はほっそりした手を差し出した。

「怖がることはありません。さあ……」

　砂沙美は、自分の見た夢の中にいるような不思議な気持ちでその手を取った。

　すぐに周囲がぼやけ、意識が遠のいていくのがわかった。

「……王の印と我が真名に於いて、宇宙樹の租への道を開くものなり。天は海に、海は地に、地は天に、光をもって刻み込まれし道を指し示せ……」

　ああ、津つ名な魅みの歌だ……。

　玲瓏と響くその高唱を聞きながら、砂沙美の意識は柔らかい光の中へと飲み込まれて行った。




　阿重霞と魎呼は大聖堂へと続く広間に立っていた。

　目の前に高々と壁が聳え立っている。

　ここに至るまで、通路の中の無数のガーディアンと戦ってきた阿重霞は戦闘服姿となっており、その顔には戦化粧のようなプロテクトが現れていた。

　いつはぐれたのか、美星の姿はない。

「この向こうに神我人が……。どうなさるおつもり？」

　阿重霞が聳え立つ壁を見上げながら問いかけた。

「フン……どうせ、惑わしだ」

　魎呼は無造作に拳を壁に叩きつけた。

　音もなく壁が崩れ、不透明な灰色の霧のような異空間が現れた。

　その中に黒い扉があった。

　質量の感じられぬそれは、継ぎ目もなく、取っ手もない。

「どうやって入れと……」

「待て！」

　魎呼が制した。

　扉の中央に亀裂が走り、目ま映ばゆい光が漏れた。

　光はどんどん広がり、やがて扉の形に収まった。

　魎呼はニヤリと笑った。

「せっかくのご招待だ。行こう！」

　二人の姿は光の中に消えていった。




「魎呼さーん、阿重霞さーん……」

　美星は泣きそうな顔で、通路を走っていた。

　さっきからどこをどう走っているのか、そもそもここはどこなんだか、それすらわからないのだった。

「ええと……魎呼さんが、あの先が大聖堂だって言った時までは一緒にいたんだけど……」

　その時偶然落ちたキューブがキイとなって位相転換を引き起こし、裏の世界に入り込んでしまったことなど、今の美星はまったく気づいていなかった。

　美星の目の前に、魎呼と阿重霞が見たものと全く同じ扉が現れた。

「きっとここが……」

　美星は目前の扉の向こうに、求める大聖堂があるのだと信じ、扉をくぐり抜けた。

　扉の向こうは広間になっており、一段高い祭壇のようなところに、彫像のように佇む少女の姿があった。

「誰!?」

　美星の足が奇妙な文字で書かれた床のラインを踏んだ。

　と、床の両脇に立っていた、二匹の大蛇の像が生気を取り戻し、動き始めた。

「きゃああああ！」

　美星の悲鳴が広場に響き渡った。

「お願い、こっちに来ないでくださあーい」

　美星は襲い来る大蛇に向かってフリーズ・ビームを乱射し、背後で何かヒビの入ったような音がしたのには気づかなかった。

　少女の胸もとで二匹の蛇の形をしたペンダントが砕け散った。

「公務執行妨害は罪が重いですわ。お願い、やめてくださーい！」

　美星はまだフリーズ・ビームを撃ち続けており、封印の解けた少女が美星を追い越して行ったのにも気づかなかった。

　と、少女は指をぱちんと鳴らした。

　美星のフリーズ・ビームで半ば凍りかけていた大蛇は粉々に砕け散り、美星はあっけに取られて見知らぬ少女を見下ろした。

「もう大丈夫よ。それから、助けてくれてありがとう」

　ほんの十三、四に見える少女はきびきびと礼を言い、威厳ある態度で美星に向き直った。

「……あなた、誰なんですか？」

　美星はおそるおそる尋ねた。

　こんな少女が双蛇に捕らわれていたとは、雪ゆき之の丞じようのデータにもなかったはず……。

「ところで、あなたどうしたの？　こんなところに迷い込んじゃって」

　少女の着ている古めかしい制服を見ながら、美星は自分が何か、思い出し損ねていることに気づいた。

「あのー、その服、ずいぶん昔の科学アカデミーの制服みたいですけど……」

　取り敢えず、美星は思いついたことを喋り出し、その途端、あるデータを思い出した。

「神我人にさらわれた女学生！　あなたもしかして、えーと、えーと……」

「鷲羽わしゆうよ」

　少女は事もなげに答えた。

「宇宙一の天才科学者、鷲羽。ちょっとしたことでまあ、この裏世界に封印されちゃったんだけどね」

「裏世界??」

「と、いうか、自分の研究室だったところ。バカみたいに聞こえるでしょ？　実際、バカな話なのよ」

「？？？」

　さすがの美星もついていけなくなったのか、目をしばたたいた。

「自分の弟子に封印されちゃうなんてね。それも、自分の作ったシステムの完璧さを試してみるだけの為に」

　鷲羽は眉を顰めて後ろ手に手を組みながら、まるで美星が生徒であるかのように話し続けた。

「あの弟子はね、できはいいのよ。だけど、この宇宙でナンバー１になりたがってるところがちょっと許せないわね」

　美星ははや頭が痛くなりかけていたが、こう聞かずにはいられなかった。

「あのー、さっきから弟子っていってるの、誰なんですか？」

「知らないの？」

　鷲羽は驚いたように振り向いた。

「神我人よ、神我人！」

「えっ……」

　じゃあ、この人は……永久指名手配犯神我人の先生!?

　美星の目が虚ろになった。

「ちょっと、こんなところでひっくり返らないでくれる？」

　鷲羽が慌てて飛んできた。




　大聖堂に一歩を踏み入れた瞬間、荘重な音楽が響き渡った。

　阿重霞と魎呼は思わず身を堅くして身構えた。

　遥か高台に設けられたパイプオルガンの前に一人の男が座して、複雑な和声を紡つむぎ出しているのだった。

「神我人!!」

　阿重霞は思わず声を立てた。

　神我人は振り向きもせずに弾き続けている。

　魎呼が苛立ったように目配せを送ってきた。

　阿重霞は唇を嚙むと、祭壇の玉座に向かって歩きだした。

「ようこそ、我が大聖堂に。お嬢様がた」

　ようやく演奏を終えた神我人は優雅に立ち上がり、一礼した。

「今のは、あの少年に捧げるレクイエムです。気に入って戴いただけましたかな？」

「くっ……」

　魎呼の瞳に炎が燃え上がった。

　拳を握り締めた時、阿重霞が一瞬早く飛び出した。

「よくも、天地様を……」

　阿重霞の全身がオーラに包まれた。

「はッ」

　気合と共に衝撃波のパンチが神我人の体に打ち込まれた。

「さすがに大したものですな、姫君」

　神我人は平然と笑いながら続けた。

「この大聖堂がエネルギー中和フィールドの結界を張っていなかったら、今の一撃で私などは吹き飛んでいたでしょうな」

　阿重霞ははっと身を引いた。

　と、神我人の手から同じ威力を持った衝撃波が返って来た。

「ああっ」

　阿重霞の体は弾き飛ばされ、床に叩きつけられた。

「覚悟ッ」

　声と同時に剣が閃き、神我人の喉を貫いた。

　魎呼である。

「ぐはッ」

　神我人の姿が煙のように消えうせた。

「やったか!?」

　と、いきなり白い手袋を嵌はめた手が現れ、がっちりと魎呼の首をつかんだ。

「実体と影の見分けもつかんとはな。お前もヤキがまわったと見える」

　手から先の全身が現れた。

「神我人!!」

「お前は邪魔だ。少しおとなしくしているが良い」

　魎呼の手首が凍りつき、見る間に全身に広がり出した。

「これは……石化結界！」

「そう……私のことは良く知っていたはずだがな、魎呼」

　魎呼の耳には、もう何も届いていなかった。

　石と化した魎呼の体を無造作に投げ出すと、神我人は気を失って倒れている阿重霞の方に近づいた。

「手荒な真似をしてしまったな」

　神我人が手をかざすと、阿重霞の体がふっと浮き上がった。

「阿重霞姫……。津名魅の秘密を語って戴けそうなのはもうあなただけだ。私にこうさせたのは、あなたなのですよ」

　神我人は手袋を取ると、阿重霞の額に手を押し付けた。

　その手が透き通って行くのと同時に、指の先が阿重霞の額に入り込み始めた。

「見せて戴きましょう。樹雷皇おう家けの謎なぞをね」

　阿重霞の体が、意識のないまま大きく撥はね上がった。




　裏世界……鷲羽の研究室では、鷲羽と美星が床に座り込んで講義の真っ最中だった。

　床一杯に複雑な数式や幾き何か学がく図形を書きながら、鷲羽は懸命にこの双蛇の二重構造をわからせようと熱弁を振るっていた。

「だからね、ここがこうなって、あれがあーなって、それで構造的な難問を回避してるわけ。だから、位相的にいうとこうなってるのよ、わかった？」

「はあ……」

　美星はとにかく頷けばこの苦痛が終わると思っている容疑者のように、頷いた。

「で、ここから向こうには行けないんですか？」

　鷲羽は床に突っ伏した。

「だから今それをず──っと説明してたんじゃないの!!」

　鷲羽の剣幕に美星は震え上がり、この状況は何かに似てるわ、と思った。

　そう、魎皇鬼のブリッジで、クリスタル・ユニットと話をしていた時……。

　美星は急に思いついた。

「そういえば、ここ、モニター・スクリーンみたいなものないんですか？　向こうに行けないならせめて様子だけでも……」

「あるわよ」

　美星が言い終わらないうちに鷲羽が答えた。

「様子が見たいんなら早くいえばいいのに」

　たちまち、空間にスクリーンが現れた。

　阿重霞が神我人のシールドに弾き飛ばされて気を失い、魎呼が神我人の手によって石化されていく様子が鮮明に映し出された。

「あンのやろー、人の大事な作品を……」

　鷲羽の怒ったような呟きが聞こえた、と思った時には、石化した魎呼が床から手品のごとく引きだされていた。

「ほんとにしょーがない子ね」

　鷲羽が指をぱちんと鳴らすと、瞬時に魎呼の石化が解けた。

　スクリーンの魎呼はまだそこに転がったままである。

　美星は、スクリーンの魎呼と驚いたように体のあちこちを見回している目の前の魎呼を見比べながら呟いた。

「鷲羽さん……。どっちが本物なんですか？」

　鷲羽はからからと笑い出した。

「もちろん、あっちが本物よ、ボディという意味ではね」

　鷲羽は魎呼の体を点検しながら続けた。

「こっちはアストラル体なの。魎呼の精神。ガイスト。ま、説明はどうでもいいか」

　鷲羽は、魎呼の腹部に顔を近づけた。

「なんか、線が崩れたと思わない？　無節操な生活を送ってたに違いないわ。全体的に線がたるんでるわね。もっと規律ある、知的な毎日を過ごさないと……」

　急に手が伸びたかと思うと、鷲羽は魎呼に吊るし上げられていた。

「さっきから聞いてりゃたるんだの、知性がないだの、大きなお世話だ！」

「あら、魎呼さん！」

　魎呼が元気を取り戻したのを見、美星がぱちぱちと手を叩いた。

「なんて口の利き方するの、母親に向かって！」

　鷲羽は凜りんとして魎呼を睨みつけ、魎呼は思わず手を離した。

「これはあんたの精神なんだから、たるんだ精神がそのまま形にでちゃうのよ。まったく、母として恥ずかしいわ。男を好きになるのはいいんだけど、もっとこう、自制心を……」

「母親!?」

　魎呼が嚙み付いた。

「母親って一体、何の話だ？　あたしは神我人に作られて……」

「馬鹿ね。あんたはマインド・コントロールされてたのよ。お前を作ったのはこの私。双蛇を作ったのも、魎皇鬼を作ったのも、みーんなこの私なの。特に、あんたは私の卵子を使ったから、製造者というより母親でしょ？　神我人は……あのうつけものはお前が私の封印を解きにくるのを怖がってたっていうわけよ。まったく、私が眠ってた間に好き放題やらかしてたみたいね。あんたも勝手に育って、勝手に男を好きになったりして……」

　魎呼はあっけに取られてこの長弁舌を聞いていたが、急に鷲羽の胸倉をつかむと怒鳴り返した。

「男ってなんだよ、男って……」

「天地殿のことよ！」

　鷲羽はぴしゃりと魎呼の手をはたき、襟元を正すと魎呼に指を突き付けた。

「なっ……」

　魎呼はよろめいた。

「なんで知ってんだ!?」

「お前は魎皇鬼とアストラル・リンクで繫つながってるでしょ。私とお前もそうして繫がっているの。だから、知っている。お前が何を見、何を思ってここまできたか」

　鷲羽のきりりとした顔には何か犯し難い威厳があり、魎呼は黙らざるを得なかった。

「あたし……」

　鷲羽はつと顔を背けた。

「好きなようにおし。もうお前は向こうに戻れるから。神我人を倒すのも良し、どこか好きなところに飛んでいくのも良し……」

「何だと!?」

　魎呼が剣を鷲羽の喉元に突き付けた。

　その目が怒りに燃えている。

「あたしが逃げると……逃げだすと……」

「そんなこといってないでしょ！」

　鷲羽は魎呼に向き直ると、冷静に話し出した。

「お前は天地殿が死んだと思っている。私は思ってない。それだけの違いよ」

「う……」

　魎呼は二の句が告げずに引きさがった。

　激しい衝撃がその顔に表れている。

「魎呼さん。口出ししてごめんなさい」

　美星がおずおずと言葉をかけた。

「でも、剣を向ける相手を間違ってます。私たちはここから出られないし、神我人を倒せるのはあなたしか……」

「……フン！」

　美星の言葉が終わらないうちに魎呼の姿が消えた。

「行ったか」

　鷲羽はほっと息を吐き出し、微笑んだ。

「鷲羽さん、何故あんなことを？」

「天地殿のことか？」

　鷲羽はくるりと向き直った。

「誰か、天地殿の死体を見たの？　天地剣は？　龍皇のブリッジにいたガーディアンは？　私は魎呼から引き出した情報しか知らないけど、神我人があれだけ執拗に求めていたものが簡単に消え去るとは思えない。私には魎呼のような思い入れもないしね、ただ、この目で確かめるまでは断定しない。それだけだ」

「鷲羽さん……」

　美星は不思議な気持ちがした。

　この人は、冷たく突き放したかと思えば、子どものようにふざけたり、神我人を学生のように扱ったり、一体何を考えているのかわからない。

　あんなこと言えば、魎呼さんは動揺して迷いが出てしまうだろうに……。

「魎呼にいったことを考えているのか？」

　鷲羽は鋭く尋ねた。

「私は本当のことをいっただけ。だけどあの子は、神我人と刺し違えてやろうなんてバカな考えは引っ込めたんじゃないかな」

　鷲羽はふっと笑った。

　美星は鷲羽の中に秘められた洞察に惧おそれを感じた。

　魎呼の母親だといった鷲羽の言葉を、本当には信じていなかった。

　だけど、今なら信じられるような気がする。

「そうですよね……」

　美星は呟いた。

「私も、天地さんが死んだなんて、どうしても信じられなくて……。樹雷皇家の皇子様なんですもの、きっと帰って来る……。いつものように……」

　美星の目に涙が溢れた。

　魎呼……阿重霞……二人の気持ちを思うとどうしても泣けなかった、その涙が堰せきを切ったように溢れ出し、美星の頰を濡らした。

「よしよし」

　鷲羽は近づき、美星の背を優しく撫でた。

「そうだよ。その通りだ」

　美星は何度も頷いた。頷きながら、自分の肩にも届かない小柄な鷲羽にしがみつき、胸が空っぽになるまで泣いた。







　第十六章　虚こ空くうの中に……







　虚空の中に不思議な光が漂っていた。

　繭まゆのような形をした小さな光である。

　その繭は、ひとりの少年を包み込んでいた。

　よく見ると、繭と思ったのは二体のガーディアン、阿あ座ざ化かと火か美み猛だけの間に守られた光の結界であることがわかる。

　結界の中、龍皇の枝に包み込まれるようにして天地は眠っていた。

　その顔は蒼そう白はくで、右腕と下半身が失われている。

　表情に苦痛の痕こん跡せきはなかったが、その胸は動いていなかった。

　恐らく、結界を張った時に全てを凍結したのだろう。

　天てん地ち剣けんはその胸のちょうど真上に、凍りついたように浮かんでいた。

　と、天地剣が点滅するように光を送り始めた。

　それは、天地の動かぬ心臓のかわりに鼓動しているように見えた。

　光は少しずつ強くなり、それと呼応するかのように、虚空が揺らぎはじめた。

　やがて、結界のそばに光の点が現れた。

　光は見る間に成長し、蕾つぼみのような形に膨ふくらむと十枚の花びらに別れ、広がった。

　光鷹翼である。

　光の中心は、十枚の翼を持つ船に変わり、その中からひとりの女が現れた。

　樹じゆ雷らいの衣装、だが光を織り上げたように目映い純白の衣装を纏った始まりの船、津つ名な魅みの聖霊である。

　津名魅は軽やかにガーディアンの上に降り立つと、屈み込むようにして天地の様子を伺った。

　その顔が僅かに曇った。

　津名魅は天地の正面にまわり、その手を天地の額へと伸ばした。

　白く輝く手は結界を通り抜け、ガーディアンたちが施した封印を解除した。

　凍りついていた時が弾けたように、天地の唇が開き、微かに息を吸い込んだ。

　その胸がゆっくりと上下し始める。

　津名魅は更に近づき、天地の頰を両手で挟み込むようにしてエネルギーを送り込んだ。

　津名魅の額の紋章が輝き、一瞬強い光を放つ。
















　天地の頰に僅かな赤みが差した。

　津名魅は微笑むと、静かに目を閉じ、すうっと天地の体に重なるようにして姿を消した。

　その後を光鷹翼が包み込み、光の繭を完成させた。




　天地は夢を見ていた。

　虚空をどこまでも落ちていく夢である。

　叫ぼうにも声が出ず、しがみつこうにも腕が動かなかった。

　俺は……死んだんだ……。

　絶望が心を凍りつかせ、闇がその目を覆った。

　魎りよう呼こ……阿あ重え霞かさん……。

　天地は、遥か遠くに行ってしまったように思えるその二人の名を、血を吐くような思いで呼んだ。

　ごめんよ……。誰も助けられなかった。

　天地剣をもらったことも無駄だった。

　ごめんよ、じっちゃん。……砂さ沙さ美みちゃん。美み星ほしさん……。

「無駄ではないわ!!」

　涼やかな声が響いた。

　闇の中に、小さな光が現れた。

　急激に光は広がっていき、やがてその中にひとりの女の姿を現した。

「天地……！」

　天地は、自分の名を呼ぶ声を聞き、一杯に差し出された腕を見、片時も忘れたことのない、懐かしい顔を見た。

「母さん!!」

　その瞬間、天地は母、阿あ知ち花かの胸に抱き締められていた。

「……生きていたんだね」

「いいえ、今は津名魅の姿を借りて、お前に会いにきたのです」

　阿知花は静かに天地を離すと、天地の頰を両手で挟み込んだ。

「お前をいつも見ていたわ。津名魅を通して、母さんはお前のそばにいたのよ」

　阿知花は微笑んだ。

「お前に贈り物を持って来たの。再びお前が光の中を歩めるように……」

　阿知花は天地の額にそっと口づけた。

　と、天地の額にくっきりと光の紋章が現れた。

「これはお前のものとなるはずだった力です。お前が自分を信じ、心を開いている限り、力はお前を助けるでしょう。迷いが現れても、恐れてはなりません。お前の心が閉ざされていなければ、力はお前を導きます。いつの日か、この力が本当にお前のものになるまで、母の言葉を忘れぬように……」

　阿知花の姿が揺らめき、いっそう輝き出した。

「母さん？」

　阿知花の微笑みがオーラのように天地を包み込んだ。

「母さん!!」

　光の粒子が弾けるように飛び散った。

「阿知花はお前の中に……い……ま……す……」

　遠い声が天地の耳に届いた。




　はっと気づいた時には、母の姿は消えており、天地は龍皇のブリッジに似た不思議な空間に立っていた。

「あれ……。俺、どうしたんだ？」

　天地の体はまだ光に包まれていたが、ちゃんと腕も足も揃っており、手には天地剣を握り締めていた。

「もう大丈夫です」

　晴れやかな声がした。

　天地の前には巨大な樹があり、その樹の根元には見知らぬ、だが美しい樹雷の女性が立っていた。

「君は……津名魅だね」

「はい」

　津名魅は微笑んだ。

「夢をご覧になったでしょう。私は津名魅。始まりの船の聖霊。そしてここは津名魅の中です」

　天地は、まだ夢の続きを見ているような気持ちで津名魅を見つめていた。

　阿知花……母さんがこの人の中に……？

　そうだ……阿重霞さんは、魎りよう皇おう鬼きはどうしただろう。

　と、天地の心を読んだかのように津名魅が答えた。

「ここから七十光秒先に、龍皇のキイの反応があります。そう、この中から」

　津名魅の足元に暗黒が広がり、双そう蛇じやの姿が現れた。

「この中？」

「心の叫びが聞こえます。絶望と悲しみに彩られた声が……そう、二つ……」

　天地ははっと顔を上げた。

「行かなくちゃ！　津名魅……俺をあそこへ連れて行ってくれ。お願いだ！」

「私はここから離れることはできません。もう一人……守らなくてはならぬ人がいますから」

　津名魅は静かに顔を上げた。

「あそこへはあなた一人でいくのです。それでもよろしいか」

　天地は頷いた。

　津名魅は晴れやかに微笑み、その指を天地の紋章に触れた。

「天地剣はあなたの力を引き出すためのステップに過ぎません。ご自分の力を信じるのです。あなたは……光の皇おう子じとなるべきお方……」

　天地の意識が遠のくとともに、声が遠ざかっていった。




「阿重霞……阿重霞……」

　その声に阿重霞はふっと目覚めた。

「お兄様？」

　目の前に、懐かしい兄の姿があった。

　若く美しい、昔のままの姿である。

　阿重霞は何故か、何の不審も抱くことなく兄の姿を見た嬉しさに微笑んだ。

「阿重霞……。教えておくれ。マスターキイに依よって引き出されるという宇宙最大の力……皇家の始祖、全ての大地を司る宇宙樹の王、津名魅の力を」

「津名魅……」

　阿重霞は反射的に呟いた。

　おかしい、何かがおかしい、と心の片隅で阿重霞の理性が警告の叫びを上げたが、心は麻痺したように兄の質問を繰り返していた。

「答えておくれ。何故、お前たち一族にしか使えぬのか。お前の血がそうさせるのか」

　遥よう照しようの手が阿重霞の肩にかかった。

　はっと阿重霞は自分の体を見下ろした。

　一糸纏まとわぬ姿である。

「きゃっ」

　阿重霞は小さく叫んで身を竦めた。

「違う……あなたは……お兄様じゃない！」

　途端に、遥照の指が阿重霞の肩に食い込んで来た。

「答えるのだ。もし拒めば、お前の血の最後の一滴まで絞り尽くしても、手掛かりを探してやる！」

　遥照の表情が妖しく陰を落とし、その指の食い込んだ部分から腕が螺ら旋せん状にほどけてくるのがわかった。

「いやァ……！　津名魅、助けて！　天地様!!」

　叫びと共に、阿重霞の体から光が弾けた。

　はっと気づいた阿重霞の目に、ショックを受けたように後ずさる神か我が人との姿が映った。

　阿重霞はそのまま床にくずおれ、再び意識を失った。




「津名魅の力が守っているのか？」

　神我人は倒れた阿重霞を見下ろし、再び手を伸ばした。

　と、その手首に青白い剣が突き刺さった。

「まだやる気かい」

「魎呼か」

　神我人は横目でちらりと一瞥すると、拳を握り締めて剣を砕いた。

「その様子では、もう対面を果たして来たようだな。どうだ、母親に会った感想は？　もっとも、今は何の力もないがな」

「それはどうかな？」

　魎呼は冷ややかに答え、オーラ・ブレードを構えた。

「面白い。ちょうどお前に用ができたところだ」

　神我人はゆっくりと向き直った。

　魎呼の出現に注意を逸らされた神我人は、阿重霞の姿が床に沈むように消えたことに気づかなかった。




　凄まじい戦いが始まった。

「……ったく、何をやってんだか」

　裏世界の研究室で腕組みしながらスクリーンを見ていた鷲羽わしゆうが呟いた。

　美星は、魎呼が神我人と剣を交えている様子を固唾を吞んで見つめていたが、とうとう鷲羽の方を振り返った。

「なんか、魎呼さん、押されてますけど……」

「あの様子じゃ気づいてないわね。せっかくあの子が戦い易いように、阿重霞殿をこっちに呼んでやったのに」

　鷲羽は、魎呼と同じように床から阿重霞を引っ張り出し、ぽいと美星に投げ出した。

「こ……これ、本物なんですか？」

　慌てて意識のない阿重霞を受け止めた美星が問いかけた。

「本物よ。だって向こうに戻る必要はないわけだから」

　鷲羽はスクリーンに注意を戻し、眉をひそめた。

　魎呼は巨大な柱を剣で切断し、上方へ飛び去ったところだった。

　神我人の上に柱が倒れかかってくる。

　瞬間、神我人の姿が消えうせた。

　と、倒れた柱の上に降り立った魎呼の足首を、白い手がつかんだ。

　すぐさま、神我人の全身が現れ、魎呼をつかんだまま柱に向かって叩きつけた。

「魎呼さん!!」

　美星が悲鳴のような声を上げた。

　魎呼の姿が柱にめり込むように消えた。

　神我人はグレート・ソードを作り出し、柱に突き立てたが、間に合わなかったと知るや、剣を収めた。

　その体を巨大な手がつかんだ。

　圧縮テクタイトの柱が見る間に巨大な魎呼の姿に変わっていく。

　神我人の体が魎呼の腕につかまれたまま、持ちあげられた。

「あ……あれ……」

　その光景を見た美星が驚いたように声を上げた。

「ただのお遊びさ」

　鷲羽の返答は取り付くしまもない。

　と、神我人の体を握り潰そうとしていた魎呼の手が砕け散った。

　神我人はふわりと浮き上がると、衝撃波を見舞った。

　巨大な魎呼の体がばらばらと崩れて行く。

　砕けた体は大聖堂の床に落ちるまでに消え去り、弾き飛ばされたように落ちて行く魎呼の本体が現れた。

「あのバカはっ」

　鷲羽の苛いら立だったような呟きが聞こえた、と、いきなり美星の方に扇せん子すが飛んできた。

　美星は阿重霞を取り落とし、危うく扇子をキャッチした。

「何ですか、これ？」

　美星が扇子を開くと、お約束のようなヒノマルが現れた。

「知らないの？　こう使うのよ」

　鷲羽は自分も扇子をぱっと開き、大声で怒鳴った。

「フレー、フレー、りょ・う・こ！」

　美星は今度こそ完璧にひっくり返り、宇宙一の天才科学者という認識を訂正しようと決心した。

「う……ん」

　その騒ぎに阿重霞が意識を取り戻した。

「阿重霞さん！」

　美星が駆け寄って阿重霞を抱き起こした。

「わたくし……一体どうして……」

　阿重霞は朦もう朧ろうとしたまま美星と見知らぬ少女を見比べた。

「気がついた？」

　小柄な少女は阿重霞の顔を覗き込むとにっこり笑った。

「ここは……？」

　鷲羽は美星に目配せすると、くるりと背を向けた。

「私、講義は一日一回だけと決めてるの。美星殿っ、あんたちゃんと説明しといてね」

「そんなぁ……」

　美星は目を潤ませた。

　さっきの数式や幾何学図形がどっと頭の中になだれ込んできたからである。

　阿重霞は怪訝な顔で美星を見つめている。

　美星はため息をつくと、あの人は宇宙一の天才科学者、鷲羽さんで、実は神我人の先生で、ここは裏の世界で、向こうからこっちへは呼べるけど、こっちからは行けない一方通行で……と喋り出した。

「鷲羽ちゃんよっ」

　その後ろ姿から鋭い叱しつ責せきが飛んできた。

「……天才科学者、鷲羽ちゃんですぅ……」

　美星はがっくり肩を落とし、それでも素直に訂正した。

　その時。

　いきなり緑の炎が揺らめいたかと思うと、鷲羽の目の前に神我人が現れた。

「困りますな、教授。私の実験材料を勝手に持っていかれては」

「影か」

　鷲羽は冷ややかな視線を送った。

「さすがの私も、ここに入っては出られなくなりますのでね」

　神我人は冷たい笑みを浮かべた。

「阿重霞姫のことは許して差し上げましょう。そのかわり、ちょっとした実験に付き合ってもらいますかな」

　神我人はスクリーンの魎呼を一瞥した。

　魎呼の足元に複雑な配線図のような模様が広がり始めた。

　魎呼の顔が苦痛に歪み、がっくりと片膝をつく。

「何をした!?」

　鷲羽の鋭い声が飛んだ。

「宝玉のエネルギーの流れを全て双蛇へ向けさせたのです」

　神我人は効果を確かめるように鷲羽の顔を伺った。

「あなたが魎呼のエネルギー・システムを作ったのと同じようにね。残念ながら、魎呼ほどコンパクトにはできませんでしたが。それでも一度に引き出せるエネルギー量は魎呼とは比べ物にならぬはずです」

　神我人が手を上げると、空間が共鳴するように低い唸りを上げ始めた。

「見せてあげましょう」

　声と共に巨大なスクリーンが現れた。

「今、宝玉から主砲へのエネルギーチャージを行っているところです。あの星が見えますかな、阿重霞姫。私と教授はこれからちょっとした実験をするつもりです。昔、よくやったようにね」

　スクリーンに遠く、青い宝石のような惑星が映し出された。

「あなたにご協力戴いただけないので、しかたなく次善の策を考えたというわけですよ。私の疑問に答えてくれそうな人物といえば、もうあそこにしか残っていないのでね」

　神我人の姿が薄れ始めた。

「や……」

　阿重霞ははっと美星の腕を振りほどいた。

「やめて!!」

　神我人の姿がかき消え、同時に主砲が発射された。

　巨大な光の龍は長く尾を引いて地球に向かっていった。

　と、空間に光が集まり始め、翼を広げた。

　光の龍は四枚の翼に襲いかかり、形を失って吸い込まれ始めた。

「光鷹翼!?」

　再び光の粒子となって消えていく翼を阿重霞の目が追った。




「やはり現れたか。それにしても、翼だけとは……？」

　大聖堂に実体化した神我人はスクリーンを見上げ、呟いた。

　と、いきなり衝撃が走り、大聖堂が揺れた。

　スクリーンに光が現れ、十枚の翼が花びらのように広がりながら形を現していく。

「津名魅!!」

　神我人の顔が歓喜に輝いた。

「美しい……。これが始まりの船なのか」

「あれが……」

　ぐったりと倒れたままの魎呼が顔を上げた。

　宝玉のエネルギーのほとんどを双蛇に吸い取られ、もう起き上がる力も残っていないのだった。

「魎呼」

　見上げた顔に影が落ちた。

「お前の役目もこれで終わりだ」

　神我人の手が伸びて、魎呼の頭をつかみ、ゆっくりと吊るしあげた。

「お前の意識が消えれば、宝玉の力は全て双蛇のものとなる。恐れることはない。お前は私の力の一部となるのだから」

　凄まじい圧力が魎呼の頭部にかかった。

　神我人の手の下から一筋の血が流れ落ちた。

「ごめん……天地……」

　魎呼の意識が薄れ始めた。

　と、その時、何か強いエネルギーが神我人の体を跳ね飛ばした。

「何者!?」

　少し離れた空間に、魎呼を抱きかかえた少年の姿が現れた。

「お前は……」




「天地様!!」

　裏世界でスクリーンを見つめていた三人から同時に声が上がった。

「生きていたとはな、少年……いや、天地！」

　神我人の言葉に答えるかのように、天地の両隣にガーディアンが現れた。

「魎呼を頼む！」

　天地は、天地剣を構えると、神我人目がけて大きくジャンプした。

　瞬間、振り下ろした剣が止まった。

　神我人の素手が天地剣の刃をつかんだのである。

「なに!?」

　天地は目を疑った。

「ここに残りの宝玉があったか」

　神我人の視線が天地剣の束に落ちた。

　宝玉から神我人を通じてエネルギーが吸い取られていくのがわかった。

「少年よ。遅かったな。私のシステムでエネルギーの流れを変換できることがわかったのだ。この二つの宝玉がなくても、システムは完成しただろう。わざわざ届けに来てくれたとは、親切なことだ」

　エネルギーの流れが速くなった。

　宝玉の炎が揺らめき、ふっと消えかかる。

　神我人の体から衝撃波が放たれ、天地は跳ね飛ばされた。

「宝玉の力がなければ、その剣は船の力を引き出すただの媒体に過ぎぬ。そして船からのエネルギーは今、この中和フィールド内では全て遮断されている。さあ、どうするかね、少年？」

　神我人はあざ笑うように天地を見下ろした。

「くそッ」

　天地は剣を構えたが、その刀身を形作っている光は激しく明滅していた。

「無駄だというのがわからぬか」

　天地はその言葉が終わらぬうちに再び神我人に切りかかった。

　が、軽々と受け流され、逆に腕を捕らえられてしまった。

「どうした、少年」

　天地の体が吊りあげられた。

「ナイト気取りで女たちを助けに来たか。なぜ私の邪魔をする？　お前は見たくないのか？　宇宙最大の謎が解き明かされる瞬間を」

「人を……」

　腕がちぎれそうな苦痛に天地は思わず唇を嚙んだ。

「人の命を何だと思ってるんだ!?　魎呼も、阿重霞さんも、お前の道具なんかじゃない。手を離せ！」

「私に向かって説教が」

　神我人は唇を歪めた。

「力なき者が、何をこざかしい!!」

　神我人は大聖堂の壁に天地を叩きつけた。

　ショックにふっと気が遠くなる。

「天地！」

　魎呼が叫んだ。

　宝玉のエネルギーは今や、全て神我人に集まっていた。

「もういい……もうやめて……」

　声を上げただけで僅かに残ったエネルギーが失われていくのがわかった。

　魎呼はがっくりと首を項垂れた。

「津名魅よ。宇宙最大のエネルギーを持つ船よ」

　スクリーンを仰ぎ、両手を迎え入れるかのように広げた神我人の体からオーラが立ち上った。

「我が許もとにくるが良い。その力を我が手に差しだすのだ」

　と、髪を束ねていたリングが弾け、銀髪が生き物のように広がった。

　歓喜を押さえ切れぬかのような高らかな哄笑が大聖堂に響き渡った。

「ダメだ……もう俺は……」

　天地の視界が闇に包まれた。







　第十七章　砂さ沙さ美みは津つ名な魅みの中で……







　砂さ沙さ美みは津つ名な魅みの中で神か我が人との哄笑を聞いた。

「船が引き寄せられる……私、怖い！」

　津名魅は静かな表情で双蛇を見おろしていた。

「大丈夫。……あのお方を信じるのです」

　その晴れやかな声にふっと恐怖が遠のいた。

「津名魅？」

　砂沙美は顔を上げた。

　津名魅は遙か宇宙の彼方を見つめるように微笑みを浮かべていた。

「……天てん地ち神しん明めいの父、そして母よ、光の皇おう子じの真ま名なに於おいて我、願い奉たてまつる。今こそ御前に光の道を示したまえ……」




　天地は闇の中にいた。

　ぐったりと壁に凭もたれたまま、虚うつろに目を見開き、心の中の嘲るような呟きを聞いていた。

　お前は負けたのだ、とその呟きは言い続けていた。

　お前はまたしても負けた。もう、自分自身すら助けることはできないのだ。

　神か我が人とは今、津名魅を呼び寄せている。

　津名魅がこの双そう蛇じやのシステムに飲み込まれてしまえば、もう終わりなのだ。

　津名魅のあの暖かい光は消え、容赦のない力のエネルギーだけがこの宇宙の真理に取って変わるだろう。

　お前には、いや、誰にもそれを止める力はないのだ……。

　天地の心は絶望に凍りつき、闇の中を沈んでいった。

　と、魎りよう呼この悲しげな顔が脳裏に蘇よみがえった。

「天地……もういい……もう止めて……」

　俺はもう、何の力もないんだ。

　俺は……君が思っているような男じゃない……！

絶望が、身を焼くような自責の炎に変わり、天地を苛んだ。

　魎呼の姿が脳裏に焼き付いたまま離れなかった。

　俺にほんの少しでも力があれば……。

　せめて、魎呼だけでも助けることができれば……せっかく母さんに助けてもらった命だけど、俺はもう惜しくはない。

　とほんの少し、心が軽くなった。

「天地……」

　懐かしい母の声が聞こえたような気がした。

「恐れないで。心を開くのです。天地剣に頼ってはなりません。お前の……自分自身の力を信じるのです」

　天地ははっとした。

　一瞬、母阿あ知ち花かの声と津名魅の声が重なったような気がしたからだった。

「津名魅!?」

　天地の目が闇から逸らされた。

　スクリーン一杯に映し出された船の中に、あの晴れやかな津名魅の姿があった。

　津名魅は両手を合わせ、天地を見つめながらも何とか、遥かに遠い存在に呼びかけるようにして祈っていた。

「……天地神明の父、そして母よ、光の皇子の真名に於いて我、願い奉る。今こそ御前に光の道を示したまえ……」

　それは樹雷の言葉でありながら、天地の心に直接入り込んで来て闇を払い、力を与え、道を指し示すように感じられた。

　光が見える……。

　自分の手に、額の絞章に、津名魅の光が集まって来る……。

　津名魅の中で目覚めた時のように、光が全身を満たして行く。

　心の中の水面が澄み渡っていくような気がした。

　天地は静かに立ち上がり、天地剣を手放した。

　からん、という乾いた音がした。

　神我人は振り返り、天地の姿を認めて僅かに眉を上げた。

　その視線が天地剣に落ちる。

　神我人は訝しげに眉を顰めた。

「どうした、少年。観念したか？」

　天地は何も答えなかった。

　武器もなく、身一つで神我人と向かい合っていながら、不思議と恐怖は感じなかった。

　津名魅の言葉が光となって心を満たし、天地は自分でありながら、同時に津名魅でもあり、もっと大きな宇宙的存在の依り代であるような、そんな不思議な感覚を味わっていた。

　天地の目に映った神我人の背後には大きな影がわだかまっていた。

　神我人が呼び寄せているはずのエネルギーは、神我人を通り抜け、ただ影の中に消えていくのだった。

　天地は不意に悟った。

　これは、本当の力ではない。

　神我人はそれに気づいていないのだ。

「何を考えている!?」

　神我人の表情が険しくなった。

　天地の様子に先程とは違う、底知れぬものを感じ取ったのだった。

　隙がない……これがさっきまで呆けたように蹲っていた少年か!?

　神我人は、戦うでもなく素手のまま自分を見つめている天地の姿に本能的な恐れを感じ、強引にそれを振り払おうとした。

　何を恐れることがある？

　この少年には最早何の力も残っていないのだ。

　神我人は早く始末をつけてしまおうとするかのように、天地に向かって手を伸ばした。

「止めてえ────!!」

　絞り出すような魎呼の声が神我人の動きを止めた。

「お前はもう、欲しいものは全て手に入れたはず……。だから、だから天地だけは……」

天地の凝視が逸れた。明らかに動揺しているようだ。

　神我人は再び自分の優位を確信した。

　この自分が、今や津名魅の力を飲み込もうとしている自分が少しでも恐れを抱いたことに神我人は苛立ち、魎呼を見下ろした。

「哀れな……」

　魎呼は虫のように床を這いながら、それでも必死で天地の方へ手を差し伸べていた。

「そんなにこの少年が大事だったか。安心するがいい。すぐにお前も、そして阿重霞姫も後を追わせてやる。この少年が寂しくないようにな」

　言いながら、自分の中でエネルギーが高まっていくのを神我人は感じていた。

　神我人は、むしろ優しげとも取れる表情で天地に向き直り、その手を構えた。

　一瞬後、今までとは比べ物にならぬ程の凄まじい衝撃波が放たれた。

「天地い──────!!」

　魎呼の絶叫が大聖堂に木霊した。

　終わった、と神我人は思った。

　最後までこの少年には煩わされたが、所詮は魎呼と同じ、詰まらぬ石ころに過ぎなかったのだ。

　神我人は津名魅に向き直ろうとした。

　もう天地のことなど念頭になかった。

　が、その時、視界の端にちらりと人影が映った。

　爆炎をすかして三つの光が浮かび上がっている。

「まさか……」

　神我人の唇から声にならぬ呟きが漏れた。

　爆炎が晴れていくとともに、無傷の天地が立っているのが目に入った。

　その体は三枚の光鷹翼に守られ、更に自らの光で輝いているようだ。

「光鷹翼か!?」

　ばかな！　船からの力は完全に遮断しているはず……

　こんなことはあり得ない、という思いが余りにも強すぎた。

　科学者として、また、自ら強大な力を持つ者として、神我人は目の前の天地を拒絶した。

　神我人が再び攻撃しようと両手を構えた時だった。

　天地も同じように両手を前に突き出した、
















　神我人は思わず身構えた。

　と、天地の額の絞章が強い光を放ち、二枚の光鷹翼が天地を守るかの如くその体を通りぬけた。

　天地の姿が変わった。

　光鷹翼は樹雷皇家古代の鎧に形を変え、天地を包み込んだのだ。

　更に、残った一枚の光鷹翼はそのまま光の剣に変わり、天地の手に収まった。

「物質変換!?」

　それでは、この少年は光鷹翼を操って自ら望む形に変えたというのか？

　神我人は思っても見なかった脅威に己れが晒されていることを知った。

　この少年は敵だ！

　いかにこの場がエネルギー中和フィールドとなっていても、光鷹翼のエネルギーは未知数だ。

　その力は力場自体を破壊してしまうかも知れない。

　神我人は本能的に両腕を振り上げ、天地に向かって衝撃波を叩きつけた。

　驚いたことに、天地の前で光の剣は盾へと変わり軽々と攻撃を受け流した。

「ちいッ！」

　神我人の背後で次々とガードクリスタルが起き上がり、鋭い切っ先を向けて天地の方へ放たれた。

　津名魅の力を渇望するあまり、神我人は目前の敵を倒すことしか念頭になかった。

　天地が怯んだ、と見てとるや神我人は空間転移した。

「うかつだな!!」

　ガードクリスタルはおとりだったのだ。

　初歩的な戦法である。

　神我人は、盾を構えたままの天地の間近に不意に出現しグレートソードを振り上げた。

「もらったッ！」

　神我人はようやく光の剣……光鷹剣を構えたばかりの天地に向かって大きくグレートソードを振り下ろした。

　手ごたえがあった。

　グレートソードは鎧を切り裂いて天地の肩に食い込み、天地の表情が一瞬苦痛に歪んだ。と、同時に信じられない程の激痛が神我人を襲った。

　グレートソードが砕け散った。

　天地の光鷹剣が神我人の体を貫いたのである。

光鷹剣は、神我人の生命を構成している分子を破壊し、さらに、可視の実体を構成している糸を断ち切っていた。

　神我人の姿が僅かに揺らいだ。

　静寂が大聖堂を包む。

　神我人と天地は凍りついたように背を向け合っていた。

　一瞬後、神我人の姿が砂のように崩れ始めた。

「再生が利かぬ……」

　その唇から呟きが漏れた。

「これがお前の力だったのか……」

　天地は我に返ったように振り向いた。

　神我人は笑っていた。

　死を悟った瞬間、神我人は知ったのだった。

　この力、この少年の現したこの技こそが自分の求めていた宇宙最大の謎、エネルギーの物質変換だったことを。

　もはや自身の死などどうでも良かった。

　何故なら、私の精神が真理を知ったからだ。

　神我人は思った。

　実体こそ失ったが、私の意識はこの光を、その背後にある力の源を求めて飛び去るだろう。

「素晴らしい……」

　神我人は邪気のない笑顔を向けた。

「私の負けだ。……少年よ」

　神我人の姿が大きく揺らいだ、と見る間に塵となってその姿が消え失せた。




　その後、この物語は伝説となって終わっても良かったのである。

　だが、五人の女の歓声が壮大なエンディングを台なしにしてしまった。

「天地！」

「天地様！」

「天地さん！」

「天地殿！」

「天地兄ちゃん！」

　神我人の施していた封印が解け、魎呼が、阿あ重え霞かが、美み星ほしが、そして鷲羽わしゆうと、津名魅に送られて来た砂沙美が天地を取り囲んだ。

「天地様、よくぞご無事で……」

　阿重霞は魎呼を突き飛ばし、いや、本人にしてみれば突き飛ばしたという感覚すらなかったに違いないが、天地に取りすがってよよと泣き崩れた。

「天地兄ちゃーん、砂沙美、怖かったよお」

「みゃあみゃあみゃあ!!」

砂沙美と、何故か魎皇鬼までもが天地にしがみついて泣き出した。

「さっ、砂沙美ちゃん!?」

天地は戸惑いながらも、優しく砂沙美の頭を撫でた。

「まあ、天地さん、まあ……」

　両脇を樹雷姉妹に占領されてしまった美星は天地の足にしがみつき、場違いにもその膝に頰ずりしながら天地の足に涙を注いでいた。

「天地殿、始めまして。私、魎呼の母親で宇宙一の天才科学者、鷲羽ちゃんよ！　さっそくお願いなんだけど、あなた、私のモルモットにならない？」

　美星の頭の上でにこやかに売り込みをしているのは鷲羽である。

　天地は回りを見回し、嘆息した。

「あのー……」

　既に光鷹翼も消え、気弱な高校生素顔に戻ってしまっている。

「どうやって家に帰ったらいいんでしょう？」

　誰もその言葉を聞いている者はいなかった。




「ちょっと……」

　一人弾き出されてしまった魎呼が怒りに肩を震わせた。

「ちょっと何なのよ……」

　誰も魎呼の呼びかけに答える者はいなかった。

「ちょっと待ってよ。このあたしを差し置いて、みんな……」

　ひどいじゃないの!!

　魎呼の目が潤んだ。




　こらァァァァァァァァ！




　魎呼の絶叫が大聖堂に木霊した。

　と、いきなり大聖堂の中心がずれた。

　世界が真っ二つに別れた。

「えッ??」

　阿重霞の、砂沙美の、美星の、鷲羽の、そして天地の顔が凍りついた。




　柾木神社の遙か上空に、超新星のような爆発が観測された。

　船穂を通じて既に津名魅から情報を受けていた勝仁は、夜空を見上げて思いを込め、呟いた。

「天地！　生きて帰ってくるのじゃぞ」




結局、一人の勇者と五人の女たちを救ったのは魎皇鬼であった。

　魎皇鬼のブリッジで阿重霞たちとごっちゃになったまま遠ざかる双蛇を見ていた天地は呆然としながら思った。

「俺は一体、何をやったんだ!?」

「船まで真っ二つだったとはねえ」

　鷲羽がカニのような赤い髪を振り立てて呟いた。

「その力……ますます興味あるわ」

　鷲羽はにっこり笑って天地に擦り寄って来た。

「天地殿。その体、この鷲羽ちゃんにお任せしてみない？　大丈夫よ、痛くしないから」

　天地は思わずぞっとして後ずさった。




　目の前に青い地平線が迫り、半壊してはいるが懐かしい瀬戸大橋が見えて来た。

　魎皇鬼はふっと向きを変え、柾木神社の方角へ飛び去った。




　こうして天地と五人の女たちは我が家へと帰って来たのである。

　それは、我々にとっても、境内で夜空を見上げている勝仁と仕事から帰って来たばかりの信幸にとっても、まことに慶賀すべき次第であった。

　天地の物語が伝説とならずに、再びここにめでたく始まりをつげたからである。





『天地無用[image: ！]　魎皇鬼』諸行無常編［完］









　あとがき







『天地無用！』、三冊目をお届けします。

　第一期の物語もやっとここに完結いたしました。

　一冊目から気長に付き合ってくださった読者の皆さん、本当にありがとうございました。

　何しろ、この下巻が終わるまでは平穏な日々とは縁がない……そう思っていただけに、作者は現在ちょっと気が抜けてしまって、美星のプライヴェート・ルームのようになってしまった家を片付けたり、娘と遊んだりしています。

（だけど今だから白状しちゃいますが、この本を書いている最中に始めた某名ＲＰＧは、書き終わる前にしっかりエンディングまで見てしまったのでした。Ｍ山さん、ごめんなさい！）




本編のノベライズという意味合いで始めた話だったので、この下巻も上巻と同じくほぼ本編とおりの構成となっておりますが、天地の母阿知花のくだりなどは、ちょっと思い入れをこめて作ってみました。

　それにしても、これほどまでにみんなに愛されている天地君って、幸せですよね。一人息子だし、樹雷皇家の皇子様だし……という点を割り引いて考えても、（まあ、それだけ苦労も多いってことですが）、宝くじの前後賞合わせたぐらいの幸運の持ち主ではないでしょうか。

　ただ、本人はそう思っていないし、それどころか、俺は宇宙一の不幸者だ！

　と信じ込んでいるあたりが可哀想というか、不幸というか……。

　で、次のお話はと言いますと、そうなんです！　連載のお話なのでした。

　こんなにも不幸せな（幸せな？）天地君は、ある日思うのでした。

「もうイヤだ！　こんな生活、耐えられない……！　俺だって男だ。これからは自分の思いどおりに生きてやる!!」

　そして、天地は自分の言葉を実行に移します。

　その言葉とは……!?




　ところで、上巻の後書きでちょっとインフォメーションしたＴＶ化の方も着々と準備が進んでいるようです。

　柾木家の面々がＴＶに登場するのも、遠い未来じゃなくて近い将来、かな？

　もちろん、本編第二期シリーズも進行中。

　ここまで来ると、殆ど物語が物語を生み、クリスタル魎皇鬼のように増殖している、といった感がありますが、『天地』の物語に関わった作者としては、素直に喜んでしまうのでした。

　ああ、また新しい物語が見れる、なんてね。

　仕事中にはあまり音楽を聞いたりしない方なのですが（ついそっちの方に注意が行ってしまうので）、今回は時々ケルト・ミュージックのＣＤなんかも聞いたりしておりました。

『天地』の世界は和風だけど、そのバックに横たわる壮大な世界には、ケルトの勇壮な神話伝説なんかと一脈通じるものがあるのかもしれないなあ、なんて思いながら……。




　さて、上巻に引き続き、下巻も大変お世話になりましたＭ山さん、どうか天地君のような幸せが訪れますように。

　そして、読者のみなさん。

　新たな地平を目指して旅立つ『天地』を、どうぞこれからも応援してくださいね。今度はドラゴンマガジン誌上でお会いしましょう。




　夏本番を前にして


長谷川菜穂子
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